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平成16 年度農業土木技術研究会研修会の 開催案内

農業農村整備事業に お け る コ ス ト縮 減 に関 して は, 平成9 ～

1 川り堂を対象 と し た農業農村整備事濃 の コ ス

ト縮 減計匝j に 基 づ い た収納 によ り
, 当初のIJ 標 を 達成 したニー)

現 れ
､

ド成 12′～ 2 0 叫立を対象と し た ｢g豊業農村整備甘業一笥i の 新 コ ス ト縮 減計何+ の も と
, 従来 か ら の‾1二

幸 コ ス ト の 縮 減 に加l え ∴ 】二事の 時IH川勺コ ス ト の 低減 ∴1二事 に お ける 社会的 コ ス ト の 紙減てウ̀; に よ る 総ナナ的 な

コ ス ト縮 減に取 り組 ん で い る と こ ろ で あ りま す rっ

昨/㌢の 航 し い 財 政 事情 の も と で 引き 続 き 必 要 な整備 を 粁プこに 進め て い く た め ､

､

】
ろ成 1 5 イH 真に

｢

農業農

村整 備車菜箸 コ ス ト構造 政 竹ニプ ロ グ ラ ム+ を 策1上し, -
tj-i 業 の うモて の プ ロ セ ス を コ ス ト の 観山か ら 比 巾す 取

如 を 進 め て お り , 今後, 一一J･

戸手の 問 係苗1 こよ る連 携 と .

ノ

削 ニ コ ス ト

ますこ二

も っ た 舵祉が 長 安 と な っ て い

全 国各地 に お い て は コ ス ト 縮減の 検札 試行が 進 め ら れ る■卜, 官民連 携 に よ る 新技術 の 清川 , 1自二常施__
1二

な ど によ る コ ス ト縮減の月蛸 ほ 寸展開さ れ て い る こ と を粁まえ
,

農業 卜木技術研究会 で は ｢ コ ス ト縮減 へ の

一層 の 取如+ を テ
ー

マ に研 佗会を 開催す る こ とと しま す 〕

1 . 開催l‾1 咋
､

ド成17 年1 J‾J 25 】--= 火) 1() : 0 0
～

1 6 : 3 () ( ノ

=受付 は9 : 1 5 よ り 行い ます ‥)

2 . ｢iH 催場所 : 科学技術館 ( サ イ エ ン ス ホ ー

ル) T E L O 3 - 3 2
_
1 2 - 8 4 8 5

火ユj( 都千代 川一束北 の 丸公 阿2 - 1

3 , プ ロ グ ラ ム

時 間 プ ロ グラ ム 講演 の ポイ ン ト 講 師 等
1 0 : 0 0 開会挨 拶 農 業 土木 技術研 究 会

会長 太 田信 介

1 0 : 1 0 研 究会 貰表 彰

10 : 4 0 農 業農 村 整 備 車 実 に お け る コ ス ト縮減 の こ れ ま で の 取組 農村 振 興 局 設 計課

コ ス ト縮 減 へ 〔7 ) 取組 と
,

｢ コ ス ト構造 改革 プ ロ グラ 施 工 企 画 調整毒

ム+ に 基 づ く 総 合 的 な コ ス ト

構 造改革 の 推 進 に つ い て

室長 右+Fr佳 市

1 1 : 1() 国 営 総合 農 地 防災 事業 新 濃 パ イ プ ライ ン の 埋 設 付 置 の 変 東海 農 政 局 新 濃 尾 農 地 防 災

尾 ( 一期) 地 区羽 島 川 水 路 更 等に よ る‾‾r二幸 コ ス ト縮 減 と 事 業所

に お ける 総 合 コ ス ト縮 減 へ 事 業性 益 の 早期 発現 に よ る総 係 長 村 瀬勝 洋

の 取組 合 コ ス ト縮 減 の 取組 に つ い て

11 : 5 0 昼食

1 3 : 0 0 愛 知用 水 に お け る コ ス ト縮 コ ン ク リ
ー ト ト張 り ブ ロ ッ ク ( 独) 水 資 源機 構 愛 知用 水

減-′- コンクリ+一卜7
1
'

ロ
ック L 張 り 工

_
1二法 の 事 例 報告 と コ ス ト縮 減 総 合事 業部

法 に よ る水 路 改築 の 事例一 の 概 要説 明 に つ い て 課長 小川 亘

1:〕: 4 0 直 常施 工 に よ る 法 面保 護 工 セ ン チ ビ ー

ト グ ラ ス に よ る 法 長 野県 農 政部 十地 改 良課

の 施 工 事 例 面保護 丁 を直 営 施 丁 方式 に よ 二j二仕 組 持和 紀

り 実施 す る 卓 に よ り
,

コ ス ト 松木 地 方事務 所 土地 改良課

縮減 を 図 っ た事例 に つ い て 主査 林 俊 史

1 4 二2 0 石 炭 灰 を疎 水 材 に 活用 した コ ス ト縮 減 の 取組 と 資淑 の 有 福 島 県農 林 水 産部 農 業基 僚

暗 渠排 水施 丁 事例 効利用 を図 っ た 事例 に つ い て 整備 グ ル
ー プ

技 師 小 口 ■別館

1 5 : 0 0 休 憩

1 5 : 1 0 官 民連 携新 技 術 研 究 開発 絹 管 路周 辺 の 地 盤 をジ オ シ ン セ (独) 農 業 Ⅰ二学研 究所

介 テ ィ ツ ク ス に よ っ て 一体 化 す 造 構部
_
f二質研 究室

室長 毛利 米祉

浅埋設 工 法 る こ と に よ り 地 震時 の 浮 上 等

を防止 す る 工 法げ) 紹介

1 5 : 5 0 官 民 連携 新 技 術研 究開 発 絹 溶接 に よ ら な い 新 し い 継 手構 日 本 水道鋼 管 協会

川 = 周 作

介 造 を持 つ 水 輸送川 塗 寝 装鋼 管

拡 径式継 手 鋼管 で
, 経 済性 ･ 施工 性 に 優 れ た

継 手 の 紹 介

1 6 : 3 0 閉会挨 拶 農 業 十木 研究 会理 事

注) プ ロ グ ラ ム は 都合に 上 り 変更す る こ と が あ り ます
r-

- ミ) - 水 と 卜 第139 号 2()()4



4 . 参 加 費 二 農業土 木才支術研究会 会員 5 ,
0 0 0 円 非会員 8 ,0 00rり

(4主食代 は含み ま せ ん
｡ 参加費 は当日 会場に て 申 し

ノ

受け ま す ｡)

* 会員と は年会費を 納 めて機関誌 ｢ 水と 土+ が 届 い て お ら れ る方 の 事を い い ま す
｡

5 . 参加りし致: 1上土主4 00 名 ( 会場 の 都 合 に よ り定員 に な り次 第締 め切 りま す｡)

(う . 農業 卜水技術片肺続教 育 プ ロ グ ラ ム 認定

イこ研 修会は ､ 方法業 卜小技術許緋綻教育の プ ロ グ ラ ム 認 定 を′乏け て お り , 受講さ れ たノJ▲に は5 単位 が

認延 さ れま す でこ

継続教 育登 鈷会員のブパま申込 書 に会長i 番号を 御記人 囁 い ま すr+

7 . 申込方法 ( 1)小込期[二l
､

ド成1 7 年1J] 1 1 U (火) ま で

し2叫+ 込 先 〒 105-0 0 0 4 東京都港l東新橋5 - 34 - 4

農業一卜木会館内

農業__L二木技術研究会 T
_
E L O3 - 3 4 3 6 h 19 6 0

F A X ()こ弓- 35 7 8 - 7 1 7 6

･: 3) 手紙 文 はF ノ斗Ⅹ で お 申込 く ださ い
｡

l F■;一 望 已l■■■■ ■■■弓､】白 IEl l 三】;; E ■

地下鉄竹橋駅
1 B 注エロ

萎 ●
毎日新聞社

つ O リ カス■5 ち■シ
仁

■
仁
ヲ′､r‾

宅
⊂

ノ5 ち 函､ 毒舌≡¥ 芳
帯 写■写■璽 空

室毒■各夏雲誓畠 ●

‾‾零塾 館
.

.

警
武道館

小

警 萱
…･ と･書監

登 郡 …､藁
科学績題萱毒妻転

覚書熟
_ i表.憂.

妻…萎

: lE ユリ1

己

･
; 古を

･
主

･
〉
写･･て

-▼一之 こ

′
ニ

”′ノ
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ぞ
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テ
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ノ

m ai n /
′
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fl a Vi ′

′

′

血 a p′
′
/
Ⅲ1 a p .h t 皿

所属機関名

所 在 地 〒

電 話 番 号

科学技術館 へ の 案内図
･

道順

●地 下 鉄

･ 束西 棟 竹橋駅 卜中二 (1 B 出し+)

･

､

卜偵門 線 ･ 都常新宿線

九段 卜駅 ド中 (2 出J 了)

各駅 徒歩約7 分

* 申 し訳 ご ざ い ま せ ん が
, 当日 は夕ほβか ら の

電話の 取 り 次ぎは 出来 ま せ んの で , 急用 の

場 合は
, 下 記 へ F A X でお 願 い 致 しま す ｡

なお
,

F A X は 受付 に 張 り 出 し ま す ｡

F A X O 3 ( 3 2 1 2) 8 4 8 5

一キ リ ト リ 線

農業土木技術研 究会研修会 参加申込書

所 属 氏 名 会員
･ 非会員別 継続教育会員番号 備 考

(備考) 参加者多数 の 場合は
,

こ の 様式で 追加し で‾
卜さ い

｡

水と 土 第1 39 ぢ一 200 4 一 1 0 -



水と土 第1 3 9 号 報文内容紹介

小特集/ 農業水利施設の 機能診断 に関する技術

農業用 排水路の 機能診断と補修等 工 法 の検討事例

山崎廣安
･ 渡部昭 彦

香川県中部 の土器川沿岸 に位置す る 農業用排水路17 路線6 0 k 皿

が築後 , 概 ね5 0 年経過 して おり老朽化 し
, 機能低下が 著 しい た

め
,

全体 実施設計 ｢ 香川用水土 器川沿岸地 区+ に お い て 機能診

断調査 ･

評価から 補修等工 法 の 基準等を作成 し
,

別途 公開で 実

施 した ｢ 香川用水 土器川沿岸地 区技術検討 委員会+ に おい て 検

討 した｡

農業用 水路 は
, 無筋 コ ン ク リート の 開水路 で あり

, 評価項 目

及 び基準 の 作成 に 当た っ て は
, 現地調査を 行う こ とで

, 現況水

路の 特徴及び地域に 対応した 基準等を作成して い る ｡

(水 と土 第139 号 2 00 4 P . 16 企 ･

設)

既存の 農業用パイプライ ン の信頼性解析事例

金 平修祐 ･ 田中良和 ･ 樽屋 啓之 ･ 申 達雄

事例地 区の 過去 の 管路漏水事 故を対象と し
,

またそ の 関連要

因 を水撃 圧 に限定 して
,
(独) 農業工 学研究所研 修用 ｢ 水 撃庄 解

析 ソ フ ト+ を用 い て
,

モ デ ル 化 ,
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を実 施 し

,

信頼性低下 の 主要 因で ある 漏水 ( 故障) をなくす る方策と して
,

既存 バ ル ブ の 操作 方法やサ ージン グ タ ン ク の 追加 を検討 した ｡

既設施設 の 信頼性 向上の ため 今後検討が なさ れる べ き 内容で あ

る ｡

(水と土 第139 号 2 00 4 P . 3 7 企 ･ 設)

西 高峰頭首 工 の コ ン クリ
ー

ト補修事例 に つ い て

中澤和彦

白川 国営 造成土地改 良施設整備事業 は
, 前歴事業 ( 昭和44 年

度 ～ 6 2 年度 に 実施し た 国営 白川土地改良事 業) 完了後
,

老朽 化

や 劣化 に よ り管理 に 支障をき たす よ うに な っ た取 水塔や 頭首 工

等 の 基幹 的な利水施設 の 権能を回復す る た め 平成12 年 虔に 開始

した｡

こ こで は
,

こ の 事業 に おい て 平成14 年度 に 実施し た西 高峰頭

首
.
t 改修工 事の 中か ら コ ン クリ ー トの 補修 に つ い て

,
調査診 断

か ら補修工 事まで の 事例を報告する もの で ある ｡

(水 と土 第139 号 20 04 P . 50 設 ･ 施)

鋼管路の 調査 ･ 診断 と更新 ･ 更生技術

久保 田昭 彦 ･ 大井才
一

･ 石 川 満

功刀 旭 ･ 町田 秀

本報 は, 農業用排 水に 使用さ れて い る既設鋼 管路の 適切 な維

持管理 業務に 資す る こ とを目 的と して , そ の健 全度を最小 コ ス

トで 維持 する た め の 合理的な調査 ･ 診断
･

評価 方法な ら びに 具

体的 な詳細調査方法 お よび更新工 法に つ い て紹 介したも の で あ

る ｡ なお
,

診断 ならびに 更新 ･ 更生 計画策定手 法の 考 え方 に つ

い て は
,

上水道 を対 象とした ｢ 鋼管 路の 診 断及 び 更新
･

更 生計

画策定 マ ニ ュ ア ル+ (榔水道技術研究 セ ン タ ー ) を基本として い

る ｡

(水と土 第139 号 2 004 P. 2 5 企 ･ 設)

特殊塗装 ラ イ ニ ン グ工 法 に よ る コ ン ク リ ー ト

開水路 の改修 に つ い て

長嶋滋則 ･ 崎山 佳孝

国営新 潮北農業水 利事業 は, 国営 農業用水再 編対策事業 ( 地

域用水 機能増進型) に より計画さ れて おり, 農業用水路の 改 修

につ い て は地区内水路延 長約17 7k m の うち改修水路延長約8 7k m

を改修 し
,

水路機 能の 維持回復並 びに 地域用水 機能 の 増進 を図

る計画で あ る ｡

こ れら水路改修 の うち
,

開水路 の 改修 に 当た っ て コ ン ク リ
ー

ト表面 の 劣化に 伴う ｢ 漏水防止権能+ , ｢ 通水権 能+ を 回復す る

ため の改 修工 法と して 採用し た ｢ 特 殊塗装 ライ ニ ン グ工 法+ の

施工 事例及び 事業所改修基準の 考え方を紹 介す る ｡

(水と土 第139 号 2 004 P . 4 3 設
･

施)

集水ボ ー

リ ン グ及び水抜きボ ー リ ング洗浄 工 の

施 工 事例 に つ い て

渡部輝夫 ･ 山田 直美

地す べ り対策事業 の 中の 抑制工 で 実施 した , 集水ボーリ ン グ

及び 水抜 きポーリ ン グ は 主に 地下水位 低下を目 的とし たも の で

あり, 孔口 は 常に 目詰まl) がない 状 態が要 求さ れ る ｡

こ の 洗 浄は , 工 事完 成後に一定期 間が樫過 した 時点で 孔 の 目

詰まり具 合に より , ボ
ー

リ ン グ孔 の 洗 浄を行う もの で あ り軽 費

的な面 な どか ら一般 的に は実 施さ れて い ない の が 現状で ある
｡

今後 , 施 設の 維持管理 が重要と なる こ とから, 施 工 事例と して

紹介 した い
｡

(水と土 第139 号 20 04 P
.

58 設
･

施)
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自然 水質浄化機能を活用 し た浄化実験 に つ い て

三 浦隆雄 ･ 引地 清三 ･

本間 俊

自然 水 質浄 化機 能 活用 実験 事 業 ｢ 福 島県久 田 野地 区+ は ,

日1 1 年虔 よ り事業を 開始 し , 植物 な どの 生態系等を活用 した浄
化処 理施設 に よ る , 農業集落排 水処理水 の 高度処理効 果に つ い

て検証を して い る ｡

今 回は , E 1 2 年9 月 ～ E 15 年3 月ま で の 実験 デ ー タに もと づ い

て , そ の 水質浄化機能 を検 証す ると とも に
, 実験 ため 池 内の生

態系の 観察記録等か ら
,

実用施設 へ の 可能性 などに つ い て若干
の 考察を行 っ た ｡

(水と土 第139 号 20 04 P
. 6 5 企

･

設)

狭山副池地 区 に お け る市民参加型活動の 取 り組み

大利元樹 ･ 升田 真理 子

ため 池 は , 従来農業利水を主目的として 管理 ･

活用が行われて

き たが , 近年で は
,

地域特性等にあわせて 多面的な機 能を発揮す
る ようた め 池を再生する ことが求め られて おり,

こ れに 地域住民
が主体的 に関わ っ て い こうとす る ニ ー ズ が高ま っ て い る

｡ 本報で

は , 狭 山副他地区に おい て
,

近隣住民とともに 整備活動 を行 っ た

事例を報告す る ｡

(水 と土 第13 9 号 2 00 4 P
.

78 設
･

施)

く歴 史的土 地改良施設〉

尾鈴地区(日本三 大開拓地川南合衆国) の土地改良事業

前田 賓 ･

轟木保夫

宮崎県児湯郡川南 町内で展 開して い る 国営事業 に つ い て
, ｢ 川

南原国営開墾事業+ の土地改 良事 業経緯, ｢ 高鍋川南 国営造成土
地改点施設整 備事業+ の事 業経緯 を踏 まえ, 硯在 実施 して い る

｢ 国営尾鈴土地改 良事業+ の事 業概 要を述 べ 事業実施地 区の 農業
展 開の 変化を取りまとめ たもの で ある ｡

( 水 と土 第13 9 号 20 04 P
. 89)

水と 土 第139 号 20 0 4

大谷地 区 の生態系保全工 法の 紹介

奥村義行

鳥取 県東部 に位 置す る大谷 地区は 水路 が用排兼用土水 路で 農
道も 未舗 装で 狭く

,
大型農業機械 利片= こ支障 を来 し

, 平成1 2 年
度 より大 区画ほ 場 へ の 整備を行 っ て い る

｡

一方, 本地区は 海抜O m の 低湿地で 水路に 魚介類が 豊富で あり,

毎年 コ ハ ク チ ョ ウ が飛来する等豊 かな生態系 を有 して い る
｡

この ため
,

平成13 ～ 1 7 年度の 間,
生態系保 全型水 田整備促進

事業を実施して い る ｡

今回 , 本地区で取 り組 ん だ生態系保全 工法と効果 を紹介す る
｡

(水と土 第1 39 号 20 0 4 P
.

7 1 設
･

施)

国営新矢作 川 用水地 区 に お ける住民参加型

直営施工 の 実施

成 田幹夫 ･ 吾田 嘉彦 ･ 星 葉子

直営施工 は
,

既存事 業で造成す る施設の うち比較 的簡易 な工 事
に つ い て

,
農家 ･ 地域住民等及 びこれらで 構成される 団体 が事業

に参加す るもの で ある ｡ 国営新矢作川用水地区の 六ツ 美幹線水路
の一部区間 の 上 部を利用 して い る散策路 ｢ ふ れ あい の 道+ で , 直
営施工 の 制度を利用して散 策路の 木チ ッ プ舗装作 業を行っ た

｡ 材
料 を国が 支給 し

,
｢ ふ れあい の 道+ を育て る 会の 会員が敷き均す

作業を行っ たもの で ある
｡

( 水と土 第13 9 号 2 00 4 P
.

83 設
･

施)
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【巻 頭 文】

機能診断 に求め られ る も の

米 田 博 次 *

( E i ro t s u g u Y O N E D A )

｢ 機能診断+ をイ ン タ ー ネ ッ トで 検索 し た ら
,

土 地 改良施設以 外 にも水道管
,

下 水処理
,

ご み 処理
,

建

物 な どの 施設もの は もち ろ ん の こ と
, 医療 や歯科 ,

さ ら に は 企 業経営 な ど多くの 分野が ヒ ッ ト し た｡ ｢ 機能

診断+ が 広 い 意味 で の コ ンサ ル タ ン ト業と して マ
ー

ケ ッ トと な っ て い る こ と が伺 え る ｡

私 た ち に馴染み 深 い の は 医療分野 で
,

人 間 ド ッ グ を 受けれ ば肝機能 や循環器機能 な どが
,

A
,

B
,

C な ど

の ラ ン ク付け で 診断さ れ て く る｡ ラ ン ク 分け は基準値 や 標準値 を基 に して
, 要観察や 安治療の 程度で 示 さ

れ る ｡ そ して , ｢ 機能診断+ の た め に コ ン ピ ュ
ー

タ
ー や 小型 カ メ ラ , C T ス キ ャ ナ ー な ど様 々 な最新 の 機器

が 用 い ら れ る ｡ 視力検査 に し て も小学生 の こ ろ
,

ひ ら が なや カ タ カ ナ を離 れ た所 か ら 読み 上 げ て い た もの

が
, 現在 で は 箱の 中 に 浮か び 上 が る文字 を読み 上 げる よ う に な っ て い て

, 随分 ス ピ ー ドア ッ プが 実現 して

い る｡ また , 診断す る機関も
,

治療 を 行う医療機関と は 別 に
,

0 0 ク リ ニ ッ ク な どの 名称 で 検査 の み を 専

門と する もの が 見ら れ る よ う にな っ た ｡

医療分野 で は
, 診断を受 け た 後 に

,
進行 を遅 らせ たり正 常 な機能に 回復 さ せ た りな どの 治療が 行 わ れ る｡

従 っ て
, 人 間の 生 来 の 身体機能が ｢機能診断+ の 基準 に な っ て い る

｡

一

方 , 建物や 医療 で は
, ｢ 機能診断+

によ り
,

社会 ニ ー ズや 市場 の 変化 に対応 して
, 倉庫 をイ ン テ リ ジ ェ ン ス ビ ル に改築 し た り

,
企 業の 経営 目

標や 経営戦略 を変更す る もの もある よう で ある ｡ こ の 様 に
, 収益性 の 向上 を 目 的と した ｢機能診断+ で は

,

そ の 基準 が相対的な もの で ある と も言 え よう｡

土 地 改良施設 の 機能診断で は
,

例 え ば
,
水路は 決め ら れ た 時 に , 決 め ら れ た 水量 を , 安全 に 流 す こ と を

目 的 に
, 構造 や材質が 設計 さ れ て い る ｡ まず ,

こ の 所期 の 目 的が 確保 で きる か が ｢機能診断+ に求 め ら れ

る ｡ そ こ か ら , 補修な ど の 対応が なさ れ , 予防保全や 施設 の 長寿命化が 達成さ れ る｡
と こ ろ で

, 水路 に は

当初 の 目 的以 外 の 新 た な機能が 要請 さ れ る こ と もあ る｡ 例え ば
,

混住化 に 伴う生 活排水 の 流人の 防止 や
,

よ り安価 な管理
, 環境と の 調和 に 配 慮 し た施設な どの 場合 で あ る

｡
こ の よう な場合 は要求さ れ る 水路機能

に 応 じた ｢機能診断+ の 基準が 必 要と な る で あ ろ う｡

ま た, 水 利 施設 は
,

基幹施設か ら 圃場 レ ベ ル の 末端施設ま で , 全体が 機能 して そ の 目 的が 達成 さ れ る
｡

国
, 県,

管理 団体等 の 各 々 の 段階で
,

総合的 か つ 計画的 な ｢機能診断+ の 取り組み と
,

客観的な 診断指標

や簡便 で 効率的な 診断技術 の 確 立 が 必 要と なる ｡ 基幹水路延長 だけ で も4 5 千k m
, 農業水利施設全体 で 約25

兆円に の ぼ る水利 ス ト ッ ク が
,

国民の 財産 と して
,

そ の 時 々 の 要請 に答え つ つ
, 適切 に維持更新 さ れ る た

め に
,
｢ 機能診断+ の 技術は

,
こ れ か ら我 々 農業土 木技術者 が取り組 む べ き大き な分野 で あ る ｡

* 九州農政局設計課長 ( T el . 0 96- 35 3- 3 56 1)
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【報 文】

1 . は じめ に

農業用排水路 の 機能診断と補修等工 法 の 検討事例

山 崎 廉 安*

( E ir o y a s u Y A M A S A I(Ⅰ)
渡 部 昭 彦

* *

( A ki bi k o W A T A N A B E )

目 次

…

1 6

2 . 機能診 断に 関す る基本的考 え方 - ‥
…

1 6

3 . 機能診断にお ける評価基準等 ･ ･ ･ ‥
･ … ･

1 7

(1)開水路 の 変状 の 分類 ･ ･ … ‥ ‥ ･ ･ = ･ ･ ･1 7

( 2)機能診 断調査 ･ 試験 の 実施 ‥ ･ ･ ‥ ･ … ･1 7

1 . は じ め に

香 川 県中部の 土 器川沿岸 ( 図- 1) に位置する

農業用 排水路 は
,

造成後
,

概 ね5 0 年を 経過 して お

り
,
老朽化 が 進み , 著 しく水路機能が 低 下 して い

る｡

現在 ｢香 川 用水土 器 川 沿岸地 区+ で は
,

こ れ ら

の 施設 に つ い て 補修等を行 い
,

農業用水 の 安定供

給
,
維持管理 費 の 軽減 に よ る 農業経営 の 安定 を図

る こ と を目 的と し た全体実施設計 を進 め て い ると

こ ろ で あり, 別途設置 した ｢香川用 水 土 器川 沿岸

地 区技術検討委員会+ に お ける討議 を踏 ま え つ つ
,

機能診断対象位置

準
戸

内
海

も

もぎ凸
勺

卵 ｡
.

愛媛県

土器川

園- 1 位 置図

香川県

徳島県

*

中国四 国農政局土地改良技術事務所 ( T el . 0 86- 22 3- 2 77 7)
* *

中国四 国農政局四 国土地改良調査管理事務所

( T el . 0 87 7- 5 6- 8 26 0)

水 と土 第139 号 200 4

( 3)機能診断評価 基準
･ ･ ･

1 7

(4)施工 優先度の 判定基準 ･ … ‥
･ ･ …

2 0

( 5)補修 等工 法の 選定 ‥ ･ ･
= =

2 0

4 . 本地区に お ける 機能診断調査事例 と そ の 結果
･ ･ ･ …

2 1

5 . お わ りに

1 ､かヰ､3

0 .9 ～
.0 1 5 ～0 .2

…

2 3

.

｢

～
の
¢

.

の
.

r

～
の

.

〇

▼
‾

⊂〉

岳坂上に朝生施エ
の区向あり

単位( m )

園- 2 開水路標準 断面図

農業用 排水路の 機能診断調査 ･ 基準
･

評価及 び補

修等工 法の 検討 を行 い
,

本地 区 の 農業用 排水路の

補修等 に係 る工 事計画の 設計 を行 っ て い る｡

本地 区 にお い て 機能診断の 対象 と な る 農業用 排

水路 は ,
1 7 路線6 0 k m で あり

,
内訳 は

,
開水路

4 9 k m
, 暗渠10 k m

,
ト ン ネ ル そ の 他1 k m で あ る

｡

本稿 で は, 地 区の 代表工 種 で あ る無筋 コ ンク リ ー

ト構造 の 開水路 ( 図- 2) の 調査結果 を交えなが

ら , 農業用排水路 の 機能診断調査 ･ 基準
･ 評価及

び補修等工法 の 検討事例を 紹介す る ｡

2 . 機 能診断に 関す る基本的考え方

本地 区で 実施 した
, 開水路 の 変状1) に 関す る 機

能診断調査 か ら 補修等工 法 の 決定ま で の 基本的 な

考え方 を 図 - 3 に フ ロ ー チ ャ
ー

ト で 示す｡
な お

,

開水路 の 変状 に対す る 補修等工 法 を 決定 した 後 に

施 工 条件等 を考慮 して 最終的 な施工 計画 を作成す

る こ と と して い るが
,

本文 で は省略 して い る ｡
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開水路の 変状 (表- 1 参照)

施 工優先度の

判定基準の策 定

(表- 4 .5 参照)

機能診断評価

基準の 策定

(表- 3 参照)

機能診断調査

の 実施

(表- 2 参照)

開水路 の 変 状に係 る評価基 準

に基づ いた評価ラン クの 判断

評価 ラン クの 判定

調査結果及び判定ラン クの施設別調査集計表

(表- 6 の A ･ B 欄) へ の記入

不明確

施 工優先度 の決定

策定された施 工優先度基準を踏 まえた施工優先度

の 施設別調査集計表 (表- 6 の C 欄) へ の記入

変状毎 の

補修等工 法

補修等 工法選定

フ ローチ ャート

(図- 4 参照)

補修工 法等 の決定

策定された工法選定 フ ロ ーチャートを踏まえた開水路の 補修等

工 法に つ い て 施設別調査集計表 ( 表- 6 の D 欄) へ の記入

: 最終的に補修等 区間の 決定に考慮 した事項 :

:
･

施工 条件 (家屋連坦区間
･

道路等) :

≡
･

椒 の連続 性
,
景観 等 嚇 ;

囲 - 3 機能診断調査か ら補修等工 法決定まで の フ ロ ーチ ャー ト

3 . 機能診断 に お け る評価基準等

(1) 開水路の 変状 の 分類

開水路 の 変状 に係 る標準的 な分類及 び そ の 発生

要因の 推定 (複合作用有り) を表- 1 に示す｡

(2)機能診断調 査 ･ 試験の 実施

機能診断 に 関す る 調査 ･ 試験 は
, 表- 2 に示す

機能診断調査等
一

覧表に 基 づ き実施する｡

(3) 機能診断評価基準

紹介範囲

機能診断 に お け る 評価項 目 に つ い て は
, 前項(1)

で 示 し た 開水路 の 変状 の 分類 を 基本 と し て 定 め

た｡ ま た
, そ れ ぞ れ の 変状の 進行度 ･ 規模 によ り

評価 ラ ン ク を 3 段階 ｢ Ⅰ ( 低) ～ Ⅲ ( 高)+ に区

分 し, 機能診断評価基準 ( 表- 3 ) を作成 して い

る
｡ 参考と し て

, 本地区の 調査結果 ら得 ら れ た 開

水路 の 変状事例 に つ い て
, 特 に評価 ラ ン ク Ⅲ に相

当す る写真 を ｢ ア
～ エ+ に掲載する ｡

な お , 用排水計算 で 生 じる 通水断面不足 に つ い

て は
, 変状有無に 関係 なく改築 が必 要 で ある た め

,

機能診断評価 と は 別に対応 して い る
｡
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表- 1 開水路 の 主な変状分類 と発生要 因の 推定

変状項目 変状の状況 発 生要因の 推定

ひび割れ
横断方向

･

水平方向
･

斜め方向に発生プ 乾燥収縮 ･ 温度変化,
側壁 へ の 荷重増

( 側壁)
背面迄の 貫通 有 (横断方向は側壁天 端

位置, 漏水痕) ｡

(盛土 ･

地山風化等) ｡

目地部漏水 側壁 ･ 底版に目地 切れや 欠損有｡
止水板が無い 又は破損｡ 目地材(木材)

( 側壁 ･ 底版) の 腐食｡
止水 板の 劣イヒ

摩耗等 底版コ ン クリートの細 ･

粗骨材の剥離｡. 土石温水流による摩耗｡ 転石等の 衝撃｡

( 底版) クラ ック
, 陥没｡ 乾燥収縮 ･ 温度変イヒ 基礎洗堀

｡

変 形 側壁 の 傾斜｡ 側壁 ･ 底版の 上下流ス パ 側壁 へ の荷重増 (盛土 ･ 地 山風 化等)
｡

(傾斜 ･ 沈下等) ン間の 段 義 基礎地盤の 支持力低下 ･ 洗堀 ｡ 吸出｡

表
-

2 機能診断調査等一覧表

機能
診断項目と調査内容 確認方法 対象部位

診断項目 調査内容 計算 外観 試 験 側壁 底版

水利 目地
止水板 ･ 目地切 ○ ○ (⊃

漏水 ･ 流入 ⊂) 0 0 ⊂)

構造

摩耗

摩耗深 ･ ク ッ ラク ･ 欠損 ○ ○

部材厚 さ ○ (⊃ ○ ○

流速 〔)

土石堆積 ○ ○

変形

真斜 ･ 不等沈下 ○ C ) ○

偵壁と底版の 分離 ○ (⊃ (⊃ (⊃

基礎部の湧水 ･ 漏水 (⊃ 〔) (⊃

コ ン クリ ー ト コ ア採取 り ､ ン マー ⊂) ⊂) ⊂) ○

ジャ ン カ ･ コール ドジ ョ イン ト等 0 0 0

水利構造 ひび割れ ひ び割れ方向
･

幅
･

深さ ○ ⊂)

水理 通水能力 断面積
･ 勾配

･

流速 ○ ⊂)

注1 : 鉄鉱コ ン クリート構造物 ( 小橋造物) は別途対応 ｡

注 2 : 調査試験は過年度迄に実施された調査資料を含む
｡

注 3 : 流速は現況縦断勾配と計画断面か ら計算 , 部材厚さは流速による比例配分で 計算
2 )

｡

表 - 3 機能診断評価基準

ラン ク 目地の 状況 摩耗 (底版) 基礎地盤 ひび割れ (側壁)
変状分類 止水板及び 目地離れ の有 璧筋 コ ン クリートの 最大 側壁 ･ 底版の 不等沈下又 側壁背面まで達して い る

に対す る 無 許容流速に対す る部材J亨 は陥没 の 有無 (変状分類 ロ､びわれ の 有無

評価項目

の 考え方

さ の確保有無 におけ る項目の 変形 を読
み替え)

Ⅰ

止 水板有り
,

目地切 摩耗深 さ の 平 均値 漏水や 浸透水 は 無 側壁 背面 ま で 達 し

れ 無 し｡ が 1 5 恥 止未満 , 又は く
,

基礎地盤 に変状 て い るひ び 割れ が

底版 の 部材厚が 建

設 暗設計厚の 90 %

以上で
, 且 つ 底版に

欠損, クラッ クが発

生 してい ない
｡

は無い
｡ 水路天 端か ら水 路

底方向に 発 生 して

い ない
｡ 又は 1 m m 未

満 の 幅 で発 生 して

い る ｡

Ⅲ

止水板有り (劣化) , 摩耗深 さの 平均値 側壁と 底 版の 分離 側壁 背面ま で 達 し

目地切 れ有り ｡ が 1 5 m m 以上3 0 Ⅱ1未 ケ所,
底版の 目地や て い る ひ び 割れ が

満 , 又 は底版の 部材 破損箇所か ら浸透 幅1 m m
3 )
以上 で側壁

厚 が建 設 時 設 計 厚 水が見 られ
,
構造物 天 端か ら横断 方 向

の 8 0 % 以上 90 % 未 基 礎の 洗 堀 が 進 行 に 概ね 水 路 底面 ま

満 である ｡ して い る｡ で達して い る｡

Ⅲ

止水板無 し (欠損) , 摩耗深 さ の 平均値 洗堀の 進行 に よ る 側壁 背 面 ま で達 し

目地切れ 有り ｡ が 3 0 m Ⅲ以上
,

又は 空 洞 化や支持力 の て い る ひ び割れ が

底版の 部材厚が 建 低下に より , 側壁や 水 平方向, 又は斜め

設 時設計厚の 8 0 % 底版に 不 等沈下 や 方 向に発 生 して い

未満で ある｡ 若 しく

は
,
摩耗の進行等に

より欠損 , クラ ッ ク

が発生 してい る｡

陥没 等が 発 生 して

い る
｡

る｡

特記
現地調査

,
若 しく は維持管理上か ら評価の 対象にす る必要があ ると判断 した場合は , 理

由 を明記 し
,

ラン クに反映させる こ とが で きる｡

水と 土 第1 39 号 20 0 4

注 4 : 底版の部材厚さは計画断面の底版厚さ1 5 c m を基準としてい る｡
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ア , 目地 の 状況 (止水枚及 び 目地 離 れの 有無)

写真 -

1 側壁の 目地離れ

丸 亀静銀 一水j哲

N O
- £ ～ ヰ ヂ号

渾 魂 ･･ 澄 j

写真 - 2 底版 の 漏水状況 写真 -

3 側 壁部 ( 欠損特記参 考)

イ . 底版 の 摩耗 (無筋 コ ン ク リ ー トの 最大許容流速 に対す る部材厚 さ の 確保有無)

写英
一

4 底版厚さ の 不足 写実 -

5 土砂 ･ 転石堆積状 況

(摩耗特記参考)

ウ . 基礎地盤 (働壁 ･ 底版 の 不等沈下又 は 陥没 の 有無)

写真 -

6 底版基礎 の 空洞化 写真 - 7 側壁の 変形

(構造特記参 考)

エ
. 側壁の ひ び割れ (側壁背面まで 達 して い る 有無)

写 真 -

8 側壁 の ひ び 割れ 写真 -

9 ひび 割れ 部の 満水状況

- 19 - 水と土 第139 号 2 0 0 4



( 4)施工優先度の 判定基準

機能診断評価基準 にお ける 評価項目 及 び評価 ラ

ン ク 別に よ る 基準点数 を表- 4 の と お り定め た ｡

ま た
, 開水路の 補修等 の 優先順位 を判定す る に

当た っ て は
, 該当する 基準点数 を加算 し合計点 を

出 し た うえ で 施工 優先度 を判定す る こ と と し
,

表- 5 の とお り施 工優先度の 判定基 準 を作成 した ｡

表- 4 機能診 断評価の 基準点数

ラ ンク 目地 の状況 摩耗 (底版) 基礎地盤 ひび割れ (側壁)

Ⅰ 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

Ⅱ 1 .0 0 0 .7 5 0 .5 0 0 .7 5

Ⅲ 3 .2 5 1 .2 5 1 .0 0 3 .2 5

( 基 準点数 に係 る補足 説明)

①ラ ン ク Ⅰ

② ラ ンク Ⅱ

全て の 評価項目 に つ い て 緊急性 が低 い た め (0 .0 0 点) と した ｡

評価項目の 基礎地盤 を基準 (0 .5 0 点) と し
,
優先度 で 重 み (0 .2 5 点) を次の よう

に加点 した ｡

基礎地 盤 0 .5 0 点

摩耗
,

ひび 割れ 0 .5 0 ＋0 .
2 5

= 0 .7 5 点

目 地 の 状況 0 .5 0 ＋0 .2 5 ＋0 .2 5
=

1 ,0 0 点

③ラ ンク Ⅲ : 評価項 目の 基礎地盤 を基準 ( 1 ,0 0 点) と し
,

ラ ン ク Ⅱ と 同様の 方法 で 加点 し た
｡

但 し
,

評価項 目 の 目 地 の 状況 と ひ び 割れ に つ い て は
, 水利機能 と構造物 の 安全

性が 確保 さ れ な い 状態 で あ る た め
,

1 項目 で も該当すれ ば 補修す る こ と が 必 要

で あ る こ と か ら
, ラ ン ク Ⅱ の 合計点 (3 .0 0 点) を基準点と し て 加点 し た｡

※ 評価項 目 の 優先度に つ い て は
, ｢ 基礎 地 盤+ は 間接的要因で ある た め最 下 位の 3 位と し

,

｢ 摩耗+ ｢ ひ び割 れ (例外有)+ は構造的なもの で あ る た め2 位 , ｢ 目地 の 状況+ は水利機

能 に係 る項 目 で あ るた め
,

1 位
,

と 設定 した ｡

表- 5 施工優 先度の 判定基準

施 工 優先度 総合評価 範 囲

A 早急 に 補修等 が 必要 で あ り
, 優 先的 に 実施す る

｡
3 .2 5 以 上

B A に次ぐ優先順位で補修等を実施す る
｡

1 .
2 5 以 上 ～ 3 .2 5 未満

C

優先順位 は低い が
,
局部的な補修等を必要 と して おり

,

1 .2 5 未満
事業実施中の 経年的観察 を実施 して 補修等を検討す

る
｡

( 範囲の 点数設定に 係る 補足 説明)

A : ラ ン ク Ⅱ の4 項 目合計点 ＋ 0 .2 5 点 以上

B : ラ ン ク Ⅱ の2 項 目 相当の 合計点以 上

(5)補修等工 法 の 選定

補修等工 法 の 選定 に当 た っ て は
, 開水路の 変状

に係 る発 生 要因の 推定 (表一1) に対す る 対策 を

考慮 した 変状毎 の 工 法 を策定 し た 上 で , 総 合的 な

水 と土 第13 9 号 20 0 4

補 修等 工 法を 図 - 4 の 補 修等 工 法選 定 フ ロ ー

チ ャ ー トを定 め
,

こ れ に基 づ い て 最終的な 工 法を

選定 し
,
決定 して い る｡
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側壁に 変】珍や 側壁
背面 ま で達するひ び割れ

が発 生 して いる

変形 ､ ひ び割れは
､

基礎地盤の 洗掘 によ る

空洞化 や 支持 力の 低 下 が

原 匡lで発 生 して い る

変形 ､

竣工 後の 土地利 用 の 変化 に

伴い
､ 側壁背面 の 荷 重増 加 等が

原因 で 発生 してい る

※ a

全l軒下 打書
＋

基礎充填
＋

( アン ダードレーン)

凰

※ a

(※ り

底版摩耗が 激 しし

また は ､ 底版に 大 きな

欠 損 ､ ひ び割れが 発生

して いる

( ※ 1 ) 摩耗深 さの 平 均値 が 3 0 m m 以 上
､

また は 底版の 部材 厚さが建 設 時
設計厚さの 8 0 ?̀ 未満

底 版 に濾水 や 湧水が

見られ ､ 基礎地盤の 洗挽
が発 生 している

/ ( ※ り
､

ヽ

底版席羊毛が 激しし

ま たは ､ 底 版 に大きな

欠壬員､ ひ び割れが 発 生

して い る

※ c N o

l托甘 利用(側壁 ､ 底版)

書l 分打書

※ b

※ c

部 分打書
＋

基礎充.吐
＋

( ア ン ダードレーン )

l耽政利用( 側 壁)

(オプシ ョ ンとして表面 保 証エ )

全断面 打 書
＋

発 生 要 因 を
解 消する 補強

;宅b

琳分打書
＋

発生 要 因 を
解消する 補強

耽 投利用(底 版 )

( オプシ ョ ンとして 表面 保書生工 )

[ 共う急事 項]
(り 土 石 の 混 入 が確怒される 区 間に つ い て は

､

土 砂溜の 増 設を検書寸する ｡

(2 ) 水路勾配 が 急で ､ 流速が 最大吉午容 流速
を超え る区 間 に つ いて は ､ 勾配 修 正を検
討 す る

｡

( こ の 場合 ､ 全l 折面 打書となる )

( 3) 側 壁背面 の 地 下 水 位 が 高い 場 合 は ､ アン

ダードレーンを設置する｡

( この 場合 ､ 加分打 書( 庇版) とな る ｡ な お ､

琳 分打書( 加重) と重 複する区 間 は ､ 全断

面 打書となる )

(4) ※ a ､ b ､ C は義一6 の D 欄 の 各色に 対応し

て い る ｡

目地より漏水が

見られ る

主君 c

目地補修

※ c

ひび割れ が

発生 して い る
ひ び割れ 補修

※ c

【折面 欠 損が

生 じて い る

補修なし

図 -

4 補修等工 法選定 フ ロ ー

チ ャ ート

4 . 本地区 にお け る機能診断調査事例とその 結果

本地 区に お い て
, 以 上 の 機能診断の 基本的な 考

え方 に 即 し て 行 っ た 調査内容 と そ の 結果を表 - 6

l折面 修 復エ

屠

圃

の 施設別調査等集計表 に整理 し たもの を示す｡

①現地 に お い て 調査 し た 項目 及 び結果 ( 変状状

況) に つ い て
, 表- 6 施設別調査等集計表の

A 欄 に凡例に 基 づ い て 記入 ｡
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表 - 6 施設別調査等集計表 (記載例 : 丸亀幹線水路)

区分 測 点
ト

N

⊂)

Z

〔に)

N

⊂)

Z

I

事

】

】

の

N

⊂〉

Z

⊂ )

M

⊂ )

Z

l

l

l

l

A

底版

摩耗 少 オ 杉 方 杉衿
l l

欠損 筆 i
_

●

葛

側壁の 分離 ●

湧水 ･ 漏水 蔓‾■■
.

妻
;

▲
: 套 ▲

事

●
垂 ; 事‾･妄 事

;

ス パ ン 間段 差

側壁

欠 損 ● ● ● ●

目 地 杉カ 欠 奉坊 杉 率 ≡杉 次麺 妨杉

ひ び 割れ (横断､ 幅
1ⅠⅥ m 以 上)

●● ● ● ● ● ●
●

ひ び 割れ (水平 ･

斜)

転倒 ･ 沈下 ■垂･享･堅:■ 萱■
:

;■

圧 縮強度試験 (N / m m 2)

漏 水 量 調 査 ＋9 0 で 調 査

部 材厚 ( m m)

( 供試 体 厚 / 設 計 厚)

＋90 で 調 査 ,

底100 / 1 50 (6 7%)

B

評価

基準

目地 の 状況
彦･

r

金■2
:■要-■整

:■垂 至■夷■: を 蔓 喜 至=昔:･ 2･ :･ 2■:･･
:琵･■し::

:垂■■■2■-‾.‾至 芸･‾.喜･
:

.. 2､. 空 旦-. 二. 彗･･‾哲.･2 .空..
:

..･2･･‾
: 聖:

･‾･
: :歪･･

:

･ 宏､
:

■

摩耗 (底版)
1 】 1 1 l 】

;;

. 豆･ I 】 l l･:‾重･.･.･■■旦■･垂 1 1 1 ヨ■･:
=

至 l 】 t 】 l.
=

■昏■:■∃; ‾･■･■2･.
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D 変状に 対す る補修 等工 法

※本表次頁 へ 続く

凡 例

｢摩耗+

｢ 目地 j

｢吾平価基 準+

｢ 施工 庫先 度の 半r】定+

｢ 変状 に 対 す る緒 惜 等 工 軌

喜 ‥ 摩椅 果15 m n 未満 霧= 摩 耗 深 15 ･ Ⅷ 以 上30 ･ Ⅷ 未 満 l = 摩耗 深3 0 m m 以 上

童こ 止 水横有 り 目 地 恥 凱 要= 止 水 板 有 り

､
目 地 軌 有 り 凱 く 札 止 水枝 凱 ､ 目 地 軌 凱 l = 止 水 横 臥

､
目地 切 れ 有 り

● 印 = 現 地 で 確 認 さ れ た 変状 (例 = 阿02 7 の 側 壁 に ひ び 割 れ カ;2 ヶ 所 有 り) ▲ 印 = 現 地 で 確 許 し た 変状 よ り 推定 さ れ る 他 の 変 状 ( 例 : N O 2 9 付 近 の 側 壁 が 転 倒･ 沈 下 一 底 版 都の 湧 水
･

漏 水 を 推定)

★ 印 : 変位 丘2 5 m m 以 上 の 段 差 ､ 及 び 転 倒･ 沈 下 ■ 印 二 変 位丑 25 m m 未 満 の 段 差 ､ 及 び 転 倒･ 沈 下

■ = ラ ン ク Ⅲ 偶 ) ‥ ラ ン ク Ⅱ ( 中) = ラ ン ク1 ( 低)

I = 施工 確 先 射 ( 早) こ 施 工 優先度8 ( 中) = 施 工 優 先 航 (遅)

l = 全断 面 改修 ● :
側 壁 打 替

=
底 板打替

②① で 記入 さ れ た 調査結果 ( 変状状況) に つ い

て
,

機能診断評価基準 ( 表- 3) の 評価項 目

及 び 評価 ラ ン ク に よ り判 定 さ れ る ラ ン ク

( Ⅰ ･ Ⅱ
･

Ⅲ) を表 - 6 施設別調査等集計表の

B 欄 に凡例 に基 づ い て 記入 ｡

③② で 記入 さ れ た 判定 ラ ン ク に つ い て
, 機能診

断評価 の 基準点数 (表 - 4) 及 び 施工 優先度

水 と土 第139 号 20 0 4 - 2 2 -

軽 微補修 ( 目 地 補修､
ひ び 割れ 補修､

断 面†lぎ復)

の 判定基準 ( 表一5) に 基 づ き決定 さ れ る 評

価点 の 合計及び 施工 優先度 ラ ン ク ( A
･

B
･

C) を 表一6 施設別調査等集計表 の C 欄 に凡例

に基 づ い て 記入 ｡

④①で 記入 さ れ た調査 結果 ( 変状状況) に つ い

て
,

補修等工 法選定 フ ロ ーチ ャ ー ト ( 図- 4)

に基 づ き決定 さ れ る 対策 工 法等 を表 - 6 施設
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※本表前頁の 続 き

別調査等集計表の D 欄 に凡例 に基 づ い て 記入｡

な お , 本地 区の 調査結果 の う ち ,
コ ア 採取

に よ る 圧 縮強度試験 の 結果 に つ い て は
, 平均

値 が2 6 N / m m
2 と

,
概 ね

,
無筋 コ ン ク リ ー ト

の 設計基準強度 げ C k = 1 8 N / m m
2 を確保 し て

い る こ と
, 及 び 経済性や 環境面も考慮 し て

,

大きな 変状が 生 じて い な い 側壁 ･ 底版 に つ い

て は で き る だ け活用す る こ とと した ｡

5 . お わり に

無筋 コ ン ク リ ー ト構造物で あ っ たが 地 形 , 構造

及 び維持管理 等 の 諸条件 が 変状の 場所
･

内容 に影

響 して い る こ と を改 め て 感 じた ｡ 今 回 , 農業用排

水路 と して の 機能 と構造 の 安全 性等 を確保す る た

め
,

一

定の 基準 を作成する こ と が で きた と 考えて

い る ｡ 変状 に対す る 的確 な 補修等工 法 を検討する
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上 で
, 変状の 進行有無 ･ 規模等を把握す る こ と が

必 要 で あり, 普段か ら の 継続的な調査が 重要と 考

え る｡

謝辞 : 本業務 を 遂行す る に 当た り, 平成 1 5 年庭

番川 用 水 土 器川 沿岸地 区技術検討委員会に

お い て
,

委員長京都大学大学院青 山成康教

授, 委員香 川 大学工 学部桧島学教授
, ( 独)

農業工 学研究所造鋼部長束勇室長及 び香 川

県, 関係市町,
土 地改良区等の 委員 か ら 貴

重 な ご 助言を頂 い た ｡ 記 し て 謝意を表 しま

す｡
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【報 文】

鋼管路 の 調査 ･

診断と更新
･

更生技術

久保 田 昭 彦* 大 井 才 一 *

( A k ihi k o t( U B O T A ) (S aii c hi O I‡Ⅰ)

功 刀 旭
* * *

( A k ir a E U N U G I)

日 次

1 . は じめ に
･ ･ …

25

2 . 管路の 機能と そ の 障害

3 . 管路の 診断と 評価 ‥ = ‥ ‥

2 7

4 . 管路調査 ･ 診断の 具体例 ‥ ‥

3 1

1 . は じめ に

わが 国に お い て 農業用 水路 に 初め て 水輸送用鋼

管が 使用 さ れ た の は 意外 に古く,
18 9 1 年 ( 明治2 4

年) に建設 さ れ た 決河 川 疎水 の 御坂 サ イ ホ ン 管

(兵庫県三 木市 : 口 径96 0 m m
,

延長75 0 m ) で あ っ

た ｡ 同サ イ ホ ン 管 は
, 当時わ が 国で 初め て 創設さ

れ た 横浜市 の 近代水道 で 技術指導 を行 っ た英国陸

軍将校 H .S .

パ ー マ ー 氏の 設計
･ 監督 に よ るも の で

あり, 建設後6 1 年経過 した19 5 2 年 ( 昭和27 年) と

同10 0 年経過 し た199 1 年 ( 平成3 年) に そ れ ぞ れ改

修 工 事 が な さ れ て 現在 も東播台 地 を潤 して い る ｡

こ の 間
,

約1 世紀 が 過ぎて い るが
,

製鉄 ･

製鋼技

術 , 溶接技術 , 防食技術 な ど
,
水輸送用鋼管 を取

り巻く技術 は著 し い 進歩 を遂げて お り, 農業用 排

水分野の み な ら ず,
上 工 水な ど幅広 い 分野 で 鋼管

が使用 さ れ , 現在 に至 っ て い る｡

上 記の よ う に ,
パ イ プ ライ ン は建設後も極 め て

長期間, 場合 に よ っ て は 半永久的に使用 さ れ る た

め
, 経年劣化 の 影響 を免れ る こ と が で き な い

｡ そ

れ ゆ え
,

適切 な 時期 に 適切 な維持管理
, す な わ ち

施設健全度の 診断 ･ 評価 と
,

補修 ･ 更新 ･ 更生 な

どの 必 要 な対策 を施す こ と で
,

一

定水準 の 施設健

全度を最小 コ ス ト で 維持す る こ と が 肝要と なる ｡

本 熟 ま
, 鋼管路 の 適切 な維持管理 業務 に 資す る

こ と を 目 的と し
, 既 設鋼管路 の 健全度を維持する

5 . 管路更新
･ 更生の 手法

6 . 管路更新工 事の 実施例

石 川 満 * *

( M it s u r n IS H I E A W A )

町 田 秀
* * * *

(S b u M A C ⅢI D A )

=

3 4

7 . お わ りに
･ … ･ ･ ･

3 6

ため に必 要な 調査方法,
診断 ･ 評価方法 の 基本的

な考え方 に つ い て 概説す る と と も に
,

具体的な 更

新 ･ 更生 方法 に つ い て 紹介する もの で あ る｡

な お
, 鋼管路の 診断 な ら び に 更新

･

更生 計画策

走手法 に つ い て は
, ｢ 鋼管路 の 診断及 び更新

･ 更

生 計画策走 マ ニ ュ ア ル+ ユ) が 財 団法 人 水道技術研

究セ ン タ ー より刊行さ れ て お り , 本報 で は原則 と

して こ の 手法を農業用排水 に適用 した｡

2 . 管路の機能とその 障害

2 . 1 管路 に 要求さ れ る機能

農業用 パ イ プ ラ イ ン に 求め ら れ る機能は
, 大別

する と 以 下 の 2 項目 で ある と 考えら れ る｡

( 1) 十 分な水量 と圧 力 の 確保 (輸送 ･ 分配機能)

(2)上 記( 1)の 付帯条件 と して
,

漏水 の 防止 お よ び漏

水等の 事故 に よ る管路周辺 へ の 悪影響防止 (水

資源 の 有効活用 ･ 社会的機能)

換言すれ ば
,

農業用 パ イ プ ラ イ ン の 維持管理 の

目 的は , 適正 な水量 ･ 圧 力 を維持 し, 漏水等の 事

故 を未然 に防 止 す る こ と で ある と 言え る
｡ 特 に

,

農業用 水 の 主 幹線 は
,

一

般 に1
,
0 0 0 m m を超える 大

口 径 で あ り
,

送水量 も極 め て 大き い た め
,

漏水事

故等 の 場合,
二 次災害 な ど周囲 に 与え る影響 が 甚

大 で ある こ と か ら
, 後者に つ い て は特 に注意が 必

要 で ある｡

リF E エ ン ジ ニ アリ ン グ㈱ 水 エ ン ジ ニ ア リ ン グ事業部 顧問 (T el . 0 3- 32 17- 3 310) ( T el . 03- 32 17一盟7 0)
* *

新日本製織㈱ 鉄構海洋
･ エ ネ ル ギ ー

事業部 専門部長 (T el . 03- 3 275- 62 抑)
* 事 *

住友金属工 業㈱ 水道 エ ン ジ ニ ア リ ン グ部 部長 ( T el . 0 3一叫16- 65 13)
事 * 暮 ●

日本水道鋼管協会 専務理事 (T el . 03- 3 264- 1855)
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2 . 2 管路機能の 変化

既 設管路 の 機能 は
,

建設当初 と比 較 し て 次 の 3 点

に お い て 変化 し て い るの が
一

般的で あ る｡

( 1)管路機能 の 経年劣化

(2)環境条件 の 変化

(3)管路機能 へ の 要求水準 の 上 昇

通常 , 新規 に建設 さ れ る 管路 は
, 要求水準 (水

量
･

圧 力) に対 し て
, あ る 程度 の 余裕を も っ て 設

計
･

建設 さ れ て い る ｡ しか し な が ら
, 図- 1 に示

よう に
,

時間 の 経過 と と も に
,

経年変化 によ り管

路 の 機能 は低下 する
一

方, 車両重量 の 増加等管路

の 埋 設環境 は厳 しく な り, 要求性能水準が 上 昇す

る た め
,

管路機能に 余裕が 無く なり
,

放置す れ ば

障害に 至 る場合もあ る｡

軍
費

要求水準の 上昇

障害発生

管路機能の経年変化

■
●

●
● ■

●
●

■ ●
■

●

環境条件の 変化

時 間

図
-

1 管路機 能の 経年変化

具体的に 上 記の 変化要素 を挙げれ ば
,

次 の と お

りで ある ｡

( 1)管路機能の 経年変化

①腐食 ( 管厚減少 , 貴 通孔 の 発生)

②錆 こ ぶ の 発 生 と 成長

(2)埋 設環境 の 変化

①交通量 ･ 車両重量の 増大

②迷走電流
* 1
の 増加

⑨下 水道管 の 布設等他工 事 に 伴う不等沈下
,

地

盤 緩み
,

盛土 等

(3)要求水準の 変化

①需要 (水量 ･

水圧) の 増加

②耐震性能
* 1 : 直 流電気鉄道 や他 管路の 電気 防食設備か ら地 中に 漏

洩す る直流電流｡ 外面塗覆装 の 損傷 部か ら 流 人出する こ

と で 局部的な 腐食 ( 電食) 発生 の 原因と な る ｡

2 . 3 管路の 劣化と 障害

鋼管路 に は
, 種 々 の 内的 な ら び に 外 的要因 に

す る ｡ こ こ で 言う内的要因と は
,

建設時 にお け る

設計
,

材料
,

施工 管 理 等の 技術的 な不備 によ るも

の を 指すが , 前述 の と お り鋼管 に 関 する技術 は時

代 と と も に 著 し い 進歩 を遂げ て い る ゆ え
,

人 為的

な ミ ス だ け で なく
,
建設当時 の 技術 レ ベ ル と して

は妥当で あ っ た も の も含 め て 内的要因と して 考慮

する 必 要 が あ る ｡ 囲 - 2 に は
, 鋼管路 に発 生 す る

障害 と劣化原 因 と の 関係 を示す｡

同国か ら わ か る よう に
,

鋼管路 の 場合
,
｢ 劣化+

の 主 要因 は ｢腐食+ で あ る
｡

一

般 的に 鋼管 は
, そ

の 内外面 に 塗装
* 2

も しく は 塗覆装
* 3 を施 し て お り,

布設環境中 に 存在す る 水, 酸素等 の 腐食因子か ら

鋼材 を保護 し , さ ら に腐食電 流 を 遮 断す る こ と で

防 食 を行 っ て い る
｡ しか し なが ら 中小 口 径管 の 場

合で
, 現場溶接部内面が 無 塗 装 で あ る場合 に は

,

腐食が 進行す る し
,

マ ク ロ セ ル 腐食
* 4

の 代表例 で

あ る コ ン ク リ ー ト /′
/ 土 壌 ( C / S) マ ク ロ セ ル

*
5 の

形成や 迷走電流 の 流 入 出 な どの よう に, 腐食加速

因子が 加 わ っ た場合 に は
, 非常 に 早 い 速度 で

,
か

つ 局所的 に腐食が 進行す る 場合 が あ る ｡ た だ し
,

後者 に つ い て は建設後比 較的早 い 段階 で 障害が 発

生 する こ と が 多 い
｡

障害の原因 劣 化 障 害

内面無塗装

内面塗膜の 榔

異種金属手套触

管内流水の庶財生

外面塗覆装の換衝知

迷走電流

コカリート純造物

内での鉄粉妻触

異捷剋粛妻触

土壌の 舶 蛙

水玉の上昇

内面の腐食

外面の腐食

鋪こぶ

T 通孔

菅揮減少

上戟荷重の増加

大地震動

流下l 減少

[ 垂]

脚

図 -

2 鋼管路が 障害 に至る 流 れ の 概念

* 2 : 流動 性の あ る塗料 を鋼面 に塗布 し, 薄膜状態 で 固化

させ る こ と で 防食を行う 方法｡ 現在 は タ ー ル エ ポ キ シ樹

脂塗料や 水道用液状 エ ポ キ シ樹 脂塗 料が 主 に 使用さ れ て

よ っ て 機能劣化が 起 こ り
,

結果と し て 障害が 発生 い る｡
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ー3
: ア ス フ ァ ル ト等 を含浸 さ せ た 覆装材 ( ビ ニ ロ ン ク ロ

ス 等) に よ り鋼 面を被 覆す る 防食方法｡

*

-1 : 陰極 と 陽極 が 明確 に分離 して
, 巨視 的な 電池 を形成

した状態 で起 こ る 腐食の 形態｡ 局所的 に著 し い 速度 で腐

食が進行 する｡

* 5 : コ ン ク リ
ー

ト構造物 を 貫通 して 地 中埋 設 部 に至 る金

属 管で 構造物 中の 鉄筋 と 管 とが 電気 的に 導通 して お り ,

か つ 地 中埋 設部配 管の 外面防食材 に損傷が あ る場合 に形

成さ れ る マ ク ロ セ ル ( 巨大電 池: 図- 6 参照) ｡

3 . 管路 の 診断 と評価

3 . 1 管路診断 の 意義

管水路 の 機能を 維持あ る い は 向上 さ せ る た め に

は
,

対症 療法的な 措置ま た は予防保全的 な措置 の

い ずれ か が 採 ら れ る
｡ 前者 は

, 管路 の 破損事故 や

不具合等 の 発 生 を 待 っ て 補修 や 復旧 を行う手法 で

あり, 予 め ｢ 診断+ を実施す る こ と は な い
｡ 鋼管

の 場合 , 全断面が 一挙 に破損す る こ と は な い が
,

一

般 に農業用 パ イ プ ラ イ ン は大 口径 ･ 大流量 で あ

る が ゆ え に, 流 出 水 によ る管路周辺 へ の 浸水 に伴

う深刻 な 二 次災害 の 可 能性 が 懸念 さ れ る ｡ し た

が っ て , 重大事故 に つ なが る 管路の 機能障害 を事

前に 防ぐこ と が重要で あり, 予防保全措置 と し て

の 管路の 調 査 ･ 診断お よ び 更新
･ 更生 計画策定 へ

の 積極的な取り組 み が必 要 で あ る｡

3 . 2 言十画 の 策定手順

管路の 機能 を 計画的 に 維持
･

向上 さ せ る た め に

は
,

前述 の と お り管路 を診断する こ と で
, 管路機

能の 低下 状態 を把握す る こ と が 必 要で あ る
｡ 許容

診断着手

事前準備

目標設定
老 朽度診断

上位計画

施設重要度

経済的考察

施工時制約

診断の 実施

詳細な調査

総合評価

更新 ･ 更生計画

耐震性診断

水】蟄性診断

周一3 管路診断, 更新 ･ 更正 計画 の 策定手順

で き る 範囲を超 え た 機能低下 を きた して い る 管路

に つ い て は
,

更新 ･ 更生 等 の 措置に よ る 機能 回復

を 図る 必 要 が あ る が , 財政 面 な どの 理 由か ら
,

一

時期 に管路全体 の 機能向上 を 図る こ と は困難な場

合が 多 い
｡ した が っ て

, 管路調査 ･

診断の 結果か

ら
, 更新

･

更生 の 対象と な る 管路 の 優先度 を評価

し
,
計画的に維持管理 を進め る こ とが 重要 で あ る

｡

以 下 に, 診断か ら更新 ･ 更生 に 至 る 一

般的な計画

策走の 手順 を示す｡

3 . 3 鋼管路 の 診断
･ 評価方法

鋼管路 の 診断 で は
, ①老朽化度, ②耐震性能

,

⑨水理 性能 の 3 項 巨= こ つ い て 詳細 な デ
ー タ 収集 ･

評価 を行う が
, 前述の よ う に対象管路が 有す る予

条件
,

例 え ば路線の 重要度等 は 様々 で あり,
こ れ

ら の 条件 を 考慮 した 上 で 診断対象管路 を 限定 し て

評価 を行う 必 要が ある ｡ 対象鋼管路と 必 要 な診断

項目 をま と め る と 表- 1 の と お りで あ る
｡

表- 2 に は , 詳細 な管路診断情報を示す｡ こ れ

ら の う ち ,
口 径 , 管厚,

塗装
･ 塗覆装仕様 な ど標

準的 な管路属性 は
, 配管図面 や 竣 工 図書 か ら得 る

こ と が で き る ｡ ま た
,

こ れ ら の 情報 を記録 して お

くと
,

事故発 生 時 にお ける標準診断 に活用 す る こ

と が で き る
｡

3 . 3 . 1 老 朽化診断の 手法

鋼管路 の 老朽化 には
, 鋼管路 の ほ と ん どが 健全

で あ る に も関わ らず, 管路 の
一

部が 局所的な腐食

によ っ て 減肉する よ う な劣化 と
,

ほ ぼ全 面的な腐

食 によ り
, 減肉 し

, 構造的 に も著 しく健全度 が低

下 す る よう な 劣化の 二 種類 が あ る ｡ 前者 の 例 と し

て は
, ①管外面か ら の C / S ( コ ン ク リ ー ト/ 土

壌) マ ク ロ セ ル 腐食 * 6

, ② 迷走電流 に よ る 電食,

⑨異種金 属接触腐食
* 7 な どが あ り ,

こ れ ら は建設

後1 0
～ 1 5 年程度の 比 較的新 し い 管 に発生 する場合

表 - 1 対象鋼 管路 と 診断項 目

対象鋼管路 診断項目

(1) 漏 水事故歴の ある管路また

老 朽化度( 全はそ の お それ の ある管路

(2) 事故 時の 影響が甚大 で ある 体･ 局所) 診断

管路

(3) 流下量減少等の ある管路 水理性能診断

(4) 耐震性 が要求され る管路

耐震性能診断(5) 事故時の 影響が甚大 で ある

管路

- 2 7 - 水 と土 第139 号 20 0 4



表 -

2 管路診断情報

分 類 内 容

管

呼び径

管 厚

接合方法 溶接/ メカニ カル / ネジ

布 設年度

工場内面塗装 布 設時仕様(種類 ･ 膜厚)

工場外面塗覆装 布 設時仕様(種類 ･ 膜厚)

現地塗装(内) 布 設時仕様(種類 ･ 膜厚)

現地塗覆装(外) 布 設時仕様(種類
･ 膜厚)

布

設

環

境

使用水圧

埋戻土 砂/ 発 生土/ レ キ/ 他

埋 設環境
海岸地域/ 埋 立地域/ 泥炭

地域

他 管路 電気防食状況

直流電鉄の 有無 1k m 以内, 並行区間有無

コ ンクリ ー ト構 造

物の有無

構 造物の 大きさ
, 位置

地形
埋立地

, 沿岸低地
, 扇状地

,

山地等

表層地質 段丘
, 沖積層,

埋立地等

地盤の 硬軟 ■ N 値,
ボ ー リングデ ー タ

地 盤
沖積地盤, 岩盤 , 洪積地盤,

軟弱地盤等

障
宝

過 去の 漏水事故

履歴

漏水年 , 件数, 漏水原因, 構

造物と漏水位 置 の 関係 , 塗
l二:コ

装 ･ 塗寝装の 劣化状況

が ほと ん どで ある た め
,

そ の 後の 発生 は少 なく な

る ｡ ま た
,

そ れ ら の 腐食発生 機構も解明 さ れ
,
腐

食防止 対策も1 0 数年前か ら進 め ら れ て い る た め
,

新 し い 鋼管路 に お い て は こ の よう な劣化 の 例 は 少

なく な っ て い る ｡ こ の よ う な 局所的 な劣化 に つ い

て は
,

漏水事故の 発生 に よ っ て 顕在化す る場合 が

ほ と ん ど で あ る た め ,
こ れ ら の 管路 に つ い て は ,

｢ 局所的 な老朽化度診断+ を実施す べ き で あ る
｡

一 方
,

後者 に つ い て は経年 に よ る 管路全 体 の 劣化

で あり, 前者 に 比 較 して より劣化度が 高 い こ と か

ら
, ｢ 全 面的 な 老朽化度診断+ を実施す る 必 要 が

ある ｡

(1)局所的な老朽化度診断

漏水事故が 発 生 した 管路 に つ い て
,

そ の 原因が

前述の 局所的な腐食 によ るも の で ある と 判断さ れ

た場合 に実施対象 と する ｡ まず , 腐食原因 を特定

し
,

各腐食原 因に 応 じて 設定 さ れ た 評価点数 に よ

り, 老朽化度を判定 して 対策の 安否 を判断す る
｡

各点数 は
,

ア ン ケ ー ト調査 な ら び に 過去 の 腐食

調査デ ー

タ 等を基 に して 多変量 解析 を行 い
, 各診

断項目の 重 み づ けを行 っ て 設定 し て い る｡

水 と土 第13 9 号 20 0 4

以 下 に
, 各腐食形態別の 局所老朽化度診断表 を

そ れ ぞ れ 示すが
, 各診断表か ら得 ら れ た 点数 を基

に , 次式に て 老朽化度点数 を計算 し, 局所的な 老

朽化度を診断す る
｡

月
⊥

=

士 × 10 0
… ‥ ‥ ‥ ‥

‥
‥ … … ‥

( 1)

こ こ に
,

月
エ
: 局所老朽化度点数

J
g
: 診断表 に よ っ て 求 め た 対象区間の 合計

点数 (不明 な項目は 除外)

J
T
: 診断表 に割り付け ら れ た最大点数 の 合

計 (不明な項 目 は除外)

得 ら れ た 老朽化度点数 は
, 表 - 3 によ り評価 し

,

対策要否判断の 基礎 デ ー タ と する こ と が で きる｡

表 -

3 老朽化度点数と 局所老朽 化度の 評価

腐食形態

局所老朽化度の 評価

老朽化度 老朽化度 老朽化度

Ⅰ(小) Ⅲ( 中) Ⅲ( 大)

異種金属 51 以下 52
′ )

6 5 6 6 以上

C/ S 腐食 47 以下 48
′

～ 6 0 6 1 以上

電食 45 以下 46
～ 5 5 5 6 以上

表
-

4 .1 異種金属腐食 に対す る診断表

診断項目 点数 最大点数

経過年数

10 年未満 30

3 01 0 ～ 2 0 年 15

2 0 年以上 0

漏水回数

2 回以上 50

5 01 f司 25

なし 0

内面塗装

なし 10

1 0あり 0

不明

異種金属

との 絶縁

なし 10

1 0あり 0

不明

合計点数 100

● 6 : コ ン ク リ
ー

ト構造物 を 貫通 し て地 中埋 設部 に至 る 金

属管で 構造物 中 の 鉄筋 と 管 とが 電気的 に導 通 して お り ,

か つ 地 中埋 設部配 管 の 外面防食材 に損傷 が ある場合 に発

生 する マ ク ロ セ ル 腐食｡ 現在 は腐食 の メ カ ニ ズ ム が解 明

さ れ て お り, 適切な施工 管理が 行 わ れ れ ば新設 の 管路 で

発 生 する こ と は な い
｡

*
7 : 自然電位 の 異 な る異種 金属同士が 接触 し

,
電池が 形

成さ れ て起 こ る マ ク ロ セ ル 腐 食｡
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表- 4 .2 C / S マ ク ロ セ ル 腐食に 対する 診断表

診断項目 点数 最大点数

経過年数

10 年未満 25

2 51 0 ～ 2 0 年 13

2 0 年以上 0

漏水回数
2 回以上 40

40
1 回 20

R C 構造物の

大きさ

大 10
1 0

中･ 小 5

外面塗寝装

涯音質系 5

5プラスチック 0

不明

現 地外面塗

覆装

壬歴音質系 5

5ゾ]イントコ+ ､ 0

不明

埋戻し材料
*

発生土･ 礫 10

1 0砂 0

不明

埋設環境

海岸･ 埋立

地 ･ 沼地 ･

泥炭地帯

5
5

｢ 股土壌 0

合計点数 100

*

プ ラ ス チ ッ ク被覆鋼管 の 場合 は
,
埋 め 戻 し材料項 を ｢0+

と評価｡

表- 4 .3 電 食に対す る診 断表

診断項目 点数 最大点数

経過年数

1 0 年未満 25

2 51 0 ～ 20 年 15

2 0 年以上 0

漏水回数
2 回以上 45

4 5
1 回 23

外面塗 覆装

主歴青質系 5

5プラスチック 0

不明

現地外面塗

覆装

濠音質系 5

5ゾヨイントコ+ ､ 0

不明

埋戻し材料ざ
発生土･ 礫 15

1 5
砂 0

布 設環境

海岸･ 埋立

地 ･ 沼地 ･

泥炭地帯

5
5

一

般土壌 0

合計点数 100

*

プ ラ ス チ ッ ク 被覆鋼管の 場合 は
,
埋 め戻 し材料 項 を ｢0+

と 評価 ｡

( 2)全面的な老朽化度診断

前述の マ ク ロ セ ル 腐食と 異 なり ,
ミ ク ロ セ ル 腐

食
* 8

の 進行 に よ り, 管路 の 広 い 範囲に わ た っ て 減

肉が 発生 して い る 場合 に は , 全 面的 な老朽化度診

断が 必 要 と な る
｡

全 面的 な老朽化度診断 の 場合に

つ い て も
,
基本的 に は局所的な 老朽化度診断の 場

合と 同様 に , 多変量 解析 に よ っ て 得 られ た診断表

の 点数 に基 づ き,
そ の 老朽化度 を判定す る方法が

採 られ る ｡ た だ し
,
全面的な老朽化度診断の 場合

,

次式 に よ っ て 老朽化度 の 評価 を行う｡

月
T

= ナ × C ‥ ･ … ‥ ‥ … ( 2)

こ こ に
,

月
T
: 全面的老朽化度点数

J
g
: 診断表 に よ っ て 求 め た 対象区間 の 合計

点数 (不明な項 目 は 除外)

J
T
: 診断表 に 割り付 け ら れ た 最大点数 の 合

計 (不明 な項目 は 除外)

C : 経過年数毎の 診断表最大点数 ( 下 表)

表 - 5 経過年数毎 の 最大点数

経過年数 最大点数(C)

1 0 年未満 7 6

1 0 年以上 2 0 年未満 7 8

2 0 年以上 3 0 年未満 8 5

30 年以上 4 0 年未満 9 2

40 年以上 1 0 0

な お , ( 2)式 に よ っ て 得 られ た老朽化度点数か ら
,

表 -

6 を 用 い て 全 面的 な老朽化度 の 判定 を行 い
,

そ の 老朽化度 に 応 じ た 対策 を 検討す る こ と と な

る｡

表- 6 全面的な老朽化度 の 評価

老朽化度点数 老朽化度の評価

53 点以上 老朽化度Ⅲ( 大)

3 8 ～ 5 2 点 老朽化度Ⅱ( 中)

3 7 点以下 老朽化度Ⅰ( 小)

た だ し
,

上 記評価 に 閲 し, 電気防食対策が なさ

れ て お り , 管対地 電位 - 85 0 m V ( 飽和硫酸銅電極

基準) の 基準 を 満足 し て い る 鋼管路 に つ い て は
,

対象外と な る｡

表- 7 に
,

全面的な老朽化度 の 診断表 を示す｡
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表 - 7 全面的な老朽化 度診断表

経過年数
10 年未満

10 年以上

20 年未満

20 年以上

30 年未満

30 年以上

40 年未満
4 0 年以上

点数 最大 点数 最大 点数 最大 点数 最大 点数 最大

全面腐食によ

る漏水事故

3 回以上 4 5

45

45

45

4 5

4 5

4 5

45

45

45
2 回 3 0 30 3 0 3 0 30

1 回 15 15 15 15 15

なし 0 0 0 0 0

内

面

腐

食

工場 内面

塗装

亜鉛め っ き 4

4

5

5

6

6

8

8

8

8

アス ファ ルト 2 3 4 6 6

コールタールエナメル 0 0 2 3 3

タ
ー

ル エ ポキシ 0 0 0 2 2

モルタルライニング 0 0 0 0 0

エ ポキシ樹脂 0 0 0 0 0

不明

現場 内面

塗装

なし 4

4

4

4

6

6

8

8

13

13塗装あり 1 1 3 4 5

不明

外

面

腐

食

工場外面

塗覆装

なし 4

4

4

4

6

6

7

7

8

8

亜鉛め っ き 2 3 4 6 7

アスファルトゾユ+ ､ 巻 2 2 3 3 4

アスファルト塗覆装 2 2 3 3 4

コールタ
ー

ルエナメル

塗寝装
0 0 0 0 0

ポリウレ タン被覆 0 0 0 0 0

ポリエ チレ ン被覆 0 0 0 0 0

不明

現場外面

塗装

なしまたは不明 3

3

4

4

6

6

8

8

10

10

アスファルトゾユ+ ､

巻 2 3 3 4 5

涯音質系塗装
*1) 2 3 3 4 5

ゾヨイントコ ー

ト 0 0 0 0 0

不明

埋 め戻 し

材料
や)

発生土/ 砕石 8

8

8

8

8

8

8

8

8

8砂 0 0 0 0 0

その他 4 4 4 4 4

埋設環境

海岸 / 埋 立地 /

沼地/ 泥炭地域
8

8

8

8

8

8

8

8

8

8
一般土壌 0 0 0 0 0

その他 4 4 4 4 4

合計点数 76 78 8 5 92 10 0

* 1) 涯 音質系塗装とは
,
ア スフ ァルト

,

コ ー ルタ
ー

ル 系の 塗覆装を指す｡

* 2) プラス チック被覆の 場合は
,
埋め戻し材料に関わらず｢0+ と評価する

｡

* 8 : 金属 表面 にお い て
, 均 等か つ 微細 に 陰極 と 陽極と が

存在す る場合 に起 こ る腐食｡ 局 部的に腐 食が 進行する の

で は なく, 全面的か つ 一棟 な腐食 と なる た め
,

実用 上 あ

まり問題 を生 じな い
｡

3 . 3 . 2 耐震性能診断の 手法

埋 設鋼管路 の 耐震性能診断手法 は
, 大別する と

｢標準診断+ と ｢ 詳細診断+ と に分類さ れ る ｡ 被診

断区間毎 に
,

簡便 な ｢標準診断+ を実施 し
,

必 要

に 応 じて ｢ 詳細診断+ を実施す る こ と で
, 効率的

な 診断が実施 で き る｡ 詳細診断の 手法 に つ い て は
,

例 え ば W S P O 2 9 ｢ 埋 設鋼管路 の 耐 震 設計基 準+
2)

等

水 と土 第1 39 号 20 0 4

に した が っ て
, 新設時の 設計と 同様 な 照査と な る

の で
,

こ こ で は割愛 し
, 標準診断手法に つ い て の

み 述べ る｡

標準診断 は, 次式 に よ り得 られ る結果か ら
,

耐

震性 の 度合 い を表 - 8 に し た が っ て 評価す る もの

で あ る ｡ な お
, 各重 み 係数は

, 表 - 8 に 示 す と お

り で あ る｡

月
5

= 月
1

･ 月
2

･ 月
3

･ 月
4

･

月
5

･

月
6

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ･

巾)

こ こ に
,

丘
5
: 埋 設鋼管 の 耐震性指標

月
ノ
(∫ =

1
,
6) : 表- 8 に示す重み 係数
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表 -

8 耐震性評価基準と 重み 係数

項目 区分 重み係数

地盤*
1)

( R l )

Ⅰ 種地盤 0 .5

Ⅲ種地盤 1 .4

Ⅲ 種地盤 1 .2

捌 村ビ
2)

( R
2)

なし 1 .0

お それあり 2 .0

あり 3 .0

接合方法

( R 3)

溶接接合 0 .5

S3 9 年以前の 裏波溶接 1 .5

ネジ継手 4
.
0

口径

( 粍)

15 0 m m 以下 1 .5

2 0 0 ～ 70 0 rI 皿 1 .2

8 0 0 Il m 以上 1 .0

事故頻度

( R )

｢ なし+ また はごく｢ まれ+ 1 .0

｢まれ+ 又 は｢ときどき+
* 3)

1 .0 ′ ､ 5
.0

多発 5 .0 以上

震度 肝
)

( 咤)

Ⅴ 1 .0

Ⅵ 2 .2

Ⅶ 3 .6

評価

低い 30 点超

中 13 ～ 3 0 点

高い ユ3 点未満

* 1) : 固有周期 に よ る地盤 の 分類 で
, 第Ⅰ種地盤 は岩 盤 ･

硬質砂礫 層な ど主と して 第三 紀以 前 の 地盤 を , Ⅲ種 地 盤

は腐植 土 ･ 泥土 な ど主と して 沖積層か ら構成 さ れ る 地 盤

を 指す｡ 第Ⅱ 種地盤は そ の い ず れ に も属 さ ない 地盤 で あ

る
｡

*2- : 飽和土 層 の 深 さ
, 平均粒径 , 細粒 分含有 率等か ら計

算さ れ る 液状化抵抗 係数に より判 定する｡

*3) : 事故 の 発生状況 に応 じて1 ,0 ～ 5
.
0 の 間で 適宜決め る ｡

目安 と して
,
｢ ま れ に+ = 1.7 , ｢ と き どき+ =

2 ふ ｢ 7う､ な

り+ =

3 .3 な ど｡

* 4 ) : 地 域に よ り発生 が 想定 され る大地 震 に つ い て設定す

る｡ 震 度階は自 治体が 公開 して い る ハ ザ
ー

ド マ ッ プ等か

ら判 断す る｡

3 . 3 . 3 水理 性能診断 の 手法

鋼管路の 水理 性能は , 老朽化度と の 間 に密接 な

関係 が あり, 診断手法 に つ い て は
, 水 理 計測 に よ

る 診断法 と 管内調査 に よ る 診断法 と に 分類 さ れ

る｡ 前者 は
, 被対象区間の 空 気弁等 を利用 し て

,

水理 性能 を 測定 し, 管路 の 老朽化度も含 め て 評価

を行う方法で あ り, 後者 は 直接管内を 目視ある い

は管内カ メ ラ 等 によ り調査 し
, 錆 こ ぶ 等 に よ る 管

内の 閉塞状態 を評価す る方法 で ある ｡

前者に つ い て は
, 既 設 空気弁位置等 の 制約 を受

け る が , 落水の 必 要 が な く, 直接的に 水理 性能 を

評価す る こ と が で き る ｡

一

方 , 後者の 方法 で は
,

落水 な らび に管内か ら の 排水が 必 要なた め
,

調査

時期 や 施設位置 な どの 制約が ある が
, 前述の 老朽

化診断と併せ た調査が 可能 で あ る｡

叫一

般 に
, 水理 性能の 評価 は

,
ヘ

ー

ゼ ン
･

ウ イ リ

ア ム ス 式 に お け る 流速係数 (C 値) に よ り行う ｡

曲管部 や 異形管部 な ど を 除く直線部 の み の 場合 ,

C = 1 3 0 が 標準と さ れ て い る:う)

｡

4 . 管路調査 ･ 診断の 具体例

以 上 の よ う に
, 鋼管路 の 診断の 種類 と して は老

朽化度 , 耐震性能, 水 理 性能が そ れ ぞ れ ある が
,

本報 で は特 に老朽化度詳細調査の 具体的方法な ら

び に 水理 性能の 診断例 に つ い て 記す｡

4 . 1 管路老朽化度詳細調査

(1)管内面か らの 調査

非 か ん が い 期 に 落水 が 可 能 な路線 で
, か つ マ ン

エ ン ト リ ー サ イ ズ ( 人 間が 中に 入 る こ と の で き る

口 径70 0 m m 以 上) の 埋 設管の 場合, 人孔等を利用

して 管内か ら 調査 を行う こ と が で き る｡ 管内調査

の 主 な 目 的は
,

内面塗装 の 劣化状況な ら び に腐食

の 発 生 状況 を把握す る こ と に ある が ,
マ ン エ ン ト

リ ー に よ る 調査 で は
,

こ れ ら の ほ か に構造的な 評

価 を行う た め の 測定が 同時に 実施 で き る利点が あ

る
｡

銅管路 の 内面調査項 目 と して は
,

る ｡ た だ し
,

小 口 径管 の 場合 に は
,

次が 挙げら れ

管内カ メ ラ に

よ る 目視調査 に 限 定さ れ る｡

①目 視調査

a) 腐食部の 状況確認

b) 塗膜の ふ く れ等劣化 状 況把握

c) そ の 他の 異常調査

②内面塗装 ･ 腐食状況調査

a) 写真撮影

b) 腐食面積の 測定

c) デ ブ ス ゲ ー ジ によ る 腐食深さ の 測定

d) 超音波厚 み 計に よ る 管残厚測定

e) 槌打 ち検 査 (Jf S G 3 4 9 2) に よ る 塗膜健 全 度

調査

f) 電磁微厚計 に よ る 残存塗膜厚の 調査

⑨変形調査

a) デ ィ ジ タ ル ス ケ ー

ル に よ る 管内径 ( た わ み

量) 測定
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b) 伸縮管の 変位量 測定

上 記調査 に よ り得 ら れ る 塗 膜の 劣化状 況 ･ 腐食

の 進行状況 な どの デ
ー タ に 基 づ き, 対策 を検言寸す

る こ と に な る が
, 前述 の よう に

, 劣化が 局所的に

集中 して い る 場合 に は
,

至 急 そ の 原因 を究明 し
,

対策 を施す こ と が 必 要 と な る 一方
,

平均的に 老朽

化が 進行 し て い る場合 に は
, 計画的 な対応 を 考慮

す る こ と に な る ｡ ま た
, 同時 に 大き な管路 の 変形

や 著 し い 腐食減肉 が確認 さ れ た場合 に つ い て は
,

構造計算を 実施 して
, 構造的な健全 度評価 を行 い

,

必 要に応 じて 対策が 採 ら れ る
｡

( 2) 管外面か ら の 調査

管外面の 調査 で は
,

外面塗覆装 の 健全 度 な ら び

に 外面か ら の 腐食状況を把握す る こ と が 主 目 的と

な る ｡ しか しな が ら埋 設管 を 開削 して 調査す る こ

と は ,

一

般 的に 非常 に 困難 で あ る と言 え る ｡

そ こ で 現 在 で は
, 地 上 か ら埋 設鋼管の 外面塗覆

装損傷状況 を測定す る 装置が 開発 さ れ て お り, 約

2 k m / h 程度 の 速度 で 連続計測 が 可能 と な っ て い

る ｡ ｢ 自走型 塗覆装損傷探査 シ ス テ ム+ の 原 理 を

図 - 4 に 示す が
,

こ れ は 調査対象区間の タ ー

ミ ナ

ル か ら 予め 定 め ら れ た 波形の 電気信号 を 鋼管本体

に 送り,
塗覆装 の 損傷箇所か ら漏洩 した 電流 を測

定する こ と で
,

こ れ ら の 相関波形か ら 塗覆装の 損

傷位置 を判定す るも の で あ る ｡ なお
,

セ ン サ ー は

車輪 型 で あ る た め
, 計測装置 を積載 した状態 で 連

続 的 な 計 測 が 可 能 で あ り ,
G P S ( G l o b a l

P o siti o n i n g S y st e m ) に よ り, 検知 と 同時に 絶対

位置を得 る こ と が で きる と い う特徴 を有する ｡ 調

査対象管路の 塗 覆装種類 や 土 質 な ど の 埋 設環境 に

つ い て は特 に制約が な い が
, 土 被りが3 .O m 以 下 で

あ る こ と な ら び に車輪型 セ ン サ ー が 常 に 接 地 で き

る環境 で ある こ とが 必 要 で ある ｡ ま た
,

計測 によ

り検知 で きる の は
,

塗 覆装の 貫通傷 の 面積 な ら び

にそ の 位置の み で ある ｡

夢無用 M 系列店考

正弦寒発生器

送 債 M 系列悟弓

=
土用

ニ

M 系 列 摺 早

発 生 者

ア ン プ

M 系列信号

相即処 理

頻 出 出 力
M 系列確聞蒲形

･･一･ →

ターミ ナル 浪偽部位

M す時囁

図 -

4 自走型塗覆装損傷探査 シ ス テ ム の 原理

水と 土 第1 39 号 20 0 4

図- 5 は
, 測定 デ ー タ の

一

例 を 示 し た も の で あ

る が
, 図中の 曲線の 交差部が 塗 覆装損傷部を 示 し

て い る｡

一

般 に
,

外面塗覆装 の 損傷 は局所的に 発

生 す る場合 が 殆 ど で あり
,
孔食や 電食 の 発 生起点

と な る可 能性 が あ る
｡ そ こ で

, 損傷位置 な ら び に

大 き さ と周囲土壌 の 腐食性 ( 土壌 比 抵抗率 ,
土 壌

p Ⅲ 等) か ら 総合的 な診断 を行 っ て 補修等 の 対策

を採 る べ きで あ る
｡

図- 5 塗 覆装損傷探査 デ ー タ の 一例

(3) コ ン ク リ ー ト/ 土 壌 ( C / S) マ ク ロ セ ル 腐食調

査

埋 設鋼管 の 腐食事例 の うち , 約 6 割 は コ ン ク

リ ー ト/ 土壌 マ ク ロ セ ル 腐食 ( 以 下
,
C /S マ ク ロ セ

ル 腐食と称す) が 原 因 で あ る と言わ れ て い る｡

4)

C / S マ ク ロ セ ル 腐食 は
,

コ ン ク リ
ー

ト構造物 を

貫通 して 配管 さ れ る埋 設管 に 固有 の 腐食形態 で あ

り
,

以 下 の 2 つ の 条件
,

す な わ ち(丑 コ ン ク リ ー ト

構造物中の 鉄筋 と 鋼管 と の 接触 ( メ タ ル タ ッ チ)

な ら び に②構造物近傍 の 埋 設管外面塗覆装部の 損

傷が 同時 に満 た さ れ た 場合 に
,

コ ン ク リ
ー

ト中 の

管 と 土壌中の 管 と の 間に 電位差が 生 じ
, 巨大電池

( マ ク ロ セ ル) 回路 が 形成 さ れ る た め
,

埋 設部の

外面塗 覆装損傷部 に お い て 局所的 な著 し い 腐食が

生 じ る現象 で あ る ｡ 図- 6 に は
,

C / S マ ク ロ セ ル

腐食 の 発生 原理 を示す｡

…… 所管と鉄 筋
裏 鉄筋 腐食一流

…′ との接触 垂l 装の ≠l

)

､､､
こ～野′:く′､､

こ :
… j ヾ

∃∃ぎ葵; 叩 き堅 茅野
2
;軍賢≦空軍郡学賢二三葵哲 学 和

泥

､ ㌢

.
現′′

ミ､ こ記′〉だ､､≦

装

鹿食

舛 管

t コンクリ ー

トl 転 回
､

国

図 -

6 C / S マ ク ロ セ ル 腐食の 発生原理
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な お
, 現在 は

,
同腐食の メ カ ニ ズ ム が解明 され

て お り, 設計 ･ 施工 を通 じて マ ク ロ セ ル 防止 対策

が 採 ら れ て い る ほ か
, 外面防食材料 に つ い て も

W S P A- 1 0 1
5)

の 制定 に伴 い
,

防食性能 に 優 れ
,

傷

の 付き にく い プ ラ ス チ ッ ク 被覆 が全面採用さ れ て

い る こ と か ら
,

C / S マ ク ロ セ ル 腐食が 発 生 す るお

そ れ は な い
｡

C / S マ ク ロ セ ル 腐食の 特徴 と し て は
,
(丑コ ンク

リ ー ト構造物 か ら10 m 程度 以 内の 埋 設部で 発生 ,

②すり鉢状 の 腐食形態, ⑨著 し い 腐食速度 で 局所

的に 発生 な どが あり, 通常 は布設複数年 で 腐食貫

通 に よ る 漏水発生 に よ り顕在化する が
,

発生 可 能

性 に つ い て の 調査方法と し て は , 次の よ う な方法

が ある｡

①土壌腐食性 の 調査

布設位置 に お け る 土 壌 をサ ン プ リ ン グ し て 行う

土壌p H 値等の 腐食性判定 ( D I N 5 0 9 2 9 p a r t 3
,

A N-

S I A 2 1 - 5) の ほ か
, 大地 抵抗率計に よ る 土壌比 抵

抗率 ( 土 壌 の 電気伝導性) 測定な どが あ る｡
こ れ

らの 結果 か ら
,

管と 鉄筋 と の メ タ ル タ ッ チ が あ っ

た場合の マ ク ロ セ ル 発 生可能性を判断で き る｡

②管対 地 電位 の 測定

管体と 配管直 上 の 土 壌 と の 間の 電位差 を測定す

る 方法 で あり ,
迷走電流 に よ る 電食の 調査 と して

も併用 で きる｡ コ ン ク リ ー ト構造物近傍 にお け る

電位が - 4 0 0 m V 以 下 で あ れ ば
,

C / S マ ク ロ セ ル 腐

食の 可 能性 は 無 い と判断で きる ｡

⑨鉄筋と 管と の 抵抗値 ･ 電位差測 定

コ ンク リ ー ト構造物中 の 鉄筋と 埋 設管 と の 間の

抵抗値 な ら び に 電位差 を測定する 方法 で ある ｡ 抵

抗値 が5 0 0 日 以 上 あ れ ば
,

C / S マ ク ロ セ ル 腐食 の

お そ れ は 無 い と 判断 で き る が
,

抵抗値 が5 0 0 日 未

満 で か つ 電位差が2 00 m V 未満 の 場合 に は注意 を要

す る
｡

こ れ ら の 判断基準 を ま と め る と 次表 の と お

り で ある ｡

表 - 9 C / S マ ク ロ セ ル 腐食の 評価基準

鉄筋と鋼管 の 抵抗

値/ 電位差

抵抗値

5 00 日以上 5(対 日未満

電

位

差

2 0 0 m V 以上 可能性無し 可能性無し

2 0 0 血Ⅴ 未満 可能性無し

可能性あり

(詳細調査

が 必要)

C / S マ ク ロ セ ル 腐食の 調査 方法と し て は
,

上 記

の 他 に埋 設配 管 の 外面 塗 覆装損傷箇所 や 他埋 設物

と の 接触箇所 を探査する た め の 地表面電位勾配 測

定な らび に仮通 電試験 な ど の 方法が ある が
,

こ こ

で は割愛す る
｡

C / S マ ク ロ セ ル 腐食が 発 生 し た場合 , 通常の 腐

食の 場合 と異 なり
,

管 を補修 し た だ け で は 根本的

な 解決と は な らず , 同様 な腐食貫通漏水 を繰り返

す可 能性が 高 い
｡ 抜本的 な対策 と して は

,
コ ン ク

リ ー ト構造物中 の 配 管 と 鉄筋 と の 導通 ( メ タ ル

タ ッ チ) を解消する こ と が 必要 で ある が
,

一

般 的

に は 非常 に 困難で ある ため
,

こ の 代替と し て 局所

的 な電気 防食 に よ る 方法 が 採用 さ れ る ｡
こ れ は

,

近接陽極法 と 呼ば れ る もの で
,

コ ン ク リ ー ト構造

物か ら10 m 程度の 範囲 に 限定 して マ グネ シ ウ ム 等

の 流 電 陽 極 を 設置す る 方法 で あ る ｡ 図 - 7 に は
,

近接 陽極法 の 例 ( 適用範囲1 0 m の 場合) を示す｡

なお
,

図 中の 数値は 距離 (単位 m ) を表す｡

:/

ク

リ
J

ト

筆

月

鼠 r
ノ〃れで＼

配管

0

.
6 l.3 l.3 1.7 乙0 2 .5 + 鵬

国 - 7 近接 陽極法 の 実施例

4 . 2 水理性能の 調査 ･ 診断

水理 性能の 調 査 ･

診断方法と して は
,

既 設管路

を用 い た 水 理 計測 を 実際 に 行う の が
一

般的 で あ

る｡ 以 下 に
,

水理 計測の 実施例 を記す｡

今 回
,

診断 を実施 し た施設は
, 近 畿農政 局日 野

川 農業水利事業に よ り建設 さ れ た供用開始後約2 0

年 を 経過 し た 第1 号送水管路 ( 管網系) で あり,

そ の 概 要 な ら び に 計測方法 は 表 - 1･0 .1 な ら び に

図 - 8 に そ れ ぞ れ示すと お り で あ る｡

表 - 1 0 .1 水理 性能診断 区間

外径( m ) 1
,
5 2 4

管厚( 皿 ) 12 .7

計測区間距離( m ) 5 5 4 .8 0

内面塗装
タ ー

ル エ ポ キシ樹脂塗装

0 .5 皿 1 厚 以上

流量( m
3
/ s ) 1 .9 3 (計測時平均)

計測日 2 00 3 . 8 . 6 .

流送方式 ポ ンプ 圧送式

- 3 3 - 水 と土 第139 号 20 0 4
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8 水 理 計測 シス テ ム 概要

上記計測 シ ス テ ム に よ り, 比 較的流 量 の 安定 し

た 時間帯 に お い て
,

約10 分間各 マ ン ホ ー ル に設置

し た圧 力タ ッ プ を介 した 差圧
,

揚水機場内お よ び

分水工 の 既 設電磁流量計か ら得 ら れ る流 量 な ら び

に流水 の 動粘性係数推算 用 の 水温を そ れ ぞ れ 測定

し
, 平均値 を求 めた ｡

今 回 の 計測結果 よ り ,
マ ン ホ ー

ル 2 号 と マ ン

ホ ー ル 3 号 と の 間55 4
.8 m に つ い て 流 速係数 (C 値)

を求め たと こ ろ
, 次表の 結果 を得た

｡

表
-

1 0 .2 水理 計測結果

管内平均流速 1 .0 9 2 m / s

損失水頭 2 9 9 m m A q

レイノル ズ数 1 .9 5 × 1(y

流速係数 1 39

管摩擦係数 0 .0 1 3 3 5

こ の 結果よ り, 同診断区間 に つ い て は
, 供 用 開

始後約2 0 年 を経過 して も
,

十 分 な水理 性能が 維持

さ れ て い る こ･と が確認さ れ た ｡

5 . 管路更新 ･ 更生の 手法

上 記 の 診断結果 を総合 して
, 被診断管路 の 機能

劣化度 を評価 し た上 で , 当該管路の 重要度
,

財政

計画, 施工 面で の 制約等 を 考慮 して
, 最終的な 判

断, す な わ ち 更新
･

更生 等 の 処置実施 の 判断が な

さ れ る ｡

鋼管路 の 機能維持 ･ 向上 ま た は 延命化 の た め の

対策と して は
, ①更新工 事 , ②更生 工 事 , ③ 電気

防食工 事, ④補修工 事が 挙げ られ る が
, 本報 で は

,

更新な ら び に 更生工 法に つ い て 述 べ る ｡

水と 土 第139 号 20 0 4

流向

→

蔽 讃 嘗

5 . 1 更 新
･

更 生 工 法 の 定義 と特徴

鋼管路 に 関す る 更新工 法 と更生 工 法 は
, そ れ ぞ

れ次 の よう に 定義 さ れ て い る｡

( 1) 更新工 法

新 しく管 を取り替 え て 管路 の す べ て の 機能 (構

造上 の 機能, 水理 性能上 の 機能) を更新する 工 法

で ある
｡

( 2) 更生 工 法

既設管の 構造上 の 機能 を活用 し て ､ 補強工 法 に

より､ 他の 劣化 した 機能の 改善 を図 る 工 法で あ る
｡

上記 の 定義よ り,
そ れ ぞ れ の 工 法 に 関す る 効果と

適用条件 をま とめ ると
,

次表の よ う に なる ｡

表- 11 更新 ･ 更生工 法 の 効果 と適用条件

更

新

工

法

効果
新管布設 による長期的な管路機能維

持/ 附属設備付加 による機能向上

適用

条件

将来的な維持 が重要な管路

付属設備の 付加が必要な管路

耐嚢性向上が必要な管路

更

生

工

法

効果
短 工期で 暫定的な機能 回復/ 更新

工 事に比較して 安価で 実施可能

適用

条件

ライフサ イクル コ ストを考慮して 更新

に比 べ 経済的に有利になる場合

緊急的･

暫定的対処が必要な管路

5 . 2 更新 工 法の 概要

鋼管 に よ る 更新工 法 と して は
, 開削 に より通常

の 新設管 と 同 様 に 布設替 え す る 工濠 ( 開 削工 法)

が 最も容易 か つ 経済的 で あ る がご 布設複数十 年が

経過 し た管路 で は
, 布設地域 の 周囲環境 が 激変す

る こ とが 多く , 開削 を行う こ と が で き な い 場合 が
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あ る ｡
こ の よう な 場合 に は

, 既設管路 の 布設 ス

ペ ー

ス を活用 した ｢ 井関剋 工 法+ が採用され る ｡

同工 法 に は種 々 の もの が 開発 され て い る が
,

こ こ

で は最も実揖 の 多 い P I P ( パ イ プ ･ イ ン り i イ ブ)

工 法 に つ い て 解介する ｡

P IP 工 法 は
,

既設管内 に新管を挿 入 し
, 間際に

モ ル タ ル を注入す る老朽管更新工 法 で ある
｡ 普通

鋼管の 場合で 既設管径か ら約10 0 m In 減 , 巻き込み

鋼管の 場合で 約50 m m 減 の 新管が布設可能 で あ る｡

｢ 巻き込 み 鋼管+ と は
, 次図 の よ う に 鋼管 の 縦

シ
ー ム を事前 に 溶接 せ ず, 鋼板を巻き込み , 締径

した 状腰 で 既設管内 に搬入 し
, 現地 で 拡管 ･ 溶

接 ･ 内面塗装を行うもの で , 立 坑間隔が 長く と れ

る ほ か
, 不陸や 曲が りに 対応 し 易 い と い う特長 が

ある｡ P IP の 適用口径 は
, 既設管径で ¢ 00 0 ～

¢5
.

00 0 m m で あ る｡

Q ,

⇒Q
図 - 9 巻き込み 鋼管

6 . 管路更新工 事の実施例

農業用 パ イ プ ラ イ ン にお ける 管路更新工 事 の 具

体的な実施例に つ い て 紹介する ｡

(1 )工 事名称

平成1 5 年慶大和紀伊平野農業水利事業 ( 1 期)

大和平野国営幹線水路等 (桜井 サイ ホ ン) 改修工

事

(2)工 事場所

奈良県桜井市金屋地内他

(
■3)工 期

平成1 5 年10 月1 日 ～ 平成1 6 年3 月2 5 日

(4:発注者

近畿農政局

(5)工 事概要

本工 事 は
,

十津川 ･ 紀 ノ 川農業水利事業 によ り

昭和3 4 年 に布設さ れ た ¢1
,
20 0 m m の ヒ ュ

ー ム 管を

用 い た サイ ホ ン 管 に つ い て
,
満水対策な ら び に構

造的な強度回復を目的と し て
, ¢1

.
1 6 0 m m の 鋼管

に よ るPI P 工 事を行うも の で あ る｡ 既設管路 に 対

す る 流水断面積 の 減少 を極力抑え る 意味もあり .

工 区全長1
,
1 6 7 m の うち

,
巻き込み 鋼管に よる更新

区間が 1二ほO m と 全体 の 98 .5 % を占め て い る｡

i

写真 - 1
-

写 真
- 3 に は

, 岡P I P 工 事 にお け る巻

き込み 鋼管の 施工 状況を示す｡

写真
-

1 巻 き込 み鏑管 の 引込み 作業状況

写真 一

2 巻き込み鋼管 の 拡径作 業状況
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写真
-

3 巻き込み 鋼管の 溶嶺 作葉状 況
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7 . お わり に

以 上
,

農業用パ イ プ ライ ン と して 使用 さ れ て い

る既設鋼管路の 診断方法 な ら び に更新 ･ 更生 技術

に つ い て 述 べ た
｡ 土 地改良事業 にお け る用 排水施

設 は
, 営農上極 め て 重 要 な もの で あり, そ の 機能

維持 は , 継続的に 図 ら れ て い く べ き で あ る と 考え

ら れ る｡ 本報文が , 経済的か つ 合 理 的 な施設機能

維持
･

向上 活動 に役 立 て ば幸甚で あ る｡
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1 . 信頼性解析の 概要

近年 , 国際的 な規格 に お い て
,
性能を 基準と し

た設計仕様 が 優先 さ れ て い る
｡ そ の た め

, 水利施

設 の 更新 に お い て も, 機能や 性能 に重点 を お い た

性能設計の 導入が 求め られ て い る ｡

性能設計 を 具体的 に 考える場合
,

そ の 固有 の 本

来性能 の 他 に
, 信頼性 ･ 安全性 と 経済性 が 要求さ

れ る1)
｡

そ こ で 本報文で は
, 農業用 パ イ プ ラ イ ン の 信頼

性 の 確保 に注 目 し
,

地域 に広域 に分布す る大規模

な 供用 中の シ ス テ ム を事例 と して 取り上 げ, 信頼

性解析 を試 み た ｡

事例地区 の 過去 の 管路漏水事故を対象と し
, そ

の 関連要因 を水撃庄 に 限定 し て 検討 した ｡ 手法 と

して は(独) 農業工 学研究所研修用｢水撃庄 解析 ソ

フ ト+ を用 い て
,

モ デ ル 化 ,
シ ミ ュ レ

ー

シ ョ ン を

実施 し, 信頼性 の 低 下 の 主要 因 で あ る漏水 (故障)

を なくする 方策 と して
, 既 設 バ ル ブ の 操作方法や

サ ー ジタ ン ク の 追加 を検討 し た｡

2 . 地 区の 概要

1 . 地 区事業内容

対象地 区は
, 国営総合 か ん が い 排水事業 で 造成

さ れ た パ イ プ ラ イ ン 地区 で あり ,
1 9 8 9 年 に事業 を

完了 し,
1 9 9 0 年 より本格的な供用 が 成 され て い る｡
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図 - 1 解析地区パ イ プ ラ イ ン路 線平面 図

Ⅰ県 の K 浦 の 北部 に位置す る 洪積台地 上 の 畑地帯

3
,
2 2 9 h a と

,
そ の 間に介在す る谷津 田 地帯4

,
1 7 6 h a ,

計7 ,
4 0 5 h a の 用水補給 の 基幹と な る か ん が い 施設 で

ある
｡

ま た
, 当事業 の 基幹施設 は

, K 浦取水樋 門 か ら

第1 揚水機場間の 導水路
, 第1 揚水機場か ら 第3 揚

水機場 間 の M 幹線水路
,

そ の 地 点 か ら 末端ま で の

C 幹線水路 , 及 び こ れ か ら 分岐す る0 幹線水路
,

Ⅰ

幹線水路
,

K 幹線水路 並 び に各幹線水路 より分岐

す る 支線水路か ら な る ( 図 - 1) ｡ M 幹線水路及び

C 幹線水路 は 3 段揚水方式 を採用 し
, 各機場 に は

サ ー ジ タ ン ク ま た は吐水槽 が あ り, そ れ以 降は 自

然流下 方式で あ る｡ 各水路 ユ ニ ッ ト単位 で は
, ポ

ン プ圧 送 の ク ロ ー ズ ドパ イ プ ライ ン で あり , 管材

は主 にP C 管 で ある
｡

2 . 地区の水管理 実態

施設 を管理 し て い るⅠ土 地改良区は
, 単独改良

区 で ある が 関連する 改良区が 20 ケ 所程度存在 し
,

1 1
,
5 0 0 名の 組合員が い る ｡
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用水源 と して は
,

K 浦よ り4 月2 1 日
～

6 月3 0 日が

6 .7 m
3
/ s

,
7 月1 日

～

8 月3 1 日 が 10 .5 5 m
3/ s

,
9 月1 日

～

1 0 月3 1 日 が 2 .1 7 m
3
/ s

,
1 1 月 1 日 ～ 4 月 2 0 日 が

1
.3 9 m

3
/ s を取水 し て お り, 水 田潅漑期間 は4 月2 1

日
～

8 月3 1 日 , 畑地 潅漑は 通 年 で ある が9 月1 日 ～

4 月20 日 は畑地単独潅漑期間で あ る｡

第2 機場 に 中央管理 所 を設け
,

普段無人 の 第1
,

第3 機場をT M / T C で 遠隔 操作 して い る ｡ 土 地改良

区管 理 の 幹線水路及 び支線水路 の 末端分水工 は
,

既 設用水路 ( 開水路) や た め 池 へ の 注水方式 で あ

り
,

こ の 分水量管理 をⅠ土 地 改良区が行う中央管理

によ る供給主 導型水管理 方式 が実施さ れ て い る｡

末端分水 バ ル ブ は
,

地 元 の 必 要量 に 応 じ て 操作

し
, 電話等 で 配水時期

, 時間 に つ い て 関連す る土

地改良区 へ 連絡を行う ｡ 最大取水期 で は朝4 時頃

か ら 夜8 時頃ま で 配 水 して い る
｡ 約2 50 ケ所程度あ

る バ ル ブ操作 の 微調整 に当 っ て は
, 当初作成さ れ

た 操作管理 マ ニ ュ ア ル を参考に供用 後3
～

4 年掛け

て 試行 した デ ー タ をもと に 現在 は 行 っ て い る
｡

3 . 信頼性低 下 の 現状と その 要因

1 . パ イ プラ イ ン漏 水

199 0 年
～

2 0 02 年 (1 3 年間) の 間に お ける パ イ プ

ラ イ ン の 信頼性 の 低下 の 要因と な る 漏水事故発 生

件数 は33 件発 生 して お り, 発生 分布 は 図 一3 の と

お りで あ る｡

水と 土 第139 号 20 0 4
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甲

注) ( ) は漏水事故発 生件数を表す

⑳ は漏水ヶ所を示す.
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甲
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なお
, 漏水ヶ所 と件数の 不一致 札 同一一漏水ケ所で

重複して漏水事故が起きた ことによ る もの で ある.

図 - 3 漏水事 故発 生位置 図

幹線及 び支線水路別漏水件数 を表一1 に示す｡

表 -

1 幹線及び 支線水路別漏水件数

水路 名 M 支 線 C 幹 線 0 幹 線 E 幹線 計

件 数 8 19 3 3 3 3

幹線水路 に お い て は, 地 形的に 高低差が 大きく

水撃庄 等 に よ る水圧 変動が 大き い C 幹線水路で 1 9

件発 生 し
, 支線水路 に お い て は

,
M 支線 で 8 件発

生 し
,

そ の 2 路線 に漏水が 集中し て い る ｡

- 3 8 -



表 - 2 に 幹線及 び支線水路別漏水事故率 を 整理

し た｡

表 - 2 幹線及び 支線水路別漏水事故率

項 目 ①件数 ②延長 ③発 生頻 度
(

簡を)芹
a r)

④信 頼 度

名 称 (k m ) 1一③

M 幹線 水 路 0 1 9
.
3 0 ,0 0 0 1.0 0 0

0 幹 線水 路 3 4 .4 0 .0 5 2 0 .9 4 8

C 幹線 水路 19 jl .∂ 仇】2 4 0 .β7 占

l 幹 線水 路 0 3.0 仇0 0 0 1
.
0 00

E 幹線 水路 3 2 .1 0 .1 1 0 0 .8 90

M 支 線水 路 8 1 6 .4 0
.
11 1 0

.
8 89

0 支線 水路 0 6.0 仇0 0 0 1 ,0 00

合 計 3 3 6 3
.
0 0.0 4 0 0. 9 60

注) 水 路 延長 は , 公共 用 財 産台帳 に よ る.
注) 便 宜 的 に漏水 が 起こ らな い こ と を 1 と し , 起 こ る頻 度 を

差 し 引 い て 求 めた もの を信 頼度 と して 整 理 した.

漏水事故発生 頻度 は0 ( 件/ k m
･

y e a r) ～

0 .
1 2 4

( 件/ k m
･

y e a r) で 全体平均 で 0 .0 4 ( 件/ k m
･

y e a r)

で あ る ｡ 信頼度 は
,

1
～

0 .8 7 6 で 全体平均0 .9 6 と

な っ て い る ｡ そ の 中 で も
,

C 幹線 の 漏水事故発 生

頻度が , 0 .1 2 4 ( 件/
′k m

･

y e a r) ,
信 頼度も0 .8 7 6 に

低 下 して い る
｡

な お
,

重大 な 漏水が 発生 す れ ば
,

パ イ プ ラ イ ン

の 制水弁が 操作 さ れ
,

こ れ より 下 流 へ の 送水 が停

止 し
, 送配 水の 信頼性 が 当然低 下 する こ と に な る ｡

2 . 漏水の 発生時期

事業完了後の 1 99 1 年 より漏水事故が 発生 して い

る が ,
1 9 9 9 年 の 6 件 を 除き最近 は3 件/ 年 ～

4 件/ 年

で 推移 し て い る ( 図- 4) ｡

1 3 年間の 月別漏水件数 を図- 5 に 整理 し た
｡
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水 田 潅漑時期 の 4 月 ～

8 月 に 事故 が 集中 し て い

る｡ 冬期 の 畑地 潅漑時期 に も若干 で は ある が 事故

も起きて い る ｡ 特 に4 月 に7 件 と 事故が 多 い が
,

3

月 の 通 水試験 を 経て 本稼動間 も な い 時期 の た め必

要 な バ ル ブ操作等に 伴 い 不具 合 が現 れ るも の と思

わ れ る ｡

3 . 管路損傷 ケ 所及び補修方法

表 -

3 パ イ プラ イ ン 損傷 ケ 所及び 補修方法

雪質 ,怖 ′黙雫 コ一手ンク
◆

コン巻 立 交換 溶 接 合 計

件 数
( 件)

2 1 3 2 3 3 1 3 3

管体 の 交換 ( F R P M 一 鋼管 1 件 ,
F R P M -

F R P M 3 m / 本2 件) 及 び溶接1 件 の 計4 件を除 い て

管路継 目漏水 が29 件 で 大半 を 占め て い る｡ 中で も

内面バ ン ドで の 補修が2 1 件 で 全体補修 の 64 % を占

め る (表- 3) ｡

4 . 信頼性 の解析

1 . 信頼性 と 故障

信頼性 と は
,

シ ス テ ム な どが 規定の 条件下 で 規

定 の 機能を 遂行す る確率 に よ り 表 さ れ る特性 で あ

り
,

そ の 確率を信頼度 と 定義 し て い る｡
パ イ プラ

イ ン の 故障と は
, 圧 力 , 流 量 が シ ス テ ム 内の

一

ケ

所及 び複数 ケ 所 で 指定さ れ た数値 (設計仕様) を

下 回 る こ と で
, 性能に 関す る故障と構成要素 の 故

障が ある｡

性能 に関す る 故障と は
,

シ ス テ ム に お け る用 水

需要が 設計値 を上 回 る こ と を い い
, 農家の 要求に

対 して 供給す る配 水が で き な い こ と で あ る｡

一

方
,

- 3 9 - 水 と土 第139 号 20 0 4



構成要素の 故障は
,
管

,
バ ル ブ

,
ポ ン プ の 破損 な

ど施設故障 に よ り 配 水 で き な い 状態 の こ と を い

う｡ 本解析 で は, 管路 の 施設故障を対象 と し た｡

信頼性 は
, 故障 (漏水事故) の な い 状態で ある ｡

製造業 に お け る 不良品 ( 故障) の パ タ ー ン は
,

図一6 で 示すバ ス タ ブ カ
ー ブ の 変化を表す こ と が

知ら れ て い る2)
｡

パ イ プ ラ イ ン シ ス テ ム に こ の 考

え を 導入 す る と
､ 初期故障期 は ､ 充水作業や 試験

通 水時点で 発 生 す る 漏水事故 で
､ 偶発故障期 は ､

供用中の 水撃庄 な ど で 突発性 の 要因 で 起きる 漏水

事故 で
､ 偶発故障期 は

､ 継 目 の 劣化 や管自体 の 寿

命 に よ る 漏水事故 と い う よ うなイ メ
ー

ジ に なる と

考え ら れ る ｡ こ の た め
､ 対象地区 は漏水事故 (故

障) が3 件
～

4 件 で 推移 して い る こ と か ら
, 現時点

で は偶発故障期 で あ る もの と 思 わ れ る ｡ な お
, 漏

水事故 デ ー タ を継続 して 収集 し, 故障カ ー ブの 上

昇傾 向が 見 ら れ た 時は
, 信頼性 の 低 下 の 要因 を分

析す る必 要が ある｡

空

盤

題

初期故障期 偶発 故障期 摩擦 故障期

周
一

6 不良品 (故障) の 経 年変化模式 例

2 . 対象地 区の 静水頭 お よ び水撃圧 解析

M 幹線 の 漏水事故 は13 年間で 起き て い な い ｡

M 幹線水路の 第1 機場 か ら 第2 磯場及 び 第2 機場

か ら 第3 機場 ま で の 区間 は 最大 で 静水頭が 1 5 m
,

経験則 によ る水撃水頭 は15 m で 設計水頭 が30 m と

なる が (図- 7) , 漏水事故の 発生 が 見 られ な い
｡

そ れ に 対 し て
,

C 幹線 は静水頭及 び水撃水頭 は

図一8 の と お り で
,

最 大 静水頭 で 5 1 m
, 水撃水頭

3 5 m
, 設計水頭86 m で 他 の 路線と 比 較 し て 高圧 な

区間で あ る｡ こ の た め
,

1 9 件 の 漏水事故が 発生 し

て い る｡

ま た
,

支線水路 の 漏水 ケ 所 に つ い て は
,

そ れ ぞ

れ 幹線か ら支線機場 に 加圧 し て か ら 配 水す る形 で

あり , 特 に分水工 が7 ケ 所ある路線 で 4 件 の 漏水事

水 と土 第139 号 20 0 4
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故 が起 こ っ て おり
,

バ ル ブ操作 に伴 っ て の 水撃水

頭 上 昇が 漏水 に 結 び つ い て い る も の と 推測 さ れ

る｡
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図 - 8 経験則 に よ る設計水頭図 (第 3 機場 ～ 末端) (自

然圧送系)

3 . 非定常流解析

非定常流解析 と は
, 送 配水管路の 付帯施設と し

て 配 置 さ れ る 制水弁,
流 量制御弁等 の 操作 に伴 っ

て 発生 す る 非定常 な水理 現象の 解析 か ら 管路及 び

付帯施設 の 構造設計 に お ける 安全性 を検討する こ

と
,

並 び に 送水, 配 水機能が 確保 で きる よう に 施

設及 び機器の 操作等 に伴う過渡現象を解析する こ

と で
,

水撃庄 と サ ー ジ ン グの 解析 が 主 に なる ｡

本解析 で は
, 平成1 5 年度農業工 学技術研修テ キ

ス ト ｢ パ イ プ ラ イ ン 水理+ の 非定常流 解析 プ ロ グ

ラ ム を用 い 3)

,
Ⅰ土 地改良区の 管 理 用図面及 び概要

書か ら入力 モ デ ル を作成 し
,
検討を行 っ た ｡

モ デ ル 化 に 当 っ て は
, C 幹線 の 第3 機場 ～ 末端ま

で の 本線区間の 標高及 び延長に つ い て は事業誌及

び平面縦断図を基 にデ ー タ を入力 したが
,

1 号分水

ー 40
-



工 ～

6 号分水工 の 区間の う ち
,

2 号分水工 か ら6 号分

水 工 ま で の デ ー タ が なく
,

上 流 端管軸標高 と下 流

端管軸標高の 勾配 を1/ 訓 と想定 して 人力 した
｡
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1 0 C 幹線縦 断図

また
,

サ ー ジ タ ン ク を追加 し た場合 の 水撃庄 抑

制効果 に つ い て も検討 し た｡

図- 9 に示すC 幹線人力 モ デ ル の P l ～ 1 8 値 は管

路及び そ の 番号を示 し
, ○数値 は接点,

V l
～

8 は

バ ル ブ を示す｡ ま た , 図- 10 に 示すC 幹線縦断図

に は施設 と漏水状況 を記載 し た｡

4 . 水撃圧 解析結果

設計水頭が 大き い 路線 で 漏水事故が 発生 す る傾

向が 認め ら れ た こ と か ら
,

水撃庄 の 発 生 を抑制す

る こ と が漏水事故防止 に つ なが る と考え られ る ｡

シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 条件 は , 下 記の 3 条件 で 実施

した
｡

①同時刻 に各 バ ル ブ操作 を開始 し た場合 の 現状

シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン ( 図- 1 1)

②同時刻 に 各 バ ル ブ 開閉時間 を12 0 秒遅 く し た

場合 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ( 図 - 1 2)

⑨サ ー ジ タ ン ク N o . 7 7 付近 に 設 け た場合 の シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン ( 図- 13)

次 に(参③の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン結果 を示す｡

図- 1 1 の 最小最大動水位 で 囲まれ た 面積 に対 し

て ②, ⑨の 面積割合 を求め
,

数値 で 表すと 次の と

おり と な っ た｡

(彰 ( 図- 12)
…

3 1 .2 % ③ ( 図- 13)
…

4 7 .0 %

(卦は既 設バ ル ブ操作 に よ り最小 最大動水位差 を

抑える こ と が 可能 で ある こ と を示 し, (卦の 結

- 4 1 - 水 と土 第1 39 号 20 0 4



果よ り サ ー ジ タ ン ク を追 加 した 場合 で 同様 の

結果が 得ら れ る こ と が 明ら か と な っ た
｡
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1 3 パ イ プ ラ イ ン の 水理 縦 断図 ( サ
ー ジ タ ン ク1 ケ

所 N o
.
7 7 追加時)

解析 プ ロ グ ラ ム に よ り
, 条件設計 を与え る だ け

で 計算結果及び 作図 が な さ れ る た め
, 現場 の 技術

者が 施設診断や 施設改修 の 検討 を行う上 で
, 極 め

て 有効 で ある ｡

水と 土 第139 号 20 0 4

5 . パ イ プラ イ ン の 信頼性向上 の た め の 方策

水撃庄 解析結果か ら
, 漏水事故 (施設故障) を

減 らす た め に は
, 通常管理 の 中で

, 既設 バ ル ブ の

開閉操作速度 を遅 らせ る こ と が 有効 で ある ｡ 現在

の 対象地 区が 偶発故障期 で あ る と 推定 さ れ る こ と

か ら操作方法 で 対処す る こ と が
, 経費的に 安価 で

あると 思 わ れ る ｡

しか し
,

ある 時期か ら急激 に漏水事故 ( 施設故

障) 件数 の 上 昇が 見 ら れ た場合は
, 漏水 ケ所 の 補

修費が 膨大 と なる た め
,

パ イ プ ラ イ ン全 体 の 水利

機能診断を 行 い
,

シ ス テ ム の 見直 し を行 っ た 方が

経済的で あり
,

か つ 信頼度が 高ま る ｡

解析結果か ら, 安全 性向上 の 観点か ら サ ー ジ タ

ン ク を設ける こ と が 漏水事故 ( 施設故障) を 減 ら

す点 で 有効で ある と 考えら れ る ｡

実際 に管 理 を行う土 地 改良区側 で 漏水事故 ( 施

設故障) 件数の 整理 及 び発 生 ヶ 所状況 の 把握を し

て お き
, 漏水件数の 異常 が 認め ら れ る と思 わ れ る

場合
,

上 記 の よう な適切 な 予防保全 を行 い
,
重大

事故を防止 し
,

パ イ プ ライ ン の 信頼性向上 維持 に

努め る こ と が 重要で ある ｡

本解析 で は
, 水理 学的側 面か ら の 管路 の 漏水事

故 に よ る
, 信頼性の 低下 を 分析 し たが 漏水事故の

要因 に は
,
材料学的

,
構造学的 な面か ら の 分析 も

不可 欠 で ある こ と か ら, 総合的 な分析 に 基 づ く信

頼性解析の 進展が 望 ま れ る ｡

なお
, 本報文は

, 平成1 5 年度農業工 学研究所 シ

ス テ ム 技術研修 (技術解析) の 課題研究成果の
一

部 を取りま と め た も の で ある ｡
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【報 文】

特殊塗装 ライ ニ ン グ工 法 に よる コ ン ク リ ー ト開水路 の 改修に つ い て

長 嶋 滋 則
*

崎 山 佳 孝
* *

(S h ig e n o ri N A G A S E I M A ) ( Y o sb it ak a S A K I Y A 九1 A )

1 . は じめ に ･

2 . 改修工 事 の 概要

3 . 工 事の 施工

目

… ･ … 4 3

‥ ‥ … 4 3

‥ ･ … 4 6

1 . は じめ に

国営新湖 北 農業水利事業 で は
,

昭和4 0 年か ら6 1

年 に か けて 国営湖北 土 地改良事業 ( 旧事業) で 造

成 さ れ た 用水路等 の 改修 を行 い
, 用水 の 安定的な

供給 に よ る 農業経営 の 安定 を図 り, 併せ て 地 域 用

水機能 の 維持と 増進 を図 る 計画で
, 平成1 0 年度か

ら 着手 し平成1 9 年度完了 を 目指 し て 実施中 で あ

る
｡

事業 は
, 国 営農業用 水再編 対策事業 ( 地 域 用 水

機能増進型) に より計画さ れ て おり , 農業用 水路

の 改修 に つ い て は, 地 区内水路延長約17 7 k m ( 幹

線水路3 3 k m , 支線水路3 1 k m 及 び 末端支配 面積

5 h a 以 上 の 末端水路1 13 k m ) の うち , 改修水路延

長約8 7 k m ( 幹線水路3 k m
, 支線水路9 k m 及 び末

端支配 面積5h a 以 上 の 末端水路7 5k m ) を改修する

計画 で あ る ｡

本稿 で は
,

こ れ ら の 農業用 水路改修 の う ち
, 開

水路 の 改修 工 事 に当 た っ て 採用 し た新工 法で ある

｢ 特殊塗装 ラ イ ニ ン グ工 法+ の 施 工 事例 に つ い て

紹介する
｡

2 . 改修 工 事の概要

以 下 で は
,
新湖 北事業で の 改修基準 の 考 え方 と

,

こ れ ら の 水路改修の う ち , 改修工 法 の
一 つ で ある

特殊塗 装 工 法に よ る ラ イ ニ ン グ工 法 に つ い て 施 工

に当た っ て 検討 した 内容 に つ い て 述 べ る ｡

( 1)改修の 考 え方と 改修基準

本 地 区の 水路施設 は 昭和4 0
～

5 0 年代 に 築造 さ

書

東海農政局新矢作川用水農業水利事業所 (T el . 056 6- 74- 732 7)
* *

近畿農政局淀川水系土地改良調査管理事務所川代ダ ム 管理所

(T el . 079- 596- 090 5)

次

4 . 改修後 の 評価 ･ …

5 . お わ りに

‥ ‥

4 9

･ ･ ･ ･

4 9

れ , 既 に 25 ～ 3 5 年近 くが 経過 し て い る｡ 水路形態

は ほ と ん どが 開水路で あ り, 特 に 湖 北 地 方 に お け

る 冬季 の 多雪
,

凍結等の 自然 ･ 気象条件 に より ,

劣化 の 進行 は 管水路 や 暗渠部 に 比 べ て 進 ん で い

る ｡

一

方 で
, 本地区の 開水路 の 劣化 に 対す る地元

営農関係者か ら の 評価 は
, 外観 よりも む し ろ 近接

ほ 場 の 湿潤状態等 ,
漏水問題 が 多く を占め て い る ｡

こ の よう な 状況か ら
,

本地 区 で は平成11
～ 1 2 年

度 に お い て 水路施設 の 一次診断調査 (標準調査)

を 実施 し て お り , 本調査 結果 を基 に 独自の 改築 ･

補修判断基 準 に従 っ て 対象部位 を抽出 し,
工 法 を

使 い 分 け て 改修 を実施す る計画 で あ る
｡

図- 1 に
, 本地 区の 調査 ･ 診断 ･ 工 法 の 選定 フ

ロ
ー

を示す｡

改修の 判断基準 と して は
,

コ ン ク リ ー ト構造物

の 劣化 の 程度が 中庭 ～ 大 き い 場合 は
, 補修 ･ 補強

あ る い は 全 面改築する こ と と し
, 劣化程度が 少 な

い 場合 は
,

そ の まま存置する こ と と した ｡ 存置す

る場合 の 判断基準 は次の と お りで あ る｡

ア . 無筋構造 の 場合

･ コ ア の 圧 縮強度が 設計基 準強度以 上 あ る こ と

･ 化学的劣化探 さ を考慮 した と き の 断面寸法 で

耐力上 聞題 が な い こ と

イ . 有筋構造 の 場合

･ コ ア の 圧 縮 強度が 設計基準強度以 上 あ る こ と

･

化学的劣化深さ を考慮 した と き の 断面寸法 で

耐力上 聞題 が な い こ と

･ 鉄筋 に発錆が な い こ と ( 中性化 の 進行状況も

併せ て 確認する)

･ 塩害ヤ ア ル カ リ骨材反応が 認め られ な い こ と

改修工 法と して の 全面改築 は従来か ら既 設と 同

一

材料 に よ る 再構築が 行 わ れ て き たが
, 近年,

リ

- 4 3 - 水 と土 第139 号 20 0 4



調査 ･ 診断 ･ エ 法選定フ ロー( コンクリート開水 路) ‥鉄 筋コン クリート構造

H l l 年度
施設 機能調 査 検討

実施 設計

H 1 2 年度

基本設盲十

査 不 要, 経過槻零
和明壬が必手な区間 の 有

｢

標
準
調
査
か

ら
重
大
な
欠
陥
が
指
摘
さ
れ

､

"詳
細
調
査
を
省
略
し

て

改
築
す
る
場
合

1
+

詳細調査に基づく評価

1) 桝造 ･ 漏水防止捷能評価

(基準 第4 手を参照)茎

2 ) 通水機 能評価

(基準 案5 章を参照) 堂

( 別紙他紙評価 シートl こ よる)

補 遺
･

漏水防止

梯 能評価 の合計

が 3 0 点未 満及び

通 水機能 評価で

C

.
D ラ ン クの鳩舎

詳 細調査 結果を

基にその他 の 判

定項 目に対する

補修を計画

.目地補修 工 法

(白地コーキン グ)

桝 造 ･ 漏 水防 止捷

舵 評価の補 修
･

補

強 評価 ､ 改集評 価

に て②補 強 ､ ③④
改 築に該 当する鳩

横 道安定 櫨能 回

エ 法 の計画

改築
⊥ 補強 ｢

l リプ レイス

ノ

l

図 -

1 調査 ･ 診断 ･ 工 法選定 フ ロ
ー

し榛着 工 法

2

.断面 の 増加 工 法

サ イ ク ル ヘ の 取り細. み が 社会全般 に お け る 大き な

課題 と な っ て お り,
こ の よ う な背景 か ら , 既設構

造物を補修又 は補強 し再利用す る工 法 が 主 流と な

り つ つ ある
｡ 本地区に お い て も補修 , 補強工 法を

改築の 基本 と し て い る ｡

補修又 は 補強 の 工 法 は 図- 2 の よ う に大別さ れ

る
｡ ( 設計 水路工 P6 6 9)
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構造
･

漏水 防止機

能評価 の補修
･

補

強評価 に て ①補修

に該 当す る鳩 舎

_
+

漏水防止機能 回

1.表面処理 工 法

2

.
クラッ ク補体 工 法

3 月地神♯ 工 法

単独か

単数

1一接着 工 法

(銅板 ､ F R P M 板)

2_断面 の 増加 工 法

3

.
表面処理 工 三去

(特殊塗装)

4

.水路壁嵩 上 げ エ 法

5

.
ク ラ ッ ク補修 工 法

(∪カッ ト)

6.目地絹昏工 法

( 目地 コーキ ン グ)

上 古己の 内1 工 法を選

択する

総合判定

エ 法
･

範囲決定

通 水機能評 価 の

A . B ラン クの場 合

通水機 能回徒 工

法の計 画

法工げ

法

上

工

嵩

理

壁

処

路
-

内

水

丘

組合せ

左紀 工 法を組合わ

せる

工

法
の

比

較

検

討
･

選
定

エ

法
の

決

定

技術検 討会

※基準 = 新湖 北 に 期) 農業水利事業開水路 改修設計基 準

T
ト
[

-
ヒ

法

法

工

工

修

畠

補

補
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表面処理 工 法

i生入工 法

充填工 法

部分交換工法 ( 増筋
,
増 コ ン クリートを含む)

その他 の 工法

錮板 , 炭素繊維等接着工 法

プ レ ス トレ ッ シ ング工法

断面の増加工法

部材の増設工法 ( コ ン クリート又は 錦織維補強 コ ン クリート)

コ ン クリ ー ト部材の 交換 , 打替え

そ の 他

園- 2 補修, 補強 の 各種工 法



(2)老朽化 の 現状把握

新潮北地区で は
, 事業所内 に 設置 した 所内技術

検討会 にお い て 閲水路改修設計基準を定め て水路

改修 の 調査, 設計 に役立て て い る｡ 以下で は
, 本

基準 にお ける調査内容 に つ い て 述 べ る｡

a . 操単調香

水路 の 老朽化状況 に つ い て は
, 先 に述 べ た よう

に施設機能調査検討を平成11 年度 に行 い
, 代表的

な改修路線 に つ い て 次 の 項目に つ い て 標準調査が

行われて い る｡

1 ) 目視 に よ る海水状況

2 ) ひ び割 れ数量

3 ) コ ン ク リ
ー

ト表面 の 剥徒 ･

摩耗等 の 状況

4 ) コ ン ク リ
ー

ト表面反発硬度 ( シ ュ ミ ッ ト ハ

ン マ ー

)

た だし, 4 ) コ ン ク リ ー ト表面反発硬度 に つ い

て は調査時点 の 水路状況等 に より測定数が 少な い

た め
, 補足調査を必要と す る｡

b . 詳細詞査

改修判定 , 改修工 法 の 選定す る ため
, 実施設計

段階で 次の 詳細調査を実施する ｡

1 ) 資料収集

①現況水路施工 年度

⑧現況水路補修履歴

①, ②を収集し
,
経過年数, 補修履歴 ( 土 地改

良区の ヒ ア リ ン グ含 む) を整理 して 評価 に利用す

る｡

2 ) コ ン クリ ー ト構造物調査

前査頻度は 対象区間(標準訴査 にお ける A 及 びB

ラ ン ク の 区問) に て 1 箇所/ 5 00 m と し た ( た だ し
.

1 路線最低2 箇所調査) ｡

･①コ ン ク リ ー トコ ア採取 (JIS A l l O 7 と し, サ

イ ズ は現場条件 に より決定)

_ ② コ ン ク リ ー

トの 中性化深さ試験

⑨は つ り試験健筋腐食状況調査)

④コ ン ク リ ー トの 庄 鯨強度試験 (JIS A l lO釦

⑤付着強度試験 (補修, 補強対兼を行う場合 に

実施す る) UI S A 69 09 準用)

3 ) 補足調査

標準諦査時点以降, 実施設計時点 にお い て 劣化

状況が 進行 して い る可 能性 が あ るた め
, 次 の 補足

調査を行う｡

①漏水状況 ( 水路状況 に よ り目地を含む場合
,

含まな い 場合を対比する)

(参ひ び割 れ

⑧コ ン ク リ ー ト表面の 剥離 ･ 摩耗状況

こ れ らを再 チ ェ ッ クす る と 共 に,
シ ュ ミ ッ ト

ハ ン マ ー に よ る 反発硬度測定 ( 圧縮強度試験と

の 相関を明確 に して お く｡ 但し
,

必ず し も相関

が で るも の で は な い) を対象区間で 広範 に実施

し
, 評価 に利用す る こ とと した｡

ひ び 割 れ 程度 と 密度 ,
コ ン ク リ ー ト の 剥鮭

(摩耗) の 調査 は
,

5 00 m 程度 に1 箇所 (1 ス パ ン

9 ～ 1 0 m 当り) とした ｡ なお
, 海水豊洲定は1 路

線 に つ い て1 箇所以上 の 実測を基本と L た｡

4 ) 通水能力 (牡鹿係数) 調査

対象区間を 代表す る地点 に て 液量観瀾を行 っ て

実朝 に よ り求 め た ｡ こ の 調査も50 0 m に 1 箇所1 路

線1 箇所以上 行う こ と と した｡

本地区の 改修対象用水路 の 代表的な劣化状況を

写真
-

1 に示す｡

( 3)改修工 法の 選定

改修工 法の 選定 フ ロ
ー は 囲

-

1 の と おり で ある｡

詳細調査 の 結果 か ら
, ①構造棟能 ･ 漏水防止機

能 の 評価
,

及 び②通水機能の 評価を行う｡ こ の う

ち , ①構造機能 ･ 漏水防止機能の 評価項目 は次 の

と お りで あ る｡

1 ) 海水状況

2 ) ひび 謝れ の 程度と 密度

3 ) コ ン ク リ ー ト表面 の 剥柾 (磨耗) 状況

4 ) 鉄筋腐食や 鉄筋露出又 は か ぶ り厚

5 ) 中性化状況

6 ) 圧縮強度 (設計基準強度比)

本地区の コ ン ク リ ー ト用水路 の 劣化形態 の パ

タ ー

ン と して
,

上 記1) - 3) の 劣化状況 は 認め ら

ー

45
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れ る もの の
,

4) ～

6) に つ い て は 健全 で あ る場合

で
,

さ ら に コ ン ク リ
ー

ト表面の 劣化 に より租度の

低下 も著 しく通水機能障害が 認め られ る 区間の 改

修工 法 に つ い て 検討 した ｡

こ の よ う な 主 と して コ ン ク リ ー ト表面 の 劣化 に

伴う ｢漏水防止機能+ , ｢ 通 水機能+ を 回復す る た

め の 改修 工 法 と し て 種 々 検討 した 結果 ,
コ ン ク

リ ー ト表面 を 塗装工 法 に よ り ラ イ ニ ン グす る工 法

を採用する こ と と した｡

塗装 工 法 に は各種 工 法が あ る が , 比 較検討 の 結

果
,

コ ン ク リ ー ト 製用水路 の 改修 に 適する と の 判

断か ら
,

2 液形 ポ リ ウ レ タ ン樹脂材料 を
, 特殊 ス

プ レ
ー ガ ン に より吹付 けて 防水膜 を 形成す る工 法

(S Q S 工 法) を選定し た
｡

本工 法 の 特長 は次 の と おり で ある ｡

･ 速乾性 で あり工 期の 短縮が 期待 で き る｡

･ コ ン ク リ ー ト へ の 接着力 (付着力) が 強く層

間水密性が 高 い ｡

･ 塗膜が 連続 して 継ぎ目 が な い ｡

･ 塗 膜 の 伸 び が 良く コ ン ク リ ー ト へ の な じみ
,

追 随性が 高 い

･

硬化後の 有害物質の 溶出が な い ｡

ま た
,

本 工 法 の 標準断面 と 塗膜構成を図- 3
,

図- 4 に示す｡

匝 垂画
塗装 工

道 路

水 田

図 -

3 塗装工 法標準断面図

塗膜 構 成 講緬団

上塗材 ( 二海空ウ レ タ ン ア クリ ル亮勘胎塗料)

打 ( 二i奄型ゴ リ つ レ タ ン 糸朗 料)

2 5 爪 m ( 集塵2 0 爪｢ n 山上 )

玉 地細彗Iオ (- 海空ウ レ タ ン え 樹鵜塗札 )

下塗材 (一浪空っ レ ケ ン 系丁 ウ イ マー】

クリ‾卜

図- 4 塗膜構 成図

水と 土 第1 39 号 20 0 4

3 . 工 事の 施 工

( 1)施工 条件 と留意点

環境条件 は原則と し て 表一 1 によ る｡ ま た
, 施

工 部位 は
, 表面 を乾燥状態に 保 つ 必 要が ある｡

特殊塗装 ラ イ ニ ン グ工 法 の 施工 フ ロ ー を図 - 5

に
, 施工 状況 を 写真 - 2 , 3 に示す｡ 施工 上 の 留意

点 は
, 次の と お りで ある ｡

①洗浄工

既 設水路内面の 汚れ 及 び付着物 (泥 ･ 藻 ･ 苔

等) を高圧 水 に よ り清掃及 び既 設水路の 脆 い 部

分の 除去 を行う｡

(卦欠損部修復工

1 ) 著 し い 漏水 (湧水) 箇所 は
,
急結モ ル タ ル

等 で 処理 す る ほ か , 施工 後 に 塗膜 の 膨 らみ

が 生 じな い よ う適切な水抜 パ イ プ を施す｡

2) 欠損部及 び ク ラ ッ ク 等 は あ ら か じめ パ テ 材

に て 補修す る｡

⑨目地部修復工

既 設 目 地 部 の 空隙 に つ い て は
,

ウ レ タ ン 系

シ
ー

ル 材 に て 補修する ｡

④乾燥 ･ 清掃工

1 ) 塗装前 に コ ン ク リ ー ト表面が 水分 で 湿潤 な

場合 は
, 強制乾燥する

｡

2 ) 湿潤 の 有無に 関 わ らず ,
コ ン ク リ ー ト 表面

を清掃する ｡

⑤表面含水率測定

コ ン ク リ ー トの 表面含水率は
, 高周波容量 式

の コ ン ク リ ー ト
,

モ ル タ ル 水分計 を用 い て 計測

し
,

10 % 以 下 で ある こ と を確認する ｡

(む施工 部周辺養 生

施工 対象範囲外 な ど を汚 さな い よ う に
, 養生

シ
ー ト等 を用 い て 風 に 飛 ば さ れ な い よ う に 固定

す る と と も に 防水膜端末部 と な る 部分 に 粘着

テ
ー プ 等 を貼り付 け て 養生 す る

｡ ま た
, 吹付 け

後 に 養生 テ
ー プ等 を撤去す る場合 は

,
防水膜端

末部 を カ ッ タ
ー

等 で 縁切り し て か ら撤去する ｡

表 - 1 環境条件

項 目 基 準

天 候 降雨
,

降 雪,
強風 が な い こ と

気 温 0 ℃ 以上 で あ る こ と

結 露 ･ 氷 結 な い こ と
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壇)下塗工

下塗材 ( 一

液型ウ レ タ ン系 プラ イ マ ー

) を下

地 の 状況 に応 じて ロ ー ラ ー 刷毛
,
刷毛

,
エ ア レ

ス ス プ レ ー 等 の 用具を使 い 分け
, 均

一 に塗布す

る｡ プ ライ マ
ー

の 乾燥確認は触手 に より行う｡

⑧素地調整工

素地調整材 ( 一

級型ウ レ タ ン系樹脂塗料) に

より,
コ ン ク リ ー ト表面 の 不陸を調整す る｡

･

壇) 中塗工

中塗材 ( 二 夜型 ポ リ ウ レ タ ン系樹脂塗料) は

囲 - 6 に 示す専用塗装機 に て
,

ク ロ ス す る 方向

に, 数回付き付けな が ら 所定の 膜厚を確認し均
一 に行 い

, 作業中 は 目視観察 によ り膨 れ ,
ダ レ

表 -

2 塗装使用 材料と 使用量

†皇室 コニ撞 佐相材料 硬用 l 葛 考

欠損拓専修覆工 パ テ材 l 且 如 】
ヱ

r
四凸 の 桶昏

目地部昏首工 ウ レ タン 完 シ
ー

･ ル 材 0
.

1(】1 ノ m ∃: 曳初 空砦 工 柵lぎ

下塗 工 ー夜型 ウ レ タン 系プ ラ / マ
ー

0

.
三独g

/印 皇
■

= ン ク L
l

- トと魯瞭

の頑着

素地調繋 工 - さ夜型 フ レ タ ン 系世｢鴫塗料 】･O k g 加
2

コ ン クニ
r- ト表 面の

下!泰平葱

中塗二 二 蔽塑ポワウ レ タ ン 系耕曲 塗料 2.5 沌〆血 ライ ニ ン グ

上農 工 二 波型ウ レ タ ン ア クリ ル 系樹脂 D

.蝕宙 m
ヱ

村費外線保護

塗料

端部処理 工 ウ レ タ ン 系 シール 木7 0 . 0 1 U ln 塗躾の はがれ防止

下地処理 の 確認

施工蔀周 辺 の 養生

プ ライ マ
ー

･ 塗布

素地 蘭整材料 吹付

中塗材料吹付

上 塗材料( ト ッ プ コ ー ＼) 味付

養生 材の 撤去

端 部処 理 ( コ ー キ ン グ)

完了

図 一

5 特殊塗装 ライ ニ ン グ工 法 の 施工 フ ロ ー

等 の 確認, 指触 に よ り べ た つ き等の 異常の な い

こ とを確認 しなが ら施 工 す る｡ なお , 吹き付け

作業距離 は
.
0 .8 皿 ～ 1 .2 m を標準とす る｡ 既 施工

防水膜 と の 継ぎ手部は, 重ね幅を1 0 c m 以 上 と

し
,

入念 に横着させ る｡

⑩上 塗工

上 塗材 ( 二 液 ウ レ タ ン ア ク リ ル 系樹脂塗料)

を均 一 に塗布す る｡

⑪端部処理 工

塗裳面端部は
, 端部処理 を行 い 塗瞑 の は が れ

を防止する ｡

塗装使用材料及び 使用量 に つ い て は 表- 2 の

とおり｡

写真 - 2 塗装 プ ラ ン ト
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写井 - 3 塗装吹 き付 け状 況
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エ ア ドライ ヤ ー

電 源

エ アコ ン

プレツ サ
ー ヘ

ドラムボ ン

エ ア ー

ホ
ー ス

送液ホ
ー ス

A 液保温ホ
ー ス

A 濡

厚さ
( m m )

◎

ヒ ー ターホ ー ス

B 液

手 元ホ
ー

エア コ ン

送濾 ホ … ス

日渡保温 ホ
ー ス

温度セ ンサ
ー

ユ ニ ッ ト

図- 6 機械吹付 シス テ ム 概念図

表 - 3 塗膜の 物性試験 項目

試験項 目 規格 値

引 張 強 さ 7 35 N / c m
2 以 上

破 断 時 の 伸 び 2 3 0 % 以 上

データ数

一 管理基準値 一 規格値 丁 実測値
■

図 - 7 塗膜厚 の 施工 管理状 況例

(2)施工 管理 の 状況

施 工 管理 は , 下 記 に よ り管理 した ｡

1 ) 塗 装工 の 出 来形管理

管理 基準 は 次 に示す と お りと し
,

塗 膜厚 の 測

定基準 は, 施 工 延 長50 m に つ き1 箇所/ 3 点の 剖

･ 合 で 測定 し, 5 0 m 未 満 の 区間 に つ い て は , 2 箇

所測定する こ と と した ｡

･ 設計厚 2 .5 m m

･ 管理基準値 ＋ O m 皿

･ 規格値 - 0 .5 m m

2 ) 塗装工 の 塗膜品質管 理

水 と土 第1 39 号 20 0 4 - 4 8 -

塗 膜の 品質管理 は
, 施工 面積 お お む ね5 00 m

2

に つ き 1 箇所 の 割合 で 検査 サ ン プ ル を採取 し
,

塗 膜厚 を 測定す る と と も に, サ ン プル の 30 % 程

度 に つ い て 工 場 にて 物性試験 を実施す る こ と と

した ｡

物性試験項目は
,

表- 3 の と お り で ある ｡

施 工 管 理 の 状況は お お む ね 良好 に推移 し
, 特

に塗 膜厚 に つ い て は 図- 7 の よ う に予想 以 上 に

良好 な管理 が で きた｡

なお
,

塗膜厚 は 針貴人式膜厚計 を用 い て 測定

した ｡ 測定状況を 写真 - 4 に示す｡



写真 一

4 塗膜厚 の手則定状 況

4 . 改修後 の 評価

本地区 で は
,

工 事着手前 に 代表的な3 地点 で 流

速, 水路勾配 , 通水断面を実測 し, 粗虔係数 n を

推算 した ｡ 次 に
,

工 事完了後に 同
一

地点 で 同様 に

租度係数n

■

を求 め た結果, 2 0 ～

1 2 0 % の 租度係数の

改善が み られ た ｡ 本結果よ り
,

メ
ー カ公表億0 .01 0

に 対 し
, 平均0 .0 1 1 を得た｡ 本億 は

,
コ ン ク リ ー ト

の 標準値0 .0 1 5 に 比 べ て 十分に 満足 で きる 数値 で あ

り, 設計採用値0 .0 12 の 妥当性 が 検証 で きた ｡ その

結果を表- 4 に示す｡

な お , 本塗装 工 法 で は
, 塗膜材料が 火炎 に対 し

て 延焼性が ある と い う弱点を有する ｡ 強 い 延焼性

は なく, 時間の 経過と と もに 自消する が , 特 に 閲

水路脇の 畦等 の 野焼き に は 十分な注意が 必要 で あ

る (写真
- 5) ｡ 本地区に お い て も注意喚起 の 立看

板等 で 農家 へ の 啓蒙を図 っ て い る と こ ろ で ある

(写真- 6) ｡

5 . お わり に

老朽化水路 の 改修 工 法 の
一 つ と して 注目さ れ て

い る 特殊塗装 ラ イ チ ン グ工 法の 施工 事例 に つ い て

紹介 した ｡

近年の 農業農村整備事業 で は更新事業が主体と

な っ て き て お り
,

ラ イ フ サイ ク ル コ ス ト の 低減及

び 環境 と の 調和 へ の 配慮 を 考慮 した 事業実施を主

眼と して 進 め る 必要が あ る とと も に
,

コ ン ク リ
ー

ト ガ ラ 等廃棄物 の 発生 を抑制する な ど
,

環境負荷

の 少 な い 新技術 ･ 新工 法の 採用が 望まれ て い る ｡

当地区に お い て も, 特殊塗装ラ イ ニ ン グ工 法を始

め
, 様 々 な新技術

･

新 工 法を積極的 に 導入 し
,

様々 な現場条件 に対応で きる よう努め て い る ｡

表
-

4 粧度係数の 現況と 改修後 の 比 較

l 地点P k

l

暗 X 高さ
現況紐皮 改修凄粗度 粗度改蓉率

( 1- n / n
l

) × 1 (】0

備考

1 1 1 4 0 0 : ( 8 5 0 D , 0 加 0.() 0 9 1 2 2 弘 長方形水路

2 8 0 :く 5 () D D . 0 1 6 0

.
0 1 8 2 3 ‰ 台形水路

3 1 2 O X 5 5 D D
.
0 1 8 q

.
0 1 2 5 0 % 長方形水路

写真 -

5 水路天満の 塗膜延焼 状況

写真 -

6 野焼き等 へ の 注意看板

以 上
, 今後の 特殊塗装 ラ イ ニ ン グ工 法 の 採用の

検討 に際 して
,
少 しで も参考 にな れ ば幸 い で ある｡
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･ 設計 ｢水路 工+

( 農林水産省農村振興局)
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1 . は じめ に

農業用 利水施設 は
,

こ れ ま で 土 地 改良事業 に よ

り計画的に整備さ れ て き た が
,

築造複数十 年を 経

過 し, 経年変化や 特殊 な環境条件等 によ り順次更

新事業 を迎 え つ つ ある ｡

更新事業 の 対象施設 は今後増加 を続 け
,

2 0 1 0 年

頃 に ピ ー ク を 迎 え る こ と と な り
,

重要 な社会的資

本 ス ト ッ ク と して どの よう に維持保全 して い く か

が 重要 な課題 と な っ て い る
｡

そ こ で
,

近年 にお ける更新事業に お い て は
,

ラ イ

フ サイ ク ル コ ス トを考慮 した
,

既存施設の 改修や 補

修によ る長寿命化が有効な 選択肢と な っ て きた｡

こ こ で は
,

そ の
⊥

例 と して 白川 国営造成 土地 改

良施設整備事業 に お い て
,

平成1 4 年度 に実施 した

西高峰頭首工 改修工 事 の 中か ら コ ン ク リ
ー

ト補修

に つ い て 報告する
｡

2 . 概 要

( 1)白川 地 区国営造成土 地 改良施設整備事業の 概要

白川 地 区は
, 山形県 の 西 南部に あ る置賜 盆 地 の

西 北 部 に位置 し
, 長井市他2 町 に ま た が る4

,
6 5 h a

の 水田 を中 心 と した 農業地 帯で あ る ｡

か ん が い 用 水 は白川 ダム ( 特定多目 的ダ ム) の

他, 白川 , 犬川及 び黒川に 依存 し
, 国営白川土 地

改良事業 ( 昭 和4 4 年度 ～ 昭和62 年度) によ り造成

さ れ た 取水塔や 頭首 工 か ら 取水 して い る ｡

こ れ ら取水塔, 頭首工
, 幹線用水路 , 及び用水

管理 施設 は
, 供用 開始か ら2 0 年余が 経過 し電気設

*

東北農政局 寒河江川下流農業水利事業所

(T el . 02 38- 84- 6 10 1)

水と 土 第139 号 20 0 4

5 . 調査 ･ 診断の 総括

6 . 補修設計

7 . 補修工 事

8 . お わ りに

… ‥

5 5

‥ ･ ･ ‥

5 5

‥ ‥ ‥ … ･ ･ ･

5 6

･ … ･ ･ … ･

5 6

備や 機械設備 を 中心 に老朽化 が 進ん で き た の に加

え
, 水路 や頭首工 等 コ ン ク リ

ー

ト構造物 の 劣化も

著 しく な っ て お り, 施設 の 管 理 運 用 にあ た っ て 多

大 な労力 を 費や す な ど
, 施設管理 に 支障 を来 た す

よ う に な っ て い た ｡

白川 国営造成土 地 改良施設整備事業 で は
, 特 に

老朽化 が著 し い 国営造成施設の 改修を行う こ と に

よ り施設 の 機能 を回 復 し
, 農業用 水の 安定的確保

及 び維持管 理 費の 軽減 を 図 り
,

農業経営 の 安定に

資す る こ と を 目 的と して , 平成12 年度に事業を開

始 し, 平成16 年度事業完了 に向 け て 鋭意 工 事 の 進

捗 に努め て い る と こ ろ で あ る ｡

(2)西高峰頭首工 の 概要

西 高峰頭首工 は, 本地 区の 水源 で あ る白川 ダム

に 貯留 され たか ん が い 用 水 を
,

白川 沿岸の 1
,
6 8 8 h a

の ほ場 へ か ん が い 用水を供給する た めの 取水施設

で あり
, 径間2 7 .7 m の 転倒式洪水 吐 ゲ

ー

ト1 門 と
,

径 間6 .5 m の 引 上 式土 砂吐 ゲ
ー

ト を有する 堤長3 8

m の フ ィ ク ス ド タ イ プの 頭首工 で ある ｡

こ の 頭首 工 地 点 は
, 東北 で も有数 の 積雪寒冷地

帯 で あ る 山 形県飯 豊 町 の 山 間部 で あ り ,
コ ン ク

リ ー ト に と っ て は過酷 な 凍結融解が 作用 す る気象

条件 で あ る こ と に 加 え て
, 前歴 事業 の 初期 (S 4 6

年) に築造 さ れ た構造物 で あ る た め
,

コ ン ク リ
ー

ト打設後3 0 年余を経過 し, 本地 区の 施設 の 中で も

と りわ け劣化が 顕著 に現れ て きて い た ｡

状況 と して は
, 堰柱等外気に 露出 し て い る 部位

は ク ラ ッ ク
,

ス ケ ー リ ン グ ( 浮き)
,

欠損が 現 れ

て い る ｡ ま た
,

エ プ ロ ン 等流 水 にさ ら さ れ て い る

部位 は , 磨耗 によ る コ ン ク リ ー ト厚 の 減少が 著 し

く な っ て い る｡

- 5 0 -



写真 -

1 西高峰頭首 工全 景 (補修 前)

1 3 . 劣化の 要因

一

般的に
, 頭首 工 の 耐用年数は50 年と 言 わ れ て

い る が
, 本頭首工 は3 0 年余 で著 し い 劣化 が 表面化

して きて い る ｡

エ プ ロ ン や , 魚道等 の 流水部 の 磨耗 は
, 転石 に

よ る衝撃 や流砂 に よ る磨り減りで あ る こ と に疑う

余地 はな い が
, 堰柱部や 護岸擁壁の ク ラ ッ ク や ス

ケ ー リ ン グ を誘発 し て い る 要因は , その 劣化 の 症

状や 寒冷な気象条件か ら考え る と凍結融解 に よ る

凍害で あ る可能性 が 高 い も の の
,

そ の 他 の 可 能性

も完全 に は否定で きな い
｡

よ っ て
,

工 法を定 め る に あ た り以 下 の コ ン ク

リ ー

ト品質 に係 る試験 に よ り確認を行 い
, 判定す

る こ とと し た｡

( 1)塩害

①試験方法

本頭首工 は ,
コ ン ク リ ー ト中の 塩化物総量規

制以 前 の 構造物で あ る こ と か ら
,

塩害 の 可能性

を判断す る た め 塩化物イ オ ン 量を試験 に より求

め た
｡

試験方法はJ C I - S C 4 ( コ ン ク リ ー ト構造物 の

腐 食 ･ 防食 に 関す る 試験方法な ら び に 盈準

(案)
, ｢ 硬化 コ ン ク リ ー ト 中に 含まれ る塩分 の

分析方法+ , 日 本 コ ン ク リ ー ト工 学協会) に基

づ き実施 し た
｡

また
,

調査サ ン プ ル は
, 塩害が 生 じる 可能性

が 高 い 道路側の 操作台
,

左岸側堰柱及 び左岸側

擁壁 か ら ¢7 5 皿 皿 の コ ア を 採取 し た ｡

なお
,

計測 し た 塩化物 イ オ ン 量 は ｢ コ ン ク

リ ー ト構造物
_
の 維持管理指針 (案)+ ( 土 木学会)

を参照 し下 表 により評価 した ｡

表 - 1 塩化物イ オ ン量 の 評価

評価 詞査結果

G l
二
鉄方針立直の 壌化物イ オ ン 重力 0

.
6 k♂ m

3

未満であ る｡

G 2 鉄拓位置 の +宜化物イ オ ン 丘力 0
.
6 k♂ m

ユ

以上 1. 卿 n
ヨ

であ る｡ l

G 3 鉄筋(立置の 塩化物イ オ ン 量カ 1.2 k〆m
3
以上であ る｡

②試験結果

塩害は
,

コ ン ク リ ー ト中に 一

定量以上 の 塩化

物イ オ ン が存在す る こ と に よ り鉄筋 の 腐食 が 促

進さ れ , 腐食生成物 が体積膨張 し コ ン ク リ ー ト

にク ラ ッ ク や ス ケ
ー

ル を ひ き起 こ したり
,
鋼材

の 断面減少 に よ り構造物 の 耐荷力 が 低下 す る 現

象 で ある｡

今回の 試験結果は
,

下 表 の 如く簸て の 調査位

置 で G l 評価で あり塩化物イ オ ン量 は規定値を 下

回 っ て い る こ と か ら
,
塩害 で は な い と 判定 した ｡

衰 -

2 塩化物イ オ ン 量 の 試験結果

戸河童箇所 塩化物イオ ン 皇 ( k g/ m
=l

) 評価

操作台 D

.
2 0 G l

左岸領 囁桟 0 , 0 2 G l

左岸佃 擁壁 0 . 1 6 G l

(2) ア ル カ リ 骨材反応

(丑判定方法

ア ル カ リ骨材反応 に よ る劣化は
, 骨材中 に含

まれ る あ る種 の 鉱物 が コ ン ク リ ー ト中の 高 い ア

ル カ リ 性の 水溶液 と 反応 し ア ル カ リ シリ カ ゲ ル

が 生成され
,

それ が 吸水膨張す る こ と に よ り異

常な膨張や そ れ に伴う ク ラ ッ ク を発生させ る現

象 で あ る｡

よ っ て
,

ア ル カ リ骨材反応 に よ る劣化 の 有無

は
,

ア ル カ リ シ リカ ゲ ル の 有無 によ り判定する

こ と と し, 確認の 方法 は反応 生 成物 の 形態 と 組

成が 表- 3 (｢ ア ル カ リ骨材反応の 診断+ ( 小林 一

輔
･

丸 章夫
･ 立松英信 共著) よ り) に示す

典型 との 対比 により行 っ た｡

なお , 現場 か ら 採取 した 反応生成物の 形態及

び親戚 の 確認方法は
,

走査電子顕微鏡 (S E M ) ,

及 び エ ネル ギ ー

分散型Ⅹ 線分析装置 (E D S) を

用 い た｡

ま た
, サ ン プ ル は

,
亀甲状の ク ラ ッ ク が 発達

し て い る
, 左岸堰柱 (左岸側) , 左岸埴柱 ( 下

流側)
, 右岸堰柱 ( 下流側) か ら 渉出 し て い た

- 5 1
-
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表 - 3 反応生成物 の 典型例

区分 ① ② 丑

典型的形態

主要成分

範囲

( 重 量% )

Si O 2 : 餅)
～

9 0 Si O 2
: 3 5

～

7 5 Si O 2
: 4 5

～

7 5

N a 2 0 : 5
～

3 0 N a 20 : 3
～

1 5 N a2 0 : 1 0 以下

E 20 : 5
～

3 0 K 20 : 3 ～ 1 5 E 2 0 : 1 0
～

2 5

C a O : 5 以 下 C aO : 1 0
～

5 5 C a O : 1 0
-

3 0

組成タイ プ
アル カリー

シリカ型 アル カリ
ー

カル シウムー

シリカ型

アル カリーカル シウムー

シリカ型( E 濃度大)

骨材 の特徴
火 山岩系骨材

堆積岩系骨材

白色 の 物質を採取 した ｡

②判定結果

調査箇所 に お ける 溶出物 の 成分及び 形態表を

表
-

4 に示す｡

表- 3 と比 賛 した 結果, 類似した もの は無く
,

溶出物の 主成分は
,

C a O ( 酸化 カ ル シ ウ ム) で

あり,
ア ル カ リ骨材反応 の 主生 成物 で ある ア ル

カ リ シ リ カ ゲ ル は
, 認め ら れ なか っ た｡

表 - 4 形態及 び親成 の 調査結果

調査箇所 渉出物写 真 S E M 写真 化合物 重量( % )

左岸堰柱

(左岸側)

Si O 2

N a 2 0

E 2 0

C a O

合計

1 .5

1 .1

0 .3

8 3 .7

8 6 .5

左岸塔柱

( 下流側)

Si O 2

N a 20

E
2 0

C a O

合計

0 .8

1 .1

0 .4

9 3 .4

9 5 .S

右岸堰柱

( 下流 倒)

SiO 2

N a 2 0

E 20

C a O

合計

3 .0

1 .5

0 .6

9 0 .0

9 5 ユ

水 と土 第139 号 20 0 4
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また , 補足調査 と して コ ア を採取 し観察 し たが

骨材 に 異常 は認 め ら れ ず, ま た圧 縮強度試験 に お

い て も建設当時の 設計基 準強度 を満 た し て い た｡

更に
, 建設当時の コ ン ク リ ー トに使用 し た骨材

の 出所 に つ い て 調査 した と こ ろ ,

一

級河川 最上 川

水系の 野 川 の 川 砂利 を使用 し て い た こ と が 判明 し

た ｡ こ の 地域 で は
, 近年ま で 殆 どの コ ンク リ ー ト

が こ の 川の 砂利 で 製造 さ れ て い た が
,

現在 に至 る

ま で ア ル カ リ骨材反応 に よ る コ ン ク リ ー ト の 劣化

は報告 さ れ て い な い
｡

こ れ らの 結果 に よ り,
ア ル カ リ骨材 反 応 に よ る

劣化 で ほ な い と判定 した｡

(3) 中性化

(丑判定方法

中性化 の 判定 は
,

フ ェ ノ
ー

ル フ タ レ イ ン1 %

溶液 (JIS E 8 79 9) を は つ り面 に塗布 して 確認

し た
｡

こ の 溶液 は
,

P H 8 .3
～ 1 0 .0 以 下 の 部分 で

は 無色 で
,

P H l O 以 上 で 里 色反 応 を示 し
,

赤色

に着色す る性質が あ る た め
,

こ の 呈 色反応 を示

さ な い 無色 の 部分 の 深 さ ( m m ) を測定 し中性

化深 さ と した
｡

調査箇所 は
,

上 流側導流 壁 (右岸側側面) 及

び 右岸側護岸 ( 上流 側) を各5 箇所 と した ｡

また
,

計測 した 中性化探 さ は ｢ コ ンク リ ー ト

構造物の 維持管 理 指針 (案) + ( 土 木学会) を 参

照 し下 表に よ り評価 した
｡

表- 5 中性 化深 の 評価 基準

評 価 調査結果

G l 中性化 深さがかぶ り の 1 / 2 未満である

G 2 中性化深 さがかぶ り の 1 / 2 以上で あるが
, 鉄筋位置まで達 L て い な い

G 3 中性化深 さが鉄筋位置まで達して い る

②調査結果

中性化 は
, 大気中の 二 酸化炭素が コ ン ク リ

ー

ト 内 に侵 入 し炭酸化 反 応 を 起 こ す こ と に よ っ

て
,

コ ン ク リ ー ト中の P H が低 下 す る現象 で あ

る ｡

P Ⅲ が 低 下 す る こ と に よ り鉄筋 の 不動態皮膜

が 破壊 さ れ
,

水分と 酸素 の 供給 によ り鉄筋腐食

が 進行 し
,
錆 によ る体積膨張が コ ン ク リ

ー

ト に

ひ び割 れ や剥離現象 が現 れ て く る｡

本頭首 工 の 調査結果は 表 - 6 に 示す如く で あ

る が
, 中性化は 殆 ど進ん で お らず全て G l の 評価

と な っ て い る｡

よ っ て
, 鉄筋及 びそ の か ぶ り部は 高 い ア ル カ

リ 状態 に保 た れ て お り
, 中性化 に よ る劣化セは

な い と判定 した ｡

なお
, 表中 の 最小 か ぶ り は鉄筋探知機 によ り

測定 した値 で あ る

表 - 6 中性化深 の 調 査結果

粛査箇所
中性 化深 さ各測定値( m m ) 中性化

深 さ( m 】n )

最′
川 ゝ宗り

( m m )
評価

1 2 3 4 5

上流側導流壁 0.0 0.0 0. 0 0.0 0,0 0.
0 7 1 G l

右岸側護岸上流側 3
.
0 2

.
0 0

.
0 3

.
0 1

,
0 1.8 7 0 G l

(4)劣化要因判定

以 下 によ り
,

本頭首工 の ク ラ ッ ク や ス ケ ー リ ン

グ等劣化現象は凍害で ある と判定 した
｡

･ 塩 害,
ア ル カ リ 骨材反応

,
中性化と も劣化外力

で ある 可能性 は極 め て 低 い ｡

･ 図- 1 の 如く頭首工 の 所在地 は , 冬季間頻繁 に

凍結融解が 作用 して い る と 考え ら れ る
｡

･ 凍結融解作用 を受けや す い 堰柱等突出 して い る

部位 に 劣化現象が 集中 して い る ｡

(

0

し

相

′
､

+

淋

3 5 7 9 1 1 13 1 5 1 7 19 2 1 2 3 2 5 2 7 〔日)

園 - 1 頭 首工 地点 に お ける2 月の 気温

4 . 外観調査

( 1) 外観調査の 概要

本頭首工 の 劣化調査は
, 補修工 事実施 の 約2 年

前 に 実施 して い る が
, そ の 際 以 下 の 様 な 問題 が

あ っ た ｡

当該時点で は
,

河川 の 締切りや 大塩模 な足場 の

設置が 出来 な い た め
, 川 道内 に位置す る エ プ ロ ン

の 磨耗量測定や
, 高所 に お け るク ラ ッ ク の 幅や 長

さ
,

ス ケ ー リ ン グ の 厚 さ や 範囲が 直接測定出来 な

か っ た ｡ よ っ て 大半 の 部分が 目 視 に よ る概略調査

とせ ざるをえ なか っ た
｡

更 に, そ の 時の 調査結果 に よ り本頭首工 の 劣化

グ レ
ー ドは

, 平均的に は進展期後期 で あ るも の の
,

部位 に より加速期と 判定 さ れ た もの もあり , 劣化

が 更に 進行 して い る 可能性 が 高 い ( 図- 2 参照) ｡

よ っ て
, 補修 工 事直前 に再度詳細 な調査 ･ 診断

を実施す る こ と と した ｡
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以 降 に記載する 調査内容 は
,
補修 工 事直前 に実

施 した もの で あ る｡

切

紙
紬

稚

かぶ り

表面 ス ケ
ー

リ ン グ

ト
ぜ

雀
卓!

e

嘉
軌状蝶状肋

W状 状腰Ⅳ

凍鎗取堺田歎

潜伏舶 達哉柑 加速期 劣化舶

周 一

2 凍害劣化 過程概念 図 ( コ ン クリ ー ト標準示方 書

〔維持 管理 編〕, 土 木学 会より)

(2)調査内容

施工 規模及び 工 法 を確定す る に あた り , 頭首工

全 体 を対象 に以 下 の 変状 に つ い て 調査 を行 っ た｡

① ク ラ ッ ク

ク ラ ッ ク 幅0 .2 m m 以 上 もの を対象 に 幅
,
長 さ

柵 ,
や l

且
∈

)

址

蒔
皿
m

e
甘
′

尺

+

1

h

､一一世

朋
≠

を計測 ｡

但 し
,

ス ケ ー リ ン グ
,

エ フ ロ レ ッ セ ン ス ( 遊

離石灰) の 発 生 し て い る 箇所 の 亀甲 ク ラ ッ ク
,

及 び 幅が0 .2 m m 未満 の もの は ス ケ ッ チ の み と し

た ｡

② ス ケ ー リ ン グ

打音調査 に より ス ケ ー リ ン グ範囲 を計測｡

な お , 深 さ は
,

ス ケ
ー

リ ン グ部 を は つ り取 っ

た後 に 実測｡

③磨耗

エ プ ロ ン 部 を1 m 区画 で 区切り
, 磨耗深 を計

測｡

な お
, 磨耗深 は建設当時の 設計 E L を基準 と

して 計測 し た｡

④ そ の 他

断面欠損 , 露出鉄筋 , 骨材 の 露出
,

豆 板等 の

状況 に つ い て 位置, 規模等を 計測 ｡

(2)調査 ･ 診断結果

外観調査結果 に つ い て は
,

図- 3
,

囲- 4 の 如く

調査図面に 整理 した
｡

t

声1 船
.
t 芦1

.
0

籾 . 紹 β

′ 棚 ,戸l . 0

l

I 嘲
,
坪1 ♪

カ

t 嘲 I
,
t 事〃 .良〉

乃

馳 1立法
紗

1
×

/■ l l

周 一

3 右岸側堰柱上 部 の 調査結果

左岸白岩喜Fからの冨巨那( m ) ⇒

D 1 2 3 4 5 6 了 8 9 1 D l l 1 2 1 3 1 4 1 5 1 8 1 7 1 日 ｢ 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2日 2日 2 9 3 0

磨手毛皇の表示

[ 垂麺□ 園 匿国≡国翌 国 璽国璽ヨ 祖

国一4 上 流 エ プ ロ ン の 磨耗 調査結 果
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5 . 調査 ･ 診断の 綴持

前述 の と お り
,

西高峰顔首 工 の 劣化 を促進 して

い る要因 は
, 転石 によ る衝撃 や 流砂 に よ る磨り減

りと
, 寒冷な気象条件 に よ る 凍害と考え ら れ る

｡

;東菩 は
,
i東結融解作用 に より表層 ペ ー ス トの 剥

れ
, 表面 の 荒れ , 骨材の 露出と 進み , 表面劣化 と

同時 に コ ン ク リ ー ト内部 は微細な ひ び割 れ も生 じ

さ せ る｡
こ の 微細ひ び割 れ は

,
密着 して い た骨材

と コ ン ク リ
ー

トに 界面 に生 じさせ , 表面 の 脆弱化

や 中性化を促進さ せ る
｡ 更 に劣化 が 進む と

, 鉄筋

が腐食膨張 し
,

か ぶ り部 の コ ン ク リ ー トの 浮き,

剥落現象が 現れ
, 未対策の まま放置す ると

,
や が

て コ ン ク リ
ー

トの 崩壊 に至 る ｡

本頭首工 の 凍害に よ る 劣化 は , 鉄筋腐食ま で は

至 っ て い な い もの の 構造物全体 に確認 さ れ て い る

こ と か ら, 平均的に進展期後期 の 段階で あ る と考

えら れ る
｡ 今後更に 劣化 が 進行 し た場合

,
加速期

に進み構造物の 耐力低下が危惧さ れ る よう になる
｡

進展期 と加速期を対策工 で 比 較す る と
, 進展期

にお ける 対策と し て は
, 凍害 に よ る コ ン ク リ ー ト

表面 の 脆弱化 や 中性化 の 進行 を防ぐ表面補修を行

う程度 で よ い が
, 加速期 の 場合 は鉄筋 の 腐食

,
欠

損 に よ る 耐力低下を補う た め の 補強措置 が 必要と

なり , 鋼板等 によ る躯体 の 大嵐模改修
,
或 い は躯

体 そ の も の の 更新 が 必要 と な る こ と も考え ら れ

る ｡

よ っ て
, 構造物 の ライ フ サ イ ク ル コ ス トや 重要

構造物 と して の 安全性を考慮 し
,

現時点 で 補修工

事を実施す る の が 妥当と考えた.｡

6 . 補修設計

(1) 凍害補修設計概要

凍害 を受けた 部分の コ ン ク リ ー トの 物性億 は大

きく低下 して い る場合 が多 い
｡

その た め劣化 の 程度 にも よ る が
, 凍害を受けた

箇所を取i) 換え, 水の 供給を低減する 対策が 有効

で ある｡

よ っ て
, 劣化部を除去し, 耐水性 の ある 補修材

で 充填す る こ と を基本 と し た｡

また
,

ス ケ
ー

リ ン グや 欠損等 の 著 し い 劣化が 現

れ て い な い 比戟的健全な部位 にお い て も, 凍害 に

よ る微細 なク ラ ッ ク が ほ ぼ 全体 に発生 して い る こ

と か ら
, 以 降 の 劣化を抑制す る た め頭首工 全体を

表面補修す る こ ととした｡

( 2)磨耗補修設計概要

エ プ ロ ン 部の 磨耗補修 は
,

転石 に よ る 衝撃や 流

砂 に よ る 磨り減りが 原因で あ る ため 耐久性 の 高 い

補修が 必要と な る
｡

土 地改良計画設計基準 ｢頭首工+ に記載さ れ て

い る イ エ プ ロ ン の 表面保護工 法+ に 基 づ き コ ン ク

リ ー ト の 品質を向上 さ せ る工 法を検討 し た が
,

高

強度 コ ン ク リ
ー

トを5 0 c m 以 上 の 厚 さ で 置換え る

と し た 場合
, 本意首工 の エ プ ロ ン の 厚 さ は8 0 c m

で あ る た め殆 ど全部の 取壊 しが必要と なり現実的

には 困難で あ っ た ｡

そ こ で
, 高強度で 且 つ 剥離 や ひび 割れ が 生 じに

くく, 更 に コ ン ク リ ー トと の 接着力 に優 れ る補修

材で 復 旧 する こ と と した｡

( 3)補修材料

補修材 の 品質は ｢ コ ンク リ ー

トの ひび 割れ 調査 ,

補修 ･

補強指針+ ( 日 本 コ ン ク リ ー ト工 学協会)

の 第5 章を参考と した ｡

写真 -

2 凍害に よ り劣化 した右岸償堰柱上 部

- 5 5 -

写真 -

3 上流 エ プ ロ ン の 磨耗状況
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7 . 補修工 事

( 1)表面補修

①工 法及び 材料

ポ リ マ ー セ メ ン ト を 吹付 け工 法 に よ り1 r n m

厚で2 回施工 し た｡

②補修工 程

･

表面をケ レ ン
,
高圧 洗浄 (1 5 丸†P )

･ プ ラ イ マ
ー

( ケ イ 酸 リ チ ウ ム 化合物) を

4 00 g/ m
2 塗布

･

補修材吹付け,
左官仕 上 げ

(2)ク ラ ッ タ 補修

①工 法及び 材料

Ⅴ カ ッ ト によ る充填 工 法と し
, 補修材渾斗は エ

ポ キ シ 樹脂モ ル タ ル と した ｡

②補修工 程

･ 幅1 0 皿 皿 程度で Ⅴ カ ッ ト

･ 洗浄, 清掃

･

補修材を コ テ等で 充填 し整形

付)ス ケ ー リ ン グ補修

①工 法及 び材料

劣化部を は つ り落と した 後,
ポ リ ー

マ セ メ ン

トモ ル タ
_
ル を吹付け工 法 によ り充填 ｡ なお

,
補

修厚毎に以下 の 如く施工 した｡

･ 平地補修厚10 m m 以 下 ⇒ ポ リ ー マ セ メ ン ト

モ ル タノレ吹付け

･

平均補修厚10･m m
～ 40 皿 m ⇒ 厚付用 ポ リ ー

マ セ メ ン トモ ル タ ル 吹付け

･ 平均補修厚4 0 皿 m 超 ⇒ ラ ス 張 ＋ 厚付用 ポ

リ ー

マ セ メ ン トモ ル タ ル 吹付け

⑧補修 工程

･ 劣化 した 部分を ピ ッ ク ハ ン マ 等で は つ り落

し健全部を露出

･ 洗軌 清掃

･ プ ラ イ マ ー

( ケ イ 酸 リ チ ウ ム 化合物) を

4 00 g/ m
2

塗布

･ 補修材を吹付け し
,
左官仕上 げ

(4)欠損部 の 補修

①工 法及 び材料

一 般的 に
,

欠挺 の 規模 が 大き い 場合 ,
プ レ

パ ク ト コ ン ク リ
ー

ト に よ り補修す る が
, 本頭

首 工 の 欠損規模 は い ず れ も小規模 で あ っ た こ

と か ら
,

モ ル タ ル パ ッ チ ン グ工 法 に よ り補修 ｡

なお充填材料 は, ポ リ
ー

マ セ メ ン ト モ ル タ ル

と した
｡

水 と土 第139 号 2 0 0 4

②補修工 程

･

劣化 し た部分 を ピ ッ ク ハ ン マ 等で は つ り落

し健全部を 露出

･ 洗浄, 清掃

･ プ ラ イ マ ー

( ケ イ酸 リ チ ウ ム 化合物) を

4 00 g/ m
2 塗布

･ 左官作業 によ り補修材を充填 , 整形

( 5) 磨耗補修

･①工 法及び 材料

磨耗に よ る 不陸を, 左官工 法に よ り整形｡

なお
,

磨耗量の 少な い 箇所は 補修材 が 薄付け

と な る た め
,

ク ラ ッ ク 防止の た め 繊維入りの ポ

リ
ー マ セ メ ン トモ ル タ ル と した ｡

⑧補修工 程

･ 劣化部 の は つ り, 高圧 洗浄 (15 M P)

･ プ ラ イ マ ー

( ケ イ酸 リ チ ウ ム 化合物) を

40 0 g / m
2 塗布

･

磨耗部を補修材 に て充填, 整形

(6) その
ノ

他の 補修

その 他の 補修 に お い て も, 劣化部を耐水性ある

補修材 で 置き換え る こ とを基本 と して 補修 した｡

写喜
一

4 西高峰頭首工 全景 ( 補修完了)

8 . お わり に

今回の 補修工 事 に よ り, 凍害や 磨耗 に よ る コ ン

クリ ー ト の 急速な劣化 は抑止す る こ と が 出来た ｡

しか しなが ら
, 所在地の 気象条件を考慮す る と

劣化 が 完全 に停止する こ と ば考え にくく , 将来的

に再度劣化が 表面化して く る可能性 は否定出来な

い ｡

本頭首工 に お ける今後の ライ フ サ イ ク ル コ ス ト

を撒合的 に考え た 時
,

現在 の 性能が長期間維持保

ー

56 -



全 さ れ る こ と が 重要 で あり , 今 回の 補修工 事 の 結

果 は勿論 で ある が
,

今後 の 経過観察や
,

そ れ に 基

づ く適切 な 維持管理 計画等 , 施設の 管理 に 期する

部分が 大きく な っ て く る ｡

最後 に なり ま すが
,

本工 事 の 施工 にあ たり御指

導,
御尽力 い た だ い た方 々

,
ま た 今後管理 に あた

られ る 山形県
,

及 び水土 里 ネ ッ ト白川 の 方 々 に感

謝と 期待 を 申 し上 げ る と と もに
, 西 高峰頭首 工 が

将来 に亘 り か ん が い 用水 を安定供給 し続 け る こ と

を願 い
, 報告 を終わ りた い と思 い ます｡
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【朝 文】

集水ボ ー リ ン グ及 び水抜ボ ー リ ン グ洗浄 工 の 施 工事例 に つ い て

渡 部 輝 夫
* 山 田 直 美 * *

(T e r u o W A T A B E) (N a o mi Y A M A D A )

1 . は じ め に

北神 戸 地区 は兵庫県 の 六 甲山北側 に 位置 し
,

神

戸 市 ,
三 木市及 び 吉ノーr 町 の 2 市 1 町 に ま た が る

1 .6 7 4 h a の 地す べ り地域 に つ い て
, 平成5 年度よ り

直緒地す べ り対策事業 と し て
, 集水井工

, 水抜き

ボ ー リ ン グ工
, 杭打工 な ど の 地す べ り対策工 が な

さ れ て きた と こ ろで あ る｡ 平成15 年慶事業概成 に

ノ て
′

兵庫農
､

北神戸地 区

⑳

㌔♂

J

～

一
1

J

く

､

園 - 1 位置 図

- 11

】 暮l

鼻水弥

叫事

園 -

2 集水 井 ･ 水抜 ボ
ー

リ ン グ概 念図

書

中国四国農政局 農村計画部事業計画課 農村整備第2 係長

(T el . 0 8 6- 22 4- 45 11)
* 事

近畿農政局 淀川水系土地改良調査管理事務所 保全対策課 係員

水と土 第139 号 20 0 4

備え,
こ れ ま で 施工 さ れ た 集水井 工 の 集水ボ ー リ

ン グ や 水抜き ボ ー リ ン グ工 に お ける 有孔パ イ プ の

目詰まり状況調査 , そ して 対策 と して 洗浄工 を実

施 した の で
, そ の

一

連 の 施工 概要 , 効果概要 に つ

い て 報告す る ｡

2 . 調 査概要

機能低下の 確認 に あた っ て は
, 平成13 年度前半

以前 に 完成 し た 集水 井7 5 基
, 水抜 ポ ー リ ン グ

(1 J P (わ4 0 m m ) 69 箇所 に お い て
,

孔 口 の 目 詰まり

及び 湧出状況 の 確認を し た と こ ろ で ある
｡ 孔 口 目

詰まりの 確認方法 は孔 口の 閉塞状況を目視す る こ

5 段階に 区分する こ と と した ｡

巨
E 三 笥 軌

D : 称 呼 馳

G ; 讃 柑 分触

8 芸1 ～ 軌

Å : 8 軸

国 -

3 ラ ン ク 図

写真
-

1 集水 ボ
ー

リ ン グの 洗浄前 状況写 真 (集 水井内)

一 58 -



表- 1 孔 口状況 ラ ン ク表

l 孔 口 状 況 % l 孔 口 状 i兄 孔 I

区 域I A B C D E その他I A B C D E その 他l 言陰青十

市 l京 2 1
.3 6 4 .7 6 .

1 3 .6 1
.2 3.

0 7 0 2 1 3 2 0 12 4 1 0 3 2 9

野 ′ 4 .1 5 4 .8 8 .2 2 .7 1 .4 28 .8 3 4 0 6 2 1 2 1 丁3

ヒ僧 0 .0 6 4 .2 1 .9 1
.9 0

.
0 3 2

.
1 0 3 4 1 1 0 1 7 5 3

北 畑 2 0 .7 7 4 .1 3 .4 0 .0 1.7 0.0 1 2 4 3 2 0 1 0 5 8

ヒ水 1 3 .5 5 8
.
1 乙7 5 .4 9 .5 1 0 .8 1 0 4 3 2 4 7 8 7 4

格 原 3 2 .9 5 7 .9 1 .3 0 .0 0 .0 7
.
9 2 5 4 4 1 0 0 6 7 6

小ニ
`

0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 1 0 0 .0 0 0 0 0 0 3 3

芝 6 .3 8 7 .5 6 .3 0 .0 0
.
0 0

.
0 1 1 4 1 0 0 0 1 6

下 南 1 3. 2 8 6 .8 0.
0 0

.
0 0 .0 0 .0 5 3 3 0 0 0 0 3 8

善 人 0. 0 9 0 .0 0.0 5 .0 0 .0 5 .0 0 1 8 0 1 0 1 2 0

谷 口 3 0.8 3 8.5 0 .0 0 .0 0 .0 3 0.8 4 5 0 0 0 4 1 3

豊 岡 6 .7 8 7
.
4 4 .2 1 .7 0 .0 0

.
0 8 1 0 4 5 2 0 0 11 9

岡] 0 .9 9 3 .5 3.5 0.g 1 .3 0 .0 2 2 1 5 8 2 3 0 2 3 0

西 荘 1 7.5 6 7 .5 2.5 0.0 0 .0 12 .5 7 2 7 1 0 0 5 4 0

西 畑 3.8 3 7 .7 7.
5 5

.
7 4 5

.
3 0 .0 2 2 0 4 3 2 4 0 5 3

原 坂 0. 0 0.0 0.0 0.0 0 .0 1 0 0
.
0 0 0 0 0 0 9 9

東 田 0
.
0 7 4

.
6 9

.
9 7 .0 2 .8 5 .6 0 5 3 7 5 2 4 7 1

栗 畑 4 1
.
8 4 9

.
1 5 .5 3 .6 0 .0 0

.
0 2 3 2 7 3 2 0 0 5 5

沙F 8 .2 6 1 .8 1 0.9 4.5 3.6 1 0 .9 9 6 8 1 2 5 4 1 2 1 1 0

別 所 0
.
0 1 0 0

.
0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 1 3 0 0 0 0 1 3

水 7 .8 7 5 .8 11 .1 3
.
3 2

.
0 0

.
0 1 2 1 1 6 1 7 5 3 0 1 5 3

湯 谷 0. 0 3 8.5 0.0 0 .0 0 .0 61.
5 0 5 0 0 0 8 1 3

簾 3 .3 6 5
.
6 0 .0 0.0 3.3 27.9 2 4 0 0 0 2 1 7 $ 1

､

花 3 .6 9 2 .9 3 .6 0
.
0 0

.
0 0 .0 1 2 6 1 0 0 0 2 8

稔 計 1 1
. 5 7 0.3

5
.3

2 .6 3 .0 7
.
3 1 9 6 1 2 0 1 9 1 44 5 1 1 2 5 1 70 8

(孔)
5 0 0

｢
‾‾■｢

4 0 0 [-- -

3 0 0

2 0 0

1 0 0

0

(0 / 2 4) ( 0 / 8)

【【__
!呈旦〈阜哩

(18 / 3 8 3)

■ D E ランク

革 A B C ランク

(2 1 / 1 5 7)

(1 / 1 4 4) (1 0 /1 5 7) ( 6/ 1 6 2)

(1 1 / 5 4〉

5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3
( 年度)

園- 4 施工 年 度別 閉塞状況

調査 の 結果
,

全体 の 1
,
7 0 8 本 の う ち5 .6 % の 95 本

が 孔 口 の 半分以 上 ( D
,

E ラ ン ク) 閉塞 し て い る

こ と が確認さ れ た と こ ろ で ある
｡

ま た
, 閉塞率の 半分以 上5 .6 % を施工 年度別に 分

類する と 次図の よう にな る ｡

上 図 か ら , 閉塞 状況 は単純 に 施工 年度 か ら の 経

年変化だ け で は な い と 考 えら れ る ｡

ま た
,

施工 年度 ご と に対策 した 地区が 偏 っ て い る

こ と か ら , 施工 地 区 ご と の 地 質条件 な どに起因 し

て い る こ と も考えら れ る
｡

孔 口 の 閉塞物 は赤褐色 ( 赤サ ビ色) の もの が 多

く見 ら れ
, 閉塞の 状況 は孔 口 付近 の み の 付着 で 閉

塞物 を除去す ると 孔内は 良好な 状態で あ っ た ｡

こ の こ と か ら
,

赤褐色閉塞物の 形成 に は鉄細菌

が 関与 して い る と 考 え ら れ る が , 鉄細菌 が好 む 環

境等 は現在の 研究 で は 明ら か で な い た め
,

どの よ

う な環境条件の ため こ の よう な閉塞物 が形成 さ れ

るか は不明 で あ る
｡

孔 口 か ら の 湧出状況 を測定 し
, 洗浄前後 で 変化

が あ るの か 比 較 をする こ と に して い る ｡
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写真 -

2 赤褐色 閉塞物 の 顕微鏡写真

左側 : 水酸化鉄 の 粒子と鉄 細菌( g alli o n ell a f e r r u gi n e a) の 代謝産物が確認さ れた 閉塞物｡

右側 : D A P I 染色を施 し紫外線照射 に よ る 蛍光下 で は発 光が確 認さ れ た 閉塞物 ｡
こ れ は現在 も細菌が 生きて い ると 考えら

れ る｡

3 . 施エ

1 . 洗 浄範囲

前述 した5 段階 に分類 した孔 口 の 閉塞状況の D
,

E ラ ン ク と
,

D
,

E ラ ン ク の あ るC ラ ン ク に つ い て

洗浄を行う こ と と した
｡ ま た

,
ボ ア ホ ー

ル カ メ ラ

に て 孔内を観察 した A
,

B ラ ン ク に つ い て も効果

検証の た め洗浄を行う こ と と した ｡

2 . 施 工 方法

ボ ー リ ン グ の 洗浄 を 実施す る に当 た り
,

明確な

施工 基準が な い た め 文献な どを参考に 聞き取り等

を行 い
,

以 下 の よう に施工 基準を定め た
｡

･ 集水井内 に ガ ス の 発生及 び酸素欠乏が 予想 さ

集

水

井

内

の

酸

素

濃

度

確

認

設

水と土 第1 39 号 2 0 0 4

洗

浄

機

械

設

置

洗

浄

前

の

湧

出

量

測

定

洗

浄

れ る た め
,

毎 日 の 作業開始前 に 必ず探知機 に

より調査 の うえ作業 に取りか か る
｡

洗浄は
, 洗浄用高圧 ポ ン プ に より行 い

, 洗浄

前後の 孔 口の 閉塞状況及 び孔 口 か ら の 湧出量

測定を行う｡

洗浄水 は概 ね3 0Ⅰレ m i n
,

洗浄圧 力は50 0 N /
/

c Ⅱl
2

ま で と し, 洗浄中は 常時地表面を確認 し
, 洗

浄 に つ い て は 3 回行う｡

孔内に 残留物が どれ だ けあ る の か を把握す る

た め に , 洗浄時 の 洗浄水 の バ ッ ク 水を バ ケ ツ

等 で 受けなが ら残留物を採取 した 後, 残留物

の 測定を行う ｡

以 下に洗浄工 の 施工 フ ロ ー を示 して い る｡

洗

浄

後

の

湧

出

量

測

定

洗

浄

機

械

の

撤

去

洗

浄

5

日

以

降

の

湧

出

量

測

定

場

図 -

5 施工 フ ロ ー
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水格等

､ 集水井

頂
町

射

水 ボ ー リンク孔

ン㌔
ア

㌔

㌔
〆

▼

ゝ〆
ヂ

㌦

′

冬
､

∴ご
学

､′‾
こ

足

図 -

6 施工 概念図

ホ ー

ス

( 千鳥配置の場合上)

(千鳥配置の場合下)

囁

写真 -

3 洗浄状況

洗浄を行う ノ ズ ル に は ｢ 先進型+ と ｢ パ ラ ソ ル

型+ の 2 種類が あり , それ ぞれ 洗浄水 の 噴射状況

が 異な る｡

ン､
賢′

こ
衰

国 -

7 先進塾

写真 -

4 洗浄状況

先進型 は 噴射 によ り自走力 が あり ,
ス ト レ

ー

ナ ー 管内を洗浄 し,
パ ラ ソ ル 型 は ノ ズ ル 全周か ら

噴射する た め確実 にス ト レ
ー ナ ー 部を洗浄 で きる｡

ー

61 一

図 -

8 パ ラ ソ ル 型
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今回使用 し た洗浄 ノ ズ ル で ある ｡

写真 - 5 洗浄ノ ズ ル ｢ 先進型+

3 . 施工 管理

施工 管理は 目視 ･ 残留物量測定 ･ 洗浄延長検尺

の 3 項目に つ い て 行 っ て い る｡ 目視 で は孔 口付近

しか 確認 で きな い が
, 洗浄後の 効果 は 十分ある と

い える ｡

残留物測定 で は, 作業中 に孔 口 か ら 出て きた 洗

浄水を受け止め
, 中 の 残留物量を測定する ｡ 殊留

物量を孔 口状況 ( ラ ン ク) 別 にす る と 囲- 9 の よ

う にな る｡ ( 洗浄延長10 m 当り)

ラ ン ク 別の 孔数の 多少もある が , 残留物 の 量で

は バ ラ ツ キ が 多く, 明瞭な傾向は み ら れな い と い

え る｡ ま た
, 残留物の サ ン プ ル を確認す る と 先端

部や 中間部で の 残留物 は砂状 の レ キが 確認され る

(写真 - 7 参照) ｡ こ れ は 孔内洗浄時 の 水 圧 で 有孔

管周辺の 土砂を巻き込ん で きて い る と 思わ れ る｡

今回 の 集水
･

水抜ボ ー リ ン グ孔 の 洗浄 は北神戸

嘗
A B

(2 孔)(之孔)

C D

(34 孔) 伐3 孔)

園
-

9 ラ ン ク別残留物流

水 と土 第1 39 号 20〔)4

E

(1g 孔)

写真
一

6 洗浄 ノ ズ ル ｢ パ ラ ソ ル 型+

孔口付近

中 間 舌8

先 端 部

写真 - 7 残留物

地区で は初 め て の 試み で あり
,

孔内部を把捉す る

た め に ,
ボ ア ホ

ー

ル カ メ ラ によ り孔内の カ メ ラ 撮

影を行 っ た.｡ 洗浄前後 の 比戟写真 は以 下 の 通りで

あ る｡

残留物 の サ ン プ ル や ボ ア ホ ー ル カ メ ラ に よ る カ

メ ラ 撮影結果か ら機能低下 と な るよ う な残留物 は

孔 口付近 に の み 堆積 し て い る と 推察 さ れ, 孔の 先

端 ･ 中間部 に は そ れ ほ どの 堆積 は無 い の で は な い

か と 推察さ れ る ｡

洗浄後 の 写真よ り, 孔内の 残留物が 堆潰 して い

な い こ と か ら
, 残留物 の 除去 に関 し て の 効果は カ

メ ラ 撮影の 結果か ら確認で きる ｡

洗浄後 の 検尺で は, 洗亨争後 にお い て ,
ス ト レ ー

ナ ー 管が 閉塞 して い な い か 確認す るた め もの で あ

る ｡

- 6 2
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孔 口 付近

洗浄前

洗浄 後

( m 暮/ 分)

1 8 ∝氾

1 80 8

髄
故 1 ∞

ボ

10

中間部

写 真 -

8 洗浄前後 の 残留物 の 比較

洗浄に よる排水量の増加(ランク別)

先端部

△

×
× 浣 : ｡

×

♂

頂
X

* ×

Ⅹ

× ◇

◇

10 1 00 1 000 10 08 0

洗浄前 ( m 】/ 分)

囲 -

1 0 洗 浄前後 の 湧 出量 の 比 較

4 . 効果確認

施工 管理で 実施 し た残留物量の 確認 , 洗浄前後

に実施 した 孔内 の カ メ ラ撮影の 結果か ら孔内洗浄

の 効果 を考察 した ｡

ま た , 効果確認 の た め に湧出量 の 測定 を行う こ

と と した ｡ 湧出量 は 降雨の 影響を受ける 可能性が

ある た め
,

極力同 じよう な気象条件下 で 行う こ と

が 望ま し く
,

晴天 の 日 が 数 日 間継続 し た 日 と し
,

洗浄前後 と洗浄後5 日 目に郷定する こ と と した ｡

洗浄前後の 湧出量 の 変化を孔 口状況 ( ラ ン ク)

別 にす る と次 の よう にな る｡

図- 1 0 よ F) E ラ ン ク の 孔 で 洗浄後 に お い て
,

湧

出量 の 増加 が 見 ら れ る
｡

E ラ ン ク 以 外 の 孔 は 多少

の 増減が 見 ら れ る が
, 洗浄前 と そ れ ほ どの 変化 は

見 られ な い
｡ E ラ ンク は 口を塞 い で い た残留物が

無くなり
,

あ る准瞳孔内洗浄 の 効果 が あ っ た と思

わ れ る
｡

一 63
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4 . ま とめ

こ れ ら の 結果か ら推察する と , 機能低 下 と な る

目詰 ま りは 孔口 付近 の み で 発生 して おり ,
孔内で

閉塞 して い る こ と は カ メ ラ 撮影 な どか ら 考え にく

い と い え る｡ ま た
,

洗浄前後 の 湧出量や 残留物 か

ら み る と , 孔内の ス ト レ
ー

ナ
ー

( 水抜 き 孔) の 目

詰まりも なく, 排水状況 は良好 で ある と 考え ら れ

る
｡

北 神戸地 区全体 か ら み る と , 閉塞率 が 半分以 上

水と 土 第139 号 20 0 4

の 割合も5 .6 % と小 さく
,

周辺 の 家屋 な ど へ の 影響

も な い こ と か ら
, 本 地 区で は目詰 まり に よ る 機能

低下 へ の 心配 は少 な い と 考え られ る｡

今回 の 洗浄工 をす る にあた り
,

他の 施工 事例 を

調 べ た と こ ろ 集水 ボ ー リ ン グ 及び 水抜き ボ ー リ ン

グの 洗浄事例 が わ ず か し か な い こ と か ら
, 今 回 ,

調査か ら施工 ･ 効果確認ま で の 内容をま とめ て み

ま した ｡ 今後 の 他地区 へ の 参考事例と な れ ば幸 い

で す｡

- 6 4
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【報 文】

は じめ に

自然水質浄化機能を活用 した 浄化実験 に つ い て

三 浦 隆 雄
* 引 地 清 三

*

本 間 俊*

(T ak a ｡ M I ロ R A) (S e 血 王ⅠⅨIC H l) (S h u n E O N M A )
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1 . は じめ に

近年 の 環境問題 に対す る 関心 の 高まり の 中 で ,

農村地域 にお ける 水環境の 保全及 び改善 を図 る こ

と が 重要な課題 と な っ て い る｡ こ の た め 環境 に 配

慮 し
,

か つ 経済的で 多用 な機能 を 併せ持 つ 水質浄

化施設が 今求 め ら れて い る｡ 自然水質浄化機能活

用実験事業 は, 農業集落排水事業の 汚水処理施設

か ら排出 さ れ る 処理水 を
,

池
,
水路及 び植物等の

持 つ 水質浄化機能を活用す る こ と によ り,
さ ら に

きれ い な水と して排水す るた め の 実験事業 であ る｡

ま た
,

こ れ らの 施設 は効率的な水質改善 が 実現

で きる と と も に
,
周辺地域 と調和 した景観 の 形成

,

失 わ れ つ つ あ る水辺 の 希少 生 物の 保護 や ビオ ト ー

プ の 創出, 親水機能 の 発揮 と い っ た多用な効果も

期待 で き る｡

2 . 実験施設の 概要 (自然水質浄化施設)

実験施設 は た め 池と ゼ オ ライ ト水路 の 二 つ か ら

なり ,
43 .3 × 18 .4 m の 敷地内 に33 .8 × 9 .6 m の ゴ ム 製

の 速水 シ ー ト張り池を造り, その 中 に 内地2 箇所

(1 10 皿
2) と それ を取り闘 む 形 で 外地 ( 16 1 m

2) を

配置 した ｡ また
,

内地 には0 .5 m
,

外他 に は0 .7 皿 の

厚 さ で 川 砂を敷き境界 に は木柵を使用 し た｡ 浄化

植物と し て は
,

内地 に ハ ス とホ テイ ア オイ
, 外地

は ア サ ザ を導入 し
, 内, 外地水深をそれぞ れ0 .4 ,

0 .2 m と なる よ う放流水路の 高さ を 調整 した ｡

*

福島県県南 農林事 務所農村 整備 部農地計画グ ル ー プ

(■T el . 0 24 8- 2 3- 1王鵜4)
･

福島県会津 南部已ま場整備事務所 ( T e l . 02 4 2- 5 6- 3 99 0)
･

福島県会津 農林事務所企画部地域農林企画室

(T el . 0 24 2- 2 9- 5 36 9)

自然生態系浄化施設と生態系

希少生物と ビオ ト
ー

プ施設の 可能性 ‥ ･ ･ ･ … 6 8

お わ り

ゼ オ ラ イ ト水路 は U 字清5 0 0 塾 ( 内空0 .5 m X

O .6 m ) に ゼ オ ライ トを敷き詰め た 水路 で , 他 の 南

側 に動水勾配1 /2 0 0
,

延長5 0 .2 m で 設置 し, 末端 は

放流水路 に接続 し た
｡ 以 下囲- 1 自然水質浄化施

設平面図の と お り｡.

3 . 実験方法

J A R U S X I 型処理場と 実験施設を定量 ポ ン プ配

管 で 接続 し
,

流入 , 流出量を自言己記録計 に よ り測

定 して い る
｡ また

, 水質測定は
,

B O D , T - N , T -

P 等を流人 , 流出 ご と に1 週間お き に測定 し た｡ ゼ

オ ラ イ ト水路 は植物 の 枯 れ る 冬季間の み通水 し
,

上 流 よ り ほ ぼ 5 m 置き に採水 ピ ッ トを設け て
,

水

質測定を実施 した｡

写某 - 1 実験施設全 景

4 . 実験期間中の 平均水質と浄化効果

実験 で は
,

ため 池及び ゼ オ ラ イ ト水路 に お い て
,

2 0 0 0 年9 月 ～

2 0 0 3 年3 月まで ( 但 し事業委託契約時

- 6 5 - 水と土 第139 号 20 0 4



の 欠測期間を除く) デ
ー

タの 収集 を行 っ た ｡

実験期間中の 水質 の 推移 に つ い て は
, 特 に 生 物

の 関与す る 窒素と リ ン で 図- 2
,

3 で の よ う な結果

と な っ た ｡ た め 池 へ の T - N 流 人 濃 度 は0 . 4
～

1 2 .O m g / ゼ
,

ゼ オ ラ イ ト水路 へ の 流入 濃度 は
,

1 .3

～

2 3 .O m g /ゼ と い う良好 な 値で 推移 し た ｡ 又
,

た

め池か らの 流 出水窒素濃度は0 .4
～

7 .O m g / ゼ ,
ゼ オ

ラ イ ト水 路1 .0
～

2 4 .O m g / ゼ
,

で あ っ た ｡ 同 様 に T-

P に つ い て も極 め て 低 い 濃度 で 推移 し て い る が ,

窒素,
リ ン と も流人 濃度が低 い こ と もあり, 除去

率 に 関 して
一

部 マ イ ナ ス が 生 じて い る ｡

T- N 除去率 は
, 図- 4 の よ う に 池 で 月平均最大

70 .6 % ( 但 し 期間平均3 9 .6 % ) ,
ゼ オ ラ イ ト水路 で

月平均最 大3 6 .7 % ( 期間 平均17 .2 %) の 浄化効 果 が

認め ら れ た ｡ ま た
,

た め池 の リ ン 除去率 は 図 - 5

の と お り月平均最大6 0 .1 % ( 期間平均33 .4 % ) で
,

ゼ オ ラ イ ト水路は月平均最大7 .7 % ( 期間 平均2 .4 %)

と い う結果を得た ｡

5 . 実験結果と考察

本実験 で は , た め 池
,

ゼ オ ラ イ ト水路 とも水質

浄化能力 に影響 を及 ぼす要 因 と して 水温, 滞留時

間
,

流 入 水質に着 目 し
,

2 0 0 0 年9 月 ～

2 0 0 3 年3 月 ま

で の デ ー タ に つ い て 散布図を作成 し
,

相関関係 を

求め る こ と に よ り評価 を行 っ た
｡

た め 池の 水温と 除去速度と の 関係 に つ い て は
,

特 に 相関関係 を 認め る こ とが 出来な か っ た｡ 滞留

時間 に つ い て もま た 同様 の 結果と な っ た ｡ しか し

流 入 水質 と 除去速度 の 間 に は 相関関係 が 認 め ら

れ
,

T-N に つ い て 報告資料 の 結果
1) と 同様 ,

比 較

的高 い 相関係数が 得 ら れ た ｡ 具体的に流 人負荷 と

T- N 除去速度 と の 関係 を 整理 す る と 図- 6 の と お

りr
= 0 .9 3 の 相関係数が 得 ら れ て い る｡ こ こ で

, 除

去速度に マ イ ナ ス 域 が 生 じて い るが
,

こ の 傾向 は

図- 7 の よう に B O D 除去速度と 流 入 負荷量 に つ い

て も生 じて い る
｡

こ れ は処 理 施設本体 か ら の 排 出

水 の 濃度 が 表- 1 の と お り非常 に 低く推移 して い

る た め , た め 池の 生 態系 の 代謝 に よ る わず か な 汚

濁物質が 影響 して い る と 考えら れ る
｡

ゼ オ ラ イ ト水路 に つ い て は
, 冬季期間の み の 実

験 で もあ り,
T- N

,
T - P と も除去率は 低か っ たが

,

特 にT-N に つ い て は流入水の 窒素形態が N O X-N 優

勢 で あり ,
ゼ オ ラ イ ト本来の N H 4- N 吸着効果が 充

分 発 揮さ れ なか っ た こ と1) ≡) が 大 き い と思 わ れ る ｡

B O D 除去速度に お い て は
, 水温 , 滞留時間と も

特 に相関関係 が 認め ら れ な か っ た ｡ しか し流 人 負

荷量 と の 関係 で は 図 - 8 の よ う に r
= 0 .9 3 の 相関が

認め ら れ た ｡ また
,

た め池 と比 較 して 除去速度 に

マ イ ナ ス 域 が 生 じ なか っ た の は
, 冬期 で もあり水

路内 で の 生 態系 の 関与が ほ と ん ど な い た め と考え

られ る ｡

本地 区の 集落排水施設 は 高 い 処理 能力 を発揮 し

て お り
,

こ れ に自然水質浄化施設 を組み 合 わせ る

こ と で
,
高度処理 並 み の 処理 水質が 得 られ て い る ｡

しか し,
こ の よ う な 施設 の 実用 化 にあ た っ て は

,

低負荷時 に お ける 生 態系 に よ る 汚濁の 増加 に対応

する た め
, 水質に 応 じて 流入 を切り替え られ る仕

組み を用意す る な どの
,

シ ス テ ム と して の
一

層 の

安定化 を 図る こ とが 必 要 と考え られ る｡
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図 - 1 自然水質浄化施設
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写井 -

2 実験用た め 池植栽 ( ハ ス) 写暮 一

3 実験用た め池植栽 ( アサ ザ)

表 - 1 た め 池及び ゼ オ ラ イ ト水路 の 平均 水質
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扶 Il 】区
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6 . 自然生態系浄化施設と生態系

本実験施設 は
,

常 に外部環境 に対 し て 開放状態

に あ り, そ こ に 自然の 生 態系が 形成 さ れ る よう図

られ て い る ｡ 特 に た め 池に は 多く の 動植物 が侵入
,

飛来 を し
,

生 息 を する もの も現 れ て い る が
,

今 回

は そ れ らの 水生 動植物等 に つ い て 観察記録 を整理

した ｡ そ の 結果を表- 2
,

3 に示す｡

観察 で き た動物 に つ い て
, 分類 を行う と

, 脊索

動物門 (爬虫網
,

両生綱) 2 目 ･

7 種
,

節足 動物 門

(昆虫綱) 3 日 ･ 1 7 種 , 但 し,
カ ゲ ロ ウ 目 ,

ハ エ 目

に つ い て は存在 を確認 し た もの の ｢ 種類+ の 同 定

に い た らず割愛せ ざる を得 な か っ た ｡ ま た
,

環形

動物 門 は2 日 ･ 2 種 , さ ら に 軟体動物門2 目 ･ 2 種

と な っ た ｡ 今 回 は実験実施 上 の 事情 に より個体数

の 把握 が で き ず, 定量的分析 が で き な か っ た が
,

観察記録上 の 種 の 数だ けか ら も
,
予想外 の 多様性

が確認で き た ｡

特 に水 生 動物 に つ い て は
,

C- 7
,

C- 1 2
,

d- 2
,

e- 1

が 環境 基 準上 の B O D 水質階級 ( α一中腐水性) 3) を

表す指標生 物 に含まれ て い る ｡ こ の こ と か ら 本実

水と 土 第139 号 20 0 4
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7 ため池における流人負荷量 とB O工) 去速度と の国保

験施設の B O D 水質が
,

生物相の うえか ら も裏付け

られ た ｡

水 生 植物 に つ い て は
, 表 - 2 に 示す と お り , 植

栽分も含 め る と
,

6 科6 属8 種 ( うち植栽3 科3 属3

種) に お よ び
, 植栽以 外 に も多くの 侵入 種 が あ っ

たが
,

こ の こ と は本施設 が 生 物 を呼 び込 む ｢ ビオ

ト ー プ+ と して の 機能 を発揮 して い る こ と を 示 し

て い る｡

数値的分析 は で き な い も の の
,

こ れ ら の 水生 生

物等 は食物連鎖を 通 じ て
, 体内に 窒素や リ ン等 を

取り込み , また 羽 化や 移動をす る こ と で
, そ れ ら

を系外 へ 運 び 出だ す こ と に よ り, 水質の 自然浄化

に関与 して い る と 考え ら れ る ｡ しか し な が ら
,
特

に 5 . で 示 した よ う に , 流 入 水質が 低負荷 に な る

と 施設 の 浄化能力が 減少 し
, 同 時 に こ れ ら の 生 物

の 代謝 が
, 結果と し て 若干 の 水質低下 を招 い て い

るもの と 思 われ る ｡

7 . 希少生物 と ビオ ト ー プ施設の 可 能性

今 回, 実験 た め 池内 の 生 物観察を進め る な か で

動物 で は
,

b-4 ,
b-6 ,

C-8 ,
C- 1 5 , 計4 種 ｡ ま た

, 植

物で はa-1 ( 但 し植裁)
,

a-6 が レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク
,

全国及 び福島県 カ テ ゴ リ
ー に分類さ れ て い る ｢ 希

少生 物+ で ある こ と が 判明 した ｡ こ れ ら の 動植物

が 本実験施設 にも出現 して い る こ と は, 周辺 地 域

で 失 わ れ ゆ く ｢ 自然 の 水辺 環境+ が
, 実験施設内

で 再現 さ れ て い る こ と を 示 して お り
,

希少生 物た

ち はそ れ を象徴す るもの と い える ｡

本施設 は汚水処 理 水 の 浄化 と い う機能 ばか り で

は なく , ｢ 周辺 環境 と調和 し た 水辺 景観 の 形成+ ,

｢ ビ オ ト ー プの 創出+ ,
ま た ｢ 希少生 物の 保護+ と

い う, 従来の ｢ 親水施設+ な い しは ｢ ア メ ニ テ ィ

施設+ を超 えた 多様 な機能 を持 つ 可 能性が あ り ,

ビ オ ト ー プ施設と して の 利用も期待さ れ る ｡

ー 6 8 -



衰 - 2 水生植 物調査結果

自然水升浄化故地活用集魚暮兼久田 野地区
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8 . お わ り に

今 回 は最終取りま と め を控 え た ｢中間段階+ で

の 報告と なりま した が , 以 上 の 実験結果 を踏まえ
,

植物を主 体 と した 浄化機能 の 検証をさ ら に進 め る

と と も に
, 植物 バ イ オ マ ス の 測定, 施設 の ラ ン ニ

ン グ コ ス ト ( 維持管 理 コ ス ト) の 分析 に つ い て
,

引き続き寛厳 , 検証及 び解析を進 め て い き た い と

考え て お り ます｡

最後 に, 本実験 に つ い て ご 指導 ,
助言を い た だ

きま した 農林水産省本省, 東北農政局,
地域資源

技術循環 セ ン タ
ー

,
ご協力を頂 い た福島県土 地改

良事業団体連合会関係者の 皆様 , ま た
, 個人 的 に

御助力を い た だ い た 方 々 に 対 しま し て, 記 して 感

謝を申 し上 げます｡.
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大谷地区 の 生態系保全工 法 の 紹介
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1 . 大谷地 区 は 場整備 の 概要

本地 区の 鳥取県岩美郡岩美町 は鳥取県北東部に

位置 ( 図1) し
,

北 は 日 本海 に面 し
,

東 は 兵庫県

に 隣接する 人 口 14
,
0 0 0 人 の 農村地 帯 で あ る

｡ 海岸

部 は 山 陰海岸国 立 公 園 に 指定さ れ て い て
, 本町 の

浦富海岸 は
,

日 本海の 荒波 と風雪 に よ っ て 浸食さ

れ た 断崖絶壁 の 荒 々 し い 景観
,

澄 み 切 っ た 海水 ,

白砂青松の 穏や か な 渚 を有 し, 山 陰の 松島と 称 さ

れ る風光明媚 な所 で あ る ｡ 本地 区 は 海岸部 か ら

1k m 程離れ た 標高0 .6 m 前後の 低音屋地 帯 で
,
排水不

良 によ る湛水被害をた びた び被り, 生 産者 の 高齢

化 に よ る農業生 産意欲の 減退が 懸念さ れ る状況 の

中で
,

生 産基盤条件の 改善 に よ る 農業の 活性化 を

目 指 して ほ場整備 に着手 した ｡

本地 区 の 現況 は
, 低湿 地 帯 で 地 下 水位 が 高く,

水路 は用排兼用 の 土 水路 で
, 農道 は 狭小 で あ り ,

効率的な 農業の 出 来る状況 で は な か っ た ｡ 計画 で

は
, 低湿地 帯 を解消する た め 地 区全体 を地上 げ し

,

用 水路 は 効率的 な水管理 をす る た め に パ イ プ ラ イ

ン 方式 と し, 農道もす れ 違 い が 十分 可 能 な全幅

5 .O m 道路 と し た｡

地 上 げ に つ い て は , 他の 公 共事業で 発生 す る 残

土 約3 0 万 m
3

を 受 け入 れ
, 地 盤高 を1 .O m 程 度 に嵩

上 げ し た ｡ 区画形状 は
, 整備前 は1 0 a 程度の ほ 場

が 大半 で した が
,

3 h a の ほ 区 は均平区 と し
,

耕区

面積も1 h a 以 上 の 大区画ほ 場が6 0 % 以 上 と を る 計

画 と し た ｡ 用排分離 と した 用水路 は幹線排水路か

ら取水 し
,

ポ ン プ圧 送 に よ る パ イ プ ライ ン 方式と

し た｡ 排水路 は動植物 の 生 育環境 を考慮 した 生 態

* 鳥取県鳥取地方農林振興局地域整備課 ( T el . 0 85 7- 2 0- 3 57 1)

‥ ‥ 7 7

… ･7 7

系保全 工 法 を 採用 す る こ と に した ｡ 以 上 の 計画に

よ り県営 ほ 場整備 (担 い 手育成型) と し て 受益面

積6 8 .8 h a , 総 事業費約20 億 円 ,
工 期平成12 年度 ～

1 8 年虔の 事業 と し て ス タ ー ト し た｡

2 . 生態系保全 工 法の 紹介

1 . 生 態系保全 を実施 した 背景

鳥取県 は環境先進県 を 目指 し, 県庁で は2 00 0 年

環境 に関す る 国 際規格 のI S O 1 4 0 0 1 を認 証取得 し
,

再生 可 能 な循環 型 社会の 構築 の た め 各種施策 を実

施 して い る ｡ 水 田 地帯 は こ の 環境 に 依存す る 各種

動植物 の 生 存 空 間で あ り, 農産物 の 生 産現場 で あ

る と 同時 に 生物 の 生態系保全 に と っ て 重要 な空間

で あ る｡ こ の よ う な事か ら
,

ほ場整備の 実施 に 当

た っ て は
,
在来する 動植物 を保全す る 対策 を 考慮

す る必要が ある
｡

鳥取県東部 は 岡野 貞
一

( 鳥取市 出 身) 田 村虎蔵

(岩美町 出身) と い う2 人 の 著名な 童謡唱 歌の 作曲

家 が 少年期 を 過 ご し , ｢ ふ る さ と+ を 代表 と す る

鳥取 県全 図
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ほ場整備前の 生態環境 (1)

新Jll ( 旧 幹線用水路)

数多くの 作品を生 み 出す自然豊か な気候風土 の 土

地柄 で あ る
｡ その 中で 本地区は明治か ら大正 初期

に か けて 1 反区画 で整備 さ れ て い た が
, 水路 は用

排兼用 の 土 水路 で
,
水 田 地帯 に生 息す る 動植物 に

と っ て は 最適な環境を現在ま で保持して い る数少

な い 地域 で あ る
｡

こ の 地域を ほ場整備す る に あ

た っ て は
, 地元 長老 か ら メ ダカ 等 の 絶滅 を危惧す

る声 が あり
, 関係者の 稔意で 生態系 の 保全を考慮

した整備を実施す る こ と にな っ た
｡

しか し
, 本地区は担 い 手 によ る合理的 な土 地利

用型農業を実施す る た め
, 転作対応 で きる よ う に

土 地 の 地上 げ に よ る乾 田 化
,

用排分離 に よ る用水

路 の パ イ プラ イ ン化及び 大区画化 に よ る 畦畔部分

の 減少等現況を大きく改変する こ と に なり, 水性

動植物 の 生息環境 を狭 め る 結果と な る
｡

こ う し た

状況 の 中 で 生 態系保全 の た め に どうす れ ば 良 い か

と い う の が 課題で あ っ た ｡

2 .
モ ニ タ リ ン グ調査

本地 区は 平成13 年度 に生態系保全型 水 田整備推

進事業 の 採択を受け
,

生態系保全型水 田整備推進

事業検討委員会を観織 して
,

地区 の 生態系 に つ い

て 調査
, 検討 を続けて い る

｡ 委員会 は
, 行政 ( 県,

町) , 農家代表, 地元代表 の 他 , 昆虫類, 植物類 ,

魚介類
,

鳥類
,

魚類
,

及び 全般の 専門知識を有す

る学識経験者6 名 を メ ン バ ー と し て , 年数 回検言寸

委員会を開催 し意見交換を行 っ て い る ｡ その 中で
,

現地 に お い て モ ニ タ リ ン グ調査 を実施 し
,

本地区

にお ける 動植物の 生息状況を把超 し
,

こ の 地区で

の 生態系保全 は どうあ る べ きか を話あ っ て い る
｡

水と 土 第139 号 2(カ4

ほ場整備前 の 生態環境 (2)

旧土 水路 (用排兼用水路)

モ ニ タ リ ン グ調査 か ら生態系保全工 法 の 決定ま

で の 手順 は次 の と お りで ある｡

こ丑事前調査

○文献調査

当該水系 の 魚介類
,

注目す べ き種 に つ い て
,

公 表 さ れ て い る 論文 や 基礎調査 等 に よ り

分布状況 を把握す る｡

○聞き取り調査

当該水系 の 魚介類相, 分布状況 に詳 し い 人に

聞き取り調査 し
, 状況を把握す る｡

②現地調査

○生息基盤調査

事業計画地の 水 田 生 態系を構成す る 生 物群 の

生 息状況 の 把 握を目 的 に
, 水系 ネ ッ ト ワ

ー ク及 び生息基盤 (水路規模 , 低質,
流速等)

の 概況調査をす る｡

○生 息現地調査

生 息基盤調査を基 に水路規模,
形状

, 水路 の

位 置 づ け等 の 観点 か ら 調 査位置を 選定 し

捕獲調査をす る｡ ( 表1)

甘保全対象種 の 選定

○保全対象種の 選定基準

a ) 現地 で 確認 さ れ た 種 の うち
, 表2 の 選定

基準 によ る注目す べ き種｡

b ) 表 の 選定基準 に よ る 注目す べ き種 で は な

い が
, 水 田環境 (水 軋 休排 田

, 水路 を

含 め た水 田 地 帯) に強く依存す る 種 で ,

水 田 環境 の 代表的な 種も しく は地域 の 人

々 に親 しまれて い る種｡

一
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○保全対象種の 選定

保全対象種 の 選定基準 に よ り表 3 の と お り保

全 対象種 を選定する ｡

④保全 対象種の 保全 上 の 留意点

○保全対象種の 特徴, 生 育基盤 条件

生 態系保 全 工 法 を検討する に当 たり , 保全対

象種 の
一 般 的特徴 及 び 留 意点 を 明確 に す

る ｡ ( 表4)

○保全対策の 基 本方針

水 田 環境 に依存する 保全 対象種 と そ の 生 育環

境 の 保全 に 重点 を お い た ほ 場整 備 を お こ

なう た め次 の 事項 を対策 の 基本方針 とす る｡

1 . 水系 の 連続性 の 確保

･

河川 と 水路 , 水路 と 水路 , 水路 と 水 田 な ど

の 連続性 を 確保 し
, 水 生 動物 が 各環境

間を往来で きる よう にす る｡

2 . 水路 の 構造

･

水路 の 底面 は 可 能な 限り自然河床と し
,

コ

ン ク リ ー ト を 張 る 場合 に お い て も随所

に 穴 を開 け
,

砂泥 が 堆積する よう に す る ｡

･ 側面 , 底面 に変化 を もた せ
,

水路内に 多様

な環境 を復元 する
｡

･ 水路内と 陸域と の 連続性 を確保する ｡

表- 1 調査方法

調査方法

①植 物調査

植物相 調査 : 水路及 び周辺 に 生息す る高等植 物 (主 に抽 水植 物や

沈水 植物) を対象 に , 調査地区内 を網羅的 に 踏査 し
,

出現した

種 の 種名と出現状況 を記録す る｡ 現 地 で 種名 の わ からな い 櫨 物

ば援本 と L て 採集 し, 顕 徴盛 事を皮用 し同定 し , 薩忍者一発表

を作成する
｡

②両生類 ･ 爬虫類

捕獲確忍法 : 各調査地区 を網羅 的に踏査 し. 卵塊 , 幼生 , 成 帆

脱皮 乱 鳴 き声な どで 種 を確 認 し, 記録す る｡ 幼生な ど目視で

種 の 識別 が困難な場合 は . 採 集 し持ち帰 っ て 同定する ｡ 特に水

調査 路周辺 はカ エ ル 類 の 生息環境 で あり , こ れ を エ サとする ヘ ビ 頬

も生息す るため
, 水路形状 の 違 い に留意 しなが ら生息状況 ･ 分

布状況に つ い て 調査す る｡

③魚介類調査 捕獲確認法

投網 : 1 2 m In 又 は 1 帥 Im の 2 種類 の 目合 い の 投網を 剛 ､
,

捕獲す

る魚種 の 大きさ . 水深 . 水路幅を考慮 して 使 用する ｡ 投網

の 回数 は原則 1 0 回転度 と し捕獲状況に応 じ て 適宜増減す

る ｡ 投網 の 不向きな小規模 な水路 で は 実施 し な い ｡

タ モ 網 = 魚類調査 に 熟練 した者 が 1 カ 所 3 0 分以 上行う ｡ 水草 の

中
,

石 の 下などに生息す る稚 魚や低生魚 の 採補に最適 で あ

る
｡

セ ル ぴん : 流れ の 穏 やかなと こ ろに い る小型 の 魚 の 捕 獲を目的と

し′ 餌 としてサナギ粉等 を入れ て 6 0 分程度 水中に沈め ,

中 に 入 っ た免 を回収 し
,

生息錘 の 確認をする
｡

④大型水生昆 虫類

任意採 取法 : タ モ 網 による任意採取 により
,

コ ウチ ョ ウ頼 ,
ト ン

ボ類 , カメ ム ン 類 など現地で種 の 同定 が可能な範囲で大型水 生

調査 昆 虫類 の 生息状況 を把握 する ｡ 水路形状 , 植 物 の 生育状況 に留

意 しなが ら生息状況 ･

分布状 況に つ い て 調査する
｡

⑤鳥類粛奄

定位記録 法
･

任意観察 法 : 大谷地区 は冬季 の コ ハ クチ ョ ウの 採 餌

場 と し て 知 られ て い るため
,

鳥類調査 に つ い て は
, 特 に コ / ､ ク

チ ョ ウを中心と した現 地調査を実施す る
｡

定位記録法及び任 意

観察法 により , 越冬状況
, 分 布状況を把 握する

｡

3 . 工 事中の 配 慮

･ コ ハ ク チ ョ ウ が 採餌場 と して 利用 して い る

場所 を
一

度 に 広面積 で 整備 せ ず , 数 カ

年 に渡 っ た工 事計画と する ｡

･ コ ハ ク チ ョ ウ が 採餌場 と して 利用 して い る

場所 へ は , 工 事車 両 や 人 の 出 入 り を 規

制す る
｡ ま た

,
工 事騒音の 低減 に も配慮す

る｡

･ 工 事中の 濁水,
流 出 土 砂 は極力, 水路 に直

凄流 人 しな い よう に 配慮す る｡

･ 工 事の 影響を受け る場所 に 関 して は, 施工

前 に 可 能 な 限 り そ の 場 に 生 息
･ 生 育す

る 生 物を代替地又 は類似環境 に移植す る｡

表 - 2 注 目 すべ き種 の 選定 基準

注目す べ き種 の 選定基準

文化財保護 法 ｢ 文化財保護法+ で 指 定された特別天然記念物及び天然記念物

種 の 保 存法

｢ 絶 滅 の おそれ の あ る野 生動物 の 種 の 保存に 関する法律 J ( 平成 4

年法律第 7 5 号) で 指 定された国内希少野生動植物種

県保護条例

｢ 鳥 取県希少 野生動縫物 の 保護に 関する条例 + ( 平成 1 4 年 9 月施

工 ) で 指定 された特定 希少野生動植 物種

環境省 R D l〕

環境庁 ( 20 0 0) r 改訂 ･ 日 本 の 絶滅 の おそれ の あ る野 生生物- レ ッ ド

データブ ッ クー8 植 物 Ⅰ (維管束植物) + の 選定種

環境省 ( 20 0 2) r 改訂 ･ 日本 の 絶滅 の おそれ の あ る野 生生物一レ ッ ド

データブ ッ クー2 鳥類+ の 選定種

環境庁 ( ヱ0 00) r 改訂 ･ 日本 の 絶滅 の おそれ の あ る野 生生物- レ ッ ド

データブ
ッ

クー(爬虫類 ･ 両生類) + の 選定撞

環境省 ( 20 0 3) r 改訂
･

日本 の 絶滅 の おそれ の あ る野 生生物- レ ァ ド

データブ ッ クー4 汽水
･

淡水魚頬+ の 選 定種

環境庁 ( ヱ0 00) r 無脊椎 動物 (昆 虫類 , 貝類 , ク モ 頬 , 甲殻類等) の

レ ッ ドリ ス トの 見直 しにつ い て (0 0

.
弧 1 2 環境庁 報道発 表資料)+ の

選定種

水産庁 R D B

水産庁 ( 20 0 0) r 日本 の 希少な野生水 生生物に関す るデータプ フ ク+

にお い て 希少種以上に選定されて い る種

鳥取県 R D B

鳥取県 ( 20 0 2) ｢ レ ッ ドデータブ ブ クと っ とり
-

鳥取 県 の 絶滅 の おそ

れ の ある野生動植物- (動物編 , 植物編) +

表 -

3 保全対象種 の 一 覧

l具 全 文寸集 積

】男定 基 準 保 全 対 藻

の ラ ン ク( a) ( b )

鳥類 コ ハ ク チ ョ ウ 鳥 取 県 R D B ( 準 絶滅危惧 )

代表 的 な 産

身i斤 た f毛 0

両 年類

カ エ
ル 頬 〔3 種)

･ ア マ ガ ェ ル

･ ト ノ サ マ ガ エ ル

･ ヌ マ ガ ェ ル

代表的な種

身近 な 種 ◎

魚類

ヤ リ タナ ゴ 島 丑 県 且D B ( 準 絶 滅 危†具) 代 畜 的 な 樟 ∩

ド ジ ョ ウ 頬

･ ト､ ジ ョ ウ ス ジ シ マ ドジ ョ ウ は 代表 的な 瞳

◎
･ シ マ ド ジ ョ ウ 環境省 RD B ( 絶滅危t 良1 B 類) 身近な種

･ ス ジ シ マ ド ジ ョ ウ 鳥取 県 R D B ( i聾 娘 滅 つ旨 岨 )

メ ダ カ

環煮省 R D B ( 絶 滅 危 惧 Ⅱ 項 ) 代表 的 な 穫

昏)亀 虫 県 且D B ( 鮭 】威 斥ニイ具 Ⅲ 振 ) 身i斤 ′亡縄

ナ マ ズ

代表 的 な 種

身
】斤 な f垂 餌

昆 虫 短 ト ン ボ 暫 〔分Ⅰ虫〕

ニ シ カ ワ トン ボ は 代 表 的 な 種

(1島坂 県 RD B ( そ の 他 電 車 種) 身1斤 †亡種

貝 類

イ シ マ キ ガ イ 島 衷 県 Rl) B ｢ 準 航 漉 危 岨 ) 0

マ ル タ ニ シ

環 薫 育 R D B ( 草 紙 減 危 惧 ) 代表 的 な 穫

(亘鳥 取 県 R D B 〔準 絶 滅 危 恨 ) 身 1斤 な 種

オ オ タ ニ シ 色 恋 県 R【〉B ( 準 絶 滅 危 †具) 代 表 即1 な ‡車 ⑤

ミ ズ ゴ マ ツ ポ 鹿 屋/デ 且D 月 〔希 少 席 / 代 表 昏守J王手菅 ロ

モ ノ ア ラ ガ イ

環境省 RD B (準 絶 滅 危1具)

鳥 取 県 RD B 〔準 続 演 危 也 ) 代 表 的 な 撞 ○

ドプ ガ イ 鳥 取 県 RD B (準 絶 滅 信二性 ) 代 憲 的 な 稽 ⑥

ニ セ マ ツ カ サ ガ イ

j青 菜 署 R】〕B ( 準絶滅危十島)

畠 胞 県 R D B (鮨 滅 危 惧 Ⅰ 類) 代 毒 的 女手垂 内

マ シ ジ ミ 鳥 取 県 R D B (準 掃 滅 危十邑) 身 i行 な 穐 (J

植物

水 生 碓 物 ( 5 種 )

･
ヨ シ

･ マ コ モ

･ ガ マ

･ ヒ メ ガ マ

･ エ ビ キ

代 表 的な種

身亙 な 種 ◎
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⑳ : 水 田 に 強 く 依存 し , 圃 場整備 の 影響 を 強 く 受 け る 種

○ : 水 田 に 依存す る 種 , も し く は 工 事 の 影響 を 受 け る 錘

水 と土 第139 号 20 04



表- 4 保全上 の 留意点

保全対象種 生態 ･ 保全上の 留意 点

鳥類 コ ハ ク チ ョ

シ ベ リ ア など の 極北地で 繁殖 し
,

日本 に は 冬鳥 と して 飛来す る
｡ 鳥取県

の 中海 は西 日本最大 の 集団越冬地で あり
,

大谷地 区の 水 田地 は 餌場と し

ウ て利用されて い る ｡ 餌場と して の 機能 が損 なわれ ない よう , 圃場整備は

数 カ年 にわ た り段階的に 実施する こ とが 必要 で ある ｡

両生類 カ エ ル 類

水域 から陸域 へ の つ なが り が 重要で あり , 水 田環境 と密接 に関わ っ て い

る ｡ 水路 の 護岸 の 緩勾配化 , 水生植物 の 生 育でき る環境 を創造す る こ と

が重要 で ある ∩

魚類

ヤ リ タナ ゴ

平野部 の ′ト河川や用水路な どの 流れの 緩や か な場所 に生息す るため , 本

流 と小河川 と の 連続性 の 維持は もとよ り , 産卵基床で ある ドプ ガイ や ニ

セ マ ツ カサガ イ な ど淡水産二 枚貝類が生息 でき る砂泥底質 の 環境を保全

す る こ とが 必 要で あ る ∩

ドジ ョ ウ類

水 田や湿地
,

そ の 周辺 の 細流に 生息す る
｡ 水 田周辺 で は しろか きと 同時

に周囲 の 水路か ら水 田に 遡上 し
, 数日後 に産卵す るた め

, 水路 と水 田の

つ ながり が 重要で あ る
｡

シ マ ドジ ョ ウ ,
ス ジ シ マ ドジ ョ ウは その 生態に

不 明 な点が 多 い が , 河床が 砂礫 底の 環境 が 必要 で ある ｡

メ ダカ

水質汚濁に は 比 較的強く
,

平地の 池や水 田
,
水路

,
河川等 の 流れ の 緩や

か な環境に 生息す る ｡ 緩傾斜 の 土羽 の 水路を好み
,
水草など に産卵す る ｡

水路 の コ ン クリ
ー

ト化 , 圃場整備な どにより 生息数の 減少 が顕 著で ある ∩

ナ マ ズ

湖沼や河川 の 中 ･ 下流域 , 用水路などにも生息 し , 極 めて 貪食で 魚類や

両生 頬 を食 う河川に お ける 生 態系の 上 位種 で あ る ｡ ドジ ョ ウ と同様 , 基

本的 に梅雨時の 真夜中に 水路か ら水 田 に遡上 して集団で 産卵する 凸

昆 虫類

トン ボ類 幼 虫は 水中で 生活 し , 衰弱 した 小魚や水生昆 虫を補食す る ｡ 水田 環境に

( 幼虫) 依存す る種が 多く , 大谷地区で も身近 な昆 虫で ある ｡

貝類

イ シ マ キ ガ
感潮域 に生息す るた め

, 本事業に よる直接的 な影響は 受 けな い が
,

工 事

中の 濁水等に よ る間接的な影響が危惧され る ｡ 県下で の 確認例 は少 なく ,

イ 河川改修や埋 め 立 て 等に より 生息数 が減少 して い る状況で あ る ｡

マ ル タ ニ シ

水 田や周辺 の 用水路 ,
比 較的浅い 小河川 の 泥底 に生息す る ｡ また

, 冬季
は水 田や用水路な どの 水が 滑れ て も泥 中に潜 っ て冬眠す る ｡

か つ て は 食
用 にされ るほ ど多産 して い た が

, 農薬 に よ る水質悪化 ,
用水路の コ ン ク

リ ー ト三 面 張り な どに より 著 しく減少 して い る 凸

オ オ タ ニ シ

泥 底 の 水路や池な どの 緩流域
,

止水域 に生息す る
｡ 県下で の 確認例は 少

なく , 水路 の コ ン クリ ー ト化な ど環境 の 激変 が起き る と個体群そ の もの

が 消 滅 す る恐 れ が あ る ∩

ミ ズ ゴ マ ツ

小型で 特異な環境に 生息する ため これ ま で生息情報が ほ とん どなく ‥ 島

取県で は過去 に 報告例は 無い
｡ 埋 め立 て等 に よ り生息場所が 減少 して い

ボ るが , 現地調 査で は 排水路の 泥底 部で確認され た
｡

モ ノ ア ラ ガ 用水路 , 水 田 , 池沼な どの 水草や礫 に付着 し
, 藻類を食う｡ 水 田や用水

イ 路 の よ うに 浅く流れが 緩やか なよ どみ と水生植物が一体 とな っ た 環境が

必 要で ある ∩

ドプ ガ イ

県下で は東部 の 限られた 地域で しか確認され てお らず, 流れ の 緩やか な
水路や池沼

,
た め 池の 泥底

, 礫 混 じり の 砂泥 底 など に生 息 して い る
｡

タ

ナ ゴ 類 の 産卵基床 と して利 用される こ と から
,
用水路 の 改修な どで は 魚

類 の 保全 と ともに 本種が 生息でき る よ うに砂泥質 の 河床保全が 重要で あ

る ｡

ニ セ マ ツ カ

県下で は限 られ た 小 河川で の み 生息が確認され てお り個体数も少ない
｡

用水路や河川 の やや流れ の ある 水の 清 ら か な砂泥底 に生息す る ｡ タ ナ ゴ

サガ イ 類 の 産卵基床 と して 利用され る た め
, ドプガ イ ととも に生息環境の 保全

が 重要で ある ｡

マ シ ジ ミ

河川 の 汽水域
～

中流域, 用水路 , 湖沼 の 砂底 に生息す る ｡ 県下で の 確認

例 は少 なく , 移入種の タ イ ワン シ ジ ミ など に置き換わ っ た り
, 河川改修

こよ り今後 の 生息が 危ぶま れる ｡

植物 水生植物
用水路やた め 池な どの 河床 に砂 泥が堆積 した よ うな場所に 生育 し , 水域
か ら陸域 へ の 生 物移行帯を形成 する

｡
ほ と ん ど の 水生動物に と っ て の 生

息基盤で あり , 重要 な生息場所 や貞耳と なる
｡

4 . そ の 他 の 配 慮

･ 水生 動物 に と っ て 避難場所 , 生 息場所 , 産

卵 場所 , 餌場 等 に な り ,
生 態 系 の 基 盤

で あ る水生 植物 に関 し て は 可能 な 限り保全

ある い は復 元 する よう努め る｡

･ 非潅漑期 で も
,

営農 に差 し支えの な い 範囲

で 水田 に 水の あ る 環境 を創 出す る｡

･

消失 し た環境 の 代替地 と して 余剰地 や 休耕

田 を 利用 して 積極的に ビオ ト ー プ を作 る｡

水と 土 第139 号 20 0 4

3 . 生態系保全工 法

保全 対象種 は 比 較的小 さ な 範囲内 で の 配 慮 で 生

息が 成り立 つ 種 が 多 い た め
, 基本方針 を ベ ー

ス

に こ れ ら の 種 が 生 息 で き る拠点 を出来 る だ け多く

分散 させ て 配 置 し
,

そ れ ぞ れ の 拠点 を経路 で 結 び

ネ ッ ト ワ
ー ク 化を め ざす｡ ( 図2)

各保全 工 法と そ の 特徴 を 以 下 に示す｡

①緩勾配型 ポ ー

ラ ス コ ン ク リ ー ト護岸水路 (図3)

- 7 4 -
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･ 水域 と 陸域 の 連続性

･ 植生 の 早期 回復

･ 水際部 の 多様 な環境

②魚巣 ブ ロ ッ ク 付き L 型 水路 (図 4 )

･ 魚類 の 避難 生息環境

⑨石詰 U 型 水路

･ 水路内の 多様な環境

④石積水路 ･ 石積溜桝工

一
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･

水域と 陸 域の 連続性

･ 植生 の 早期 回復

･ 水路内の 多様 な環境

(9 ワ ン ド

･

水域 と 陸域 の 連練性

･ 植生の 早期回 復

･ 水路内の 多様な 環境

/
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4 . 生態系保全 に関す る地 域の 取り 組み

大 谷地 区 の 特徴 は地 区内の 高低差が ほ と ん ど無

く, 水路 に 落差工 等 の 障害物 が 無 い た め魚介類等

の 移動が 可 能 な水路 ネ ッ ト ワ
ー

ク が 形成 さ れ て い

る｡ 保全 対策工 法 は , 幹線排水路及 び年間を 通 し

て 流 水が あ る区間を中心 に実施 した ｡

生 態系保全 に つ い て は
,

ハ
ー ド面 で の 対策と 同

時 に 地 域 住民 の 自然や 環境 を大切 にす る 意識 を高

め て い く こ と が 大変重要 で あ る｡ 本地区で は 平成

14 年7 月 に ｢ 大谷 田 ん ぼ の 生 き 物救出作戦+ と 題

し て
,

そ の 年 に ほ場整備 を 実施す る 区域 の 旧 水路

内に生 息する 動植物 を , 既 に 完成 し て い る 環境 に

配 慮 し た工 法の 幹線排水路 に 移設す るイ ベ ン ト を

開催 した ｡ こ の イ ベ ン ト に は 近く の 岩美西小学校

の 協力を得 て 全児童 と保護者が 参加 し
,

ほ 場整備

の 話 や大谷に 生 息す る貴重 な 動植物 の 話等 を 聞き

環境の 大切 さ や 農業の 大 切さ を勉強 した
｡

5 . 生態系保全 工 法の 評価 と 課題

現時点 で の 評価 は次の と お りで あ る
｡

○水際植生 の 復元

生 態系 の 構成 は
,

土 壌 や水 な ど の 物理 的環境要

素 を基盤 に植物が 生 育 し て い る ｡ そ し て
,

動物の

生 息 に と っ て 植物 は生 息場
,

産卵場, 餌場 と して

重 要 な生 息基盤 で あ る｡ モ ニ タ リ ン グ調査 に お い

て も
, 水生 植物が 生 育す る 水路 に は

,
メ ダ カ

,
モ

ノ ア ラ ガ イ な ど多くの 水生 動物が 生息 し て い る 状

況が 確認 さ れ て い る
｡ 緩勾 配 型 ポ ー ラ ス コ ン ク

リ ー ト護岸 は 早 い 時期よ り植物が 進入 し根 の 活着

も良く, 植生 の 早期 回復 と い う観点で 見 れ ば 効果

の あ る工 法 で ある ｡ しか し
,

三 方 コ ン ク リ ー ト水

路 な ど砂泥 が堆積 し にく い 水路で は
, 植物 の 生 育

は ほ と ん ど無く , 水生 動物 の 生 息数も少 な い 状況

で あ る｡ 今後 , 維持管理 と の 調整 を し なが ら砂泥

の 堆積 に よ っ て 水生 植物が 生 育で きる 基 盤 を創 る

こ と が 必 要で ある ｡

○水際 の 多孔質化

抽水植物が 生 育 し
, 石 や 砂礫等 に より複雑 な微

地 形 を 形成 し て い る水際部は
, 水生 動物 に と っ て

重要 な環境 で ある ｡ 本事業 で は , 空 石 積 み 護岸 ,

魚巣 ブ ロ ッ ク な どに よ り 水際部 の 多孔質化 を図 っ

て い る
｡

空 石積み 護岸 や礫充填型魚巣 ブ ロ ッ ク は

多様 な 大きさ の 空隙が 水際部 に形成 さ れ , 様 々 な

水生 動物が 生 息 し 良好 な環境 を提供 し て い る ｡

一

方魚巣付き L 型 水路 は魚巣内が 空 洞 で あり稚魚等

の 小動物 が 身 を 隠す場所 と は 言 い 難 い 状況 で あ

り ,
大小の 礫 を投入 し して 魚巣内 の 多孔質化 を図

る必 要が あ る ｡

○水路 と水 田の 連続性の 確保

大 谷地 区 に は カ エ ル 類 の よ う に
,

生 活史の
一

部

で 水路 と 水田 と の 間を 移動する 種や ,
カ ル ガ モ の

産卵 ･ 育雛も見 ら れ る ｡ こ の た め,

一

部区間で 膚

傾斜護岸 を設置 し 陸域 と の 移動経路 を確保 して い

る
｡

しか し
,

垂直 の コ ン ク リ ー ト壁部分で は 水域

と 陸域 の 連 続性 は分断 さ れ た 状況 で あ る ｡
こ の た

め
,

適当な 間隔 で 移動可 能 な施設 を設 け る こ と が

必 要 で あ る
｡ ま た

,
メ ダカ や ナ マ ズ

,
ドジ ョ ウ な

ど流 水内 を移動 し水路 と水 田 を往来す る 魚類に つ

い て は現状 で は移動手段 が なく生 息数 の 減少が 心

配 さ れ る ｡ 今後の 課題 と して 水路と 水 田 を つ な ぐ

水系 ネ ッ ト ワ
ー

ク 構築 の た め 現地 に合 っ た 施設の

研究開発 を行う必 要が あ る ｡

○上 下 流 の 連続性の 維持

大谷地区は 河 口 に近 い 低地で あ る た め
, 河床勾

配 が ほ と ん ど なく水路内 に落差工 は存在 しな い
｡

そ の た め 遊泳能力 の 劣 る メ ダ カ や ヤ リ タ ナ ゴ な ど

が 自由に 水路内を移動 で き
,

好適環境を見 つ け産

卵, 生 息 で きる 状況と な っ て い る｡ ま た
, 底面 を

移動す る貝類や ド ジ ョ ウ な ども同 様 で あ る ｡ 水系

の 連続性 の 維持 は重要 な保全活動 で あり
, 今後同

種 の 事業 を 実施す る場合 に は , 水系ネ ッ トワ
ー ク

の 維持 を確保 し 自由 に 往来 で き る 構造 を採用 し
,

生 態系 に十 分配 慮する こ と が 重要で あ る｡
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1 . は じめ に

た め 池等の 農業用 施設は
, 従来 は農業利水 を主

目 的と して 管理 ･ 活用 が行 わ れ て き た ｡ しか し近

年 で は
,

よ り質の 高 い 環境 を指向す る 市民 の 意識

が 高ま る中 で
,

地域特性 や 市民 ニ
ー ズ に 合わせ て

,

多面的な 機能 に着 目 した た め 池の 再生 が 求め ら れ

て い る｡

4 - 2 . 体験学習宮古動 ･8 2

4 - 3 . 維持管理活動 ･ … ･ ･ ･ ‥ ‥ 8 2

4 - 4 . 音舌動 の 実施 に 関す る課題
･ ･ ･ ･ ‥ ･ ･8 2

5 . お わり に ‥ ･ ･8 2

一

方現状 で は
, 農業関係者の み に よ り農業用 施

設 を維持管理 し て い く こ と が 困難 に な り つ つ あ

る ｡ 管理 の 不備 か ら ｢ 汚 い+ ｢ 危険+ なイ メ
ー ジ

を 近隣住民 に 与 え て い る もの が 少 なか ら ずあ り ,

地 域住民が 主 体的に 改善 し て い こう と す る ニ
ー ズ

が 高 ま っ て い る｡

こ れ ら を踏ま え て
,

大阪府 で は
,

た め 池 を農業

用施設と し て 生 か し つ つ
, 都市農業 の 健全 な発展

狭山副池地区 オアシス 整備事業完成予想図 ( 大阪府)

′里､の森

水辺の 散歩道
(管理 用道 路)

市 民園 地

地域 の 方々 が自ら守り育て , 交荒す

る園地を作ります｡

この 事薬は, 地域の 人々とともに
. 狭由副池を水と録に つ つ まれた｢オアシ ス+

として整備するもの で , 農林水産省の 補助を受けて実施しています ｡

完成予定/ 平成1 6年慶
大販府南河内農と緑の総合事務所
大阪狭山市
狭山池土 地改良区

園 -

1 事 業完成予想図

*

大阪府南河 内農と蘇の 総合事務所耕地課 (T el . 0 72 1- 2 5- 113 1)
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と と もに , 都市生 活 に
"

や す ら ぎ
' '

と
"

潤 い
''

を

与え , 魅力ある 地 域を構成す る貴重な環境資源と

し て 総合的 に 整備 し
, 府民と と も に 地 域 環境 づ く

り を 進め て い く事 を 目 的と した ｢ オ ア シ ス 構想+

を平成 3 年 に策定 し た｡ そ して
,

こ れ まで に 本構

想 に則 っ た 事業 を展開 して き た
｡ 現在 , 環境と の

調和 へ の 配 慮や
, 農家

･

住民と の 協業 の あ り方が

ます ます重要 な課題 と な っ て い る｡

そ こ で 本報 で は
, 狭 山 副他地 区に お い て

, 環境

に配慮 した 整備活動 を近隣住民等 と と もに 行 っ た

事例 を報告す る｡

2 . 事業概要

狭 山副池 は
, 大阪狭 山 市の 北西 に位置する

,
貯

水量約3 0 万to n
,
受益面積25 7 .3 h a の た め 池で ある ｡

隣接する 狭 山池 と合 わせ て , 都市環境 に お け る シ

ン ボ リ ッ ク な親水空間を構成 し て おり , 親水機能

の 強化 や 交流 の 場 と して の 整備が 市民 よ り望 ま れ

て い る ｡ そ の た め, た め 池の 管理 機能 の 強化と と

もに , 市 にお け る重要 な 環境資源 と して 整備 を進

め て い る｡

事業内容の 検討 に あ た っ て は
,

大 阪狭 山 市が 進

め る ｢ み どりの 基本計画+ 等 にお い て
,

狭山 副池

周辺が ｢緑化重点地区+ や ｢ 自然体験学習ゾ ー

ン+

と して 位置付け ら れ
, 豊か な自然 の 中で 憩 い 学 ぶ

こ と が で きる 環境作りを 目 指 し て い る事 か ら
,

狭

山副池周 辺 に残 る里 山的環境 を活 か して , 多様 な

生 物 が 集まる 水辺 の 自然 を保全 ･ 再生 する 整備 を

目指す こ と に な っ た ｡ ま た
,

ビ オ ト ー プ 整備の う

ち
,
植栽等の 計画や

,
そ の 基礎 と な る 周辺 の 生 物

調査
,

及 び 比 較的簡易 な 整備 を
,

周辺 住民等の 参

加 に よ り実施 し て い る
｡ 整備内容 は

, 水 辺 ふ れ あ

い 拠点, 水辺 の 散歩道, 市民園地 の 3 つ に分 け ら

れ る ( 図 - 1) ｡ こ の う ち
, 水辺 ふ れ あ い 拠点 は

,

固化処理 した 池内汝諜泥 土 や 他工 事発 生 土 によ り

池敷 北 西部 に 造成 した用 地 に
, 管理 用 道路や 園地

施設 の 設置 を行うもの で あ り
, 現在 の 市民活動の

主 た る活動拠点 と な っ て い る｡

3 . 市民参加型活動の 目的

狭 山 副他 にお ける市民活動 は
,

事業期間中よ り

も
,
事業完了後 に連綿 と 続く管理 運 用 の 期間 に力

点 を お い て い る｡ そ の 最終的 な 目標 は
, 地 域 住民

や ボ ラ ン テ ィ ア 組織等 が 主 体的に
, 自然環境学習

や子 どもた ちの 社会体験 の 場 と して 狭 山 副池 を有

効 に 活用 す る こ と 及び
,

こ れ を通 じて 狭 山 副池 へ

の 愛着と 地域 の 連携 を 深め
,

管理 保全活動 へ の 参

加 や ゴ ミ 投棄等 の 減少 に つ な げ,
た め 池環境の 改

善 ･ 保全 を 図る こ と に あ る｡

こ れ を達成す る た め
,

まず継続的な市民活動実

施 の 核 と な る組織 を編成す る こ と を 目 指 した
｡ 手

法 と して は, 広報活動 によ る 人集 め
, 市民参加活

動 の 実施, 活動参加者 によ る ミ
ー

テ ィ ン グの 繰り

返 し に よ り, 参加者の 拡大 と ス タ ッ フ の 確保 を実

施 した ｡
こ れ ら の 市民参加型 活動 の 目 的は

, 以 下

の 通り で ある
｡

(丑活動 主体 と な る参加者 を増や す｡

ビ オ ト ー プ 作りや 自然観察会等 に 参加す る 人

は
,

自然環境 の 保全 な ど に興味 の あ る 人 材 で あ る

と 考えら れ る
｡ 活動の 参加者 に継続的な 参加を働

きか ける こ と に よ り , 意識 の 高 い 人 材 を集め る こ

と が で きる ｡

②狭 山副池 へ の 愛着 を持 っ て も らう｡

活動 フ ィ
ー

ル ドの 基盤整備 や 植樹活動 によ り ,

市民自 ら が 行 っ た 整備 に対 し て 愛着 を醸成す る ｡

ま た
,

狭 山副他 の 持 つ 役割を学習 し, そ の 重要性

へ の 理 解 を 適切 な管理 へ の 原 動力 にす る
｡

⑨事業完了後 に市民活動 を ス ム
ー ズ に実施す る｡

事業実施中か ら市民活動 を実施す る こ と に よ

り , 事業完了後 の 活動内容や
,

行政 と の 役割分担

を事前 に検討 し,
ス ム ー ズ な移行 を図れ る

｡

(む事業費の 縮減 を 図る｡

副次的効果 と して
,

ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 施工 に

よ り
,

人 件費 の 縮減 が 図 れ る
｡ 実際, 本件 で は

,

平成1 4 年度 は3 9 9 千円, 平成1 5 年度 は3 7 4 千円 の

縮減 を 図る こ と が で き た｡

な お
, 本件 で は

,
活動を通 じて 集ま っ た 方 々 と

共 に
,

組織 づ くり等に 関す る十 数回 の ミ ー

テ ィ ン

グ を 行 っ た 結果, 平成1 5 年2 月 に ｢ 狭 山 の 副池自

然 づ くりの 会+ が 結成 さ れ た｡ そ れ ま で の 市民活

動 は行 政 及び N P O が 事務局と な っ て 企 画 ･ 運営 を

行 っ て き た が , ｢ 狭 山副池自然 づ くり の 会+ の 結

成 以 降は
, 行政

･

N P O は サ ポ ー ト に回 り, 本会が

企 画 ミ
ー テ ィ ン グ か ら ス タ ッ フ に よ る 当日 の 運営

ま で 主 体的 に行う な ど
,

自立 し た組織 と して 活動

を行う形 と な っ た｡

4 . 活動実績及 び 課題

平成13 年12 月 に ス タ
ー ト した 本活動 は

,
概ね 月

に 1 回 の ペ ー

ス で 実施 さ れ
, 平成16 年7 月 ま で に27
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固 (3 5 日 問) を数え た ｡ 活動の 内容 は
,

大別 して

(〇手作り の 園地整備活動
, 壇)自然観察会等の 体験

学習活動 , ③維持管理 活動 の 3 つ で あ る ｡ 実施回

数の 内訳 は
, ① が 11 回 (19 日 間) , ② が10 回 (1 0

日 間) , ⑨ が6 回 (6 日 間) で ある
｡

以 下 ,
こ の 分

類ご と に
,

こ れま で の 活動を紹介す る｡

4
-

1 . 園地整備活動

本来は 工 事 で 実施する 工 種 の うち
,

比 較的簡便

で , 指導員 の 指示 が あれ ば素人 で も施工 可能なも

の に つ い て
, 近隣住民の ボ ラ ン テ ィ ア に よ り施工

する 活動で ある｡ 工 事の
一

部を体験 で き る珍しさ

に より
, 毎回 多くの 人々 の 参加を 頂 い た ｡ 内容 は

,

植樹 や ビ オ ト ー プ水路 の 造成等で あ る｡

写真1 は, 植樹活動 の 状況で あ る｡ 本地区で は ,

植栽計画の 検討 に あた り, 樹種選定等の 段階か ら

市民 と の ミ
ー

テ ィ ン グ を行 っ て 意見を 聴取 し
,

将

来に 渡 っ て 守i) 育 て て い く里 山 の 森をイ メ ー ジ し

て 立 案 した ｡ ま た
, 植栽の

一

部 に は 近隣の 里 山 で

採取 し た ど ん ぐり を 市民 が 育 て て 植樹 す る な ど

写真 -

1 植樹活動

写 真 - 2 ど ん ぐり拾 い 活動

水と土 第1 39 号 2 0 0 4

( 写真 - 2)
, 市民 が 積極的 に 関わ り

,
愛着を喚起

する よ うに 努め た ｡

写真 - 3 は
, 水路造成活動 の 状況 で ある

｡ 親水

施設と し て
, 池内 に設置した ポ ン プ の 揚水 に よ り

園地内 にせ せ ら ぎ水路を作 る 計画で あり
,

こ の 永

路の 施工 か ら水生植物 の 植付 け まで の ほ ぼ全 て を

市民活動 に よ り実施 し た｡ 水路底に 粘性土を敷き

均 し, 護岸 に は ヤ シ 繊維 ロ ー

ル を木杭 で固定し た
｡

水路 は溶岩石 や 木杭 によ る小島の 設置
,

水路帽の

変化 な ど に よ り多様性な流 れ を持 つ よう に した ｡

造成 した 水路 に は
, 近隣 の 弛や 低湿地か ら植物を

土 ごと採取 し
,
移植 した (写真- 4) ｡ 移植 し た植

物は
,

ク サ ヨ シ
,

ミ ゾ ソ バ
,

ガ マ
,

セ リ
,

カ ワ ジ

シ ヤ 等の 在来種 で あ る.｡ な お移植活動は
, 後述 の

体験学習活動 に お け る植物観察会も兼ね る' よう に

して 実施 して い る ｡

写真 - 5 は
,

張芝工 の 施工 状況 で あ る ｡ 市民 に

よ る 施工 性及 び活着度を考慮して ロ ー ル 状の 根付

完成芝を採用 した｡ こ れ を改良 し た土壌 に設置 し
,

上 か ら 目土 を敷き な ら した ｡ 写真- 6 は
, 浮島の

写真 -

3 せ せ ら ぎ水 路づく i) 活動

写真 - 4 植 物移植活 動

- 80
一



写真 -

5 張芝i舌動

写真 - 6 浮島づく り活動

套≡… 貯

ユ ノ手 稲

● 工 ノ
ニr ● マ タ ケ

● クコ

も
ミ

㌔

志賢妄≧去
jq 領

● 多い

( ) や や 多 い

△ 繍 絹 物

● △ オ
ニ

ワ シ ノ クサ

●△
二
手:て ≡ ム

ゴr

同 一

2 狭山副池周辺の 植生 マ ッ プ

写幸
一

7 昆虫観察会

写実 -

8 凧 づ くり活動

写真 - 9 維持管理活動

組立 て 状況で あ る｡

施 工 に あた っ て は
, 浮島 に よ る水質浄化作用や

多様 な 生 態系の 確保等 ,
設置 によ る 効果に つ い て

も学習で き る よう に努 め た｡

こ れ ら の 園地整備活動 で は
, 平均40 人程度, 多

い 時 に は10 0 人以 上 の 参加者が あり , 概ね盛況で

-
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あ っ た ｡ 比 較的高齢 の 方 々 が 若 い 参加者 に
,

か け

や等 の 道具の 使 い 方 を教 え る等,
世代間交流 の

一

助 にも な っ た よう で あ る｡ 植樹 に参加 した 子供が
,

そ の 後の 活動 で 植物 の 観察 に来 る な ど
, 愛着の 醸

成 と い う 目 的も ー

走 の 成果が あ っ た の で は な い か

と感 じて い る｡ ま た
,
前述 し た と おり

,
少額 で は

あるが 事業費を節減す る こ とが で き た ｡

4
-

2 . 体験学習活動

ビ オ ト ー プ整備 に お い て , 目指す べ き生 態系や

現在 の 状 況 の 把握 は 欠か せ な い も の で あ る
｡

こ の

た め
, 狭 山 副池や 周 辺 の 生 物調査 を適宜実施 して

い る ｡ 図 - 2 は 植物観察会 の 成果 に よ り作成 し た

植物 マ ッ プ
, 写真- 7 は 昆虫観察会 の 状況 で ある

｡

植物観察会の 成果 は
, 前述 し た水生 植物の 移植 に

お ける対象種の 選定 や
, 植栽計画 の 基礎資料の 1

つ と し て 大 い に役 立 っ た ｡
こ れ ら の 調査活動 は

,

今後も継続 して 実施 し
,

生 態系の 遷 移状況 を把握

す る予定 で あ る
｡

そ の 他 , 写真- 8 に示す凧 づ くり体験活動等 の
,

昔 な が ら の 遊 び を体験 し
,

伝え る活動も行 っ て お

り, 世 代間交流 の 場と も な っ て い る
｡

4 - 3 . 維持管理 活動

市民活動 で 施 工 し た樹木 や 芝生 等 に つ い て は
,

草刈り や 水や り な どの 管 理 が 必 要 で あ る
｡ そ の

一

部 に つ い て
, ｢ 狭 山 の 副池自然 づ くり の 会+ ス

タ ッ フ を 中心 と して 実施 して い る ( 写真一9) ｡ 特

に ,
ビオ ト ー プ水路 の 植物 は在来種 を 残 して い く

よう管 理 した い と考 え て お り, 通 常 の 業者管理 で

は難 し い 部分 で あ る｡

維持管 理 活動 に つ い て は6 回 と 前 に 記載 し たが
,

上 記 の 活動の 合間に行 っ た り
,

ス タ ッ フ が 自主 的

に集ま っ て 行う な ど, 実際の 実施回 数は よ り多 い
｡

課題 は
, 維持管理 活動 に は 多大 な労力 が 必 要 な こ

と で あ る｡ 今後も
, 自然環境保全 に 関心 の あ る

方 々 を参集 し
,

よ り多く の 市民の 協力 を 得て い く

努力が 必 要 で あ る
｡
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4 - 4 . 活動 の 実施 に 関 す る課題

活動の 実施 に伴 い
, 多くの 課題 が 明ら か に な っ

た ｡ 参加者の 意欲 は 高 い もの の
, 適切 な 指示を出

さ な い と 何 を し て 良 い の か 分か らず
,

手持 ち ぶ さ

た に な っ て し ま い 参加意欲が 低下 す る 状 況 が 生 じ

たり , 活動の 性格上 力仕事が 多く , 子供の 参加者

で は 手伝え な い 場面も見 られ た｡ こ の た め
, 作業

ス ケ ジ ュ
ー ル の 調整 や

,
作業 を指示する ス タ ッ フ

の 適切 な 配 置 に より
,

余剰の 人 員 を極力作 ら な い

よう に する必 要が ある
｡

ま た
, 現 場 の 安全 対策や 事前準備

,
当日 の 補助

作業の
一

部 は工 事請負業者が 行 っ た ｡ 特 に , 通 常

は 立 入 禁止 が 原則 の 工 事現場 で
, 子供 を含む 多く

の 人 々 が 活動 を行う こ と か ら
, 安 全 対策は 非常 に

重要で あ る｡ 重機 や 資材の 整理 整頓
,

危険箇所 を

作 ら な い よ う工 程を調整す る
,

等 の 対策が 必 要 で

あ る が , ほと ん どの 請負業者 は市民活動に 携わ っ

た こ と が 無く ,
と ま ど い を感 じ て い る様子が 見 ら

れ た ｡ こ の た め
, 請負業者 にも

, 市民参加活動 の

意義 や 目 的を十分理 解 させ る こ と が 重要 で あ る ｡

な お 施工 管理 面 に つ い て は
, 高度な 管理 を要求

す る構造物等 を市民活動 によ り施工 する の は困難

な た め 活動対象か ら外 し
,

墨 出 し等 は事前準備 で

対応
,

最低限 必 要な品質は 施工 時 の 指導に よ り確

保す る もの と し
,
特段 の 管理 基準 は設けな か っ た ｡

5 . お わ り に

本事業は 平成1 6 年虔完了の 予定 で あり, 平成17

年度以 降 は こ れま で の 整備中心 の 活動 か ら 維持 ･

保全 ･

管理 を中心 と した継続的 な活動 に 変わ っ て

ゆ く ｡ 地 域 の た め 池 に 愛着 を 持 ち
,

積極的 に 関

わ っ て くれ る 地域住民 が ま すま す増大 し, 活動が

一

層活発 にな っ て ゆく こ と を望 む
｡ ま た

, 環境学

習等 に積極的 に活用 頂 け る よ う,
地 域 の 学校 や 市

民団体 と の 連携 を 図 っ て い く必 要が あ る と 思 わ れ

る｡ 最後 に
,

本報告が , 同様の 取り組 み に あ た り

参考 と なれ ば幸 い で あ る
｡
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1 . は じめ に

｢ む ら づ くりを手作i) で+ と い う薄緑色 の パ ン

フ レ ッ ト を ご存知 の 方 は どの く ら い い る だ ろう

か ｡ 平成1 4 年3 月 に 農林水産省農村振興局長 ･ 生

産局長通知 ｢ 農業農村整備事業等 にお け る農家 ･

地域住民等参加型 の 直営施工 に つ い て+ が也さ れ
,

農業農村整備事業 で
,
平成14 年度か ら

,
農家 ･ 地

域住民等参加型 の 直営施工 方式 の 実施 に取り組 む

こ と にな っ た｡ そ の 直営施工 に つ い て 要点を解説

した もの が ｢ む ら づ くりを手作り で+ で あり , 農

家 や 地域住民が 自分た ちの 住む地域 の 身近な農業

用施設の 整備 に参加する 制度 に つ い て 紹介 し て い

る｡ ( 拭
-

1 直営施工 の パ ン フ レ ッ ト)

図 -

1 直営施 工 の パ ン フ レ ッ ト

*

東海農政局新 矢作川用水農業水利事業所 (T e】. 05 66- 74- 79 03)

国営農業用水再編対策事業 (地域用水機能増進

型) 新矢作川用水地区 で も, 本年5 月 ,
こ の 制度

を使 っ て 地域住民が 参加 した 管理 用道路 の 整備を

行 っ たの で 報告す る｡

2 . 国営新矢作川用水地区の概要

本地区は
, 愛知県 の 中央を流れ る矢作川 の 中下

流域 に位置 し
, 岡崎市外4 市4 町にま た が る受益面

積約7+,3 0b a の 地域 であり
,

水稲
,

小麦
,

大豆 を中

心 に
,

に ん じ ん
,

たまねぎ等 の 野菜栽培が 行 わ れ,

県 下 で も有数 の 農業地帯 で あ る｡ ( 囲- 2 事業概

要図) ( 写真- 1 営農状況)

本地区 の 用水施設は , 矢作川 , 巴川及 び地区内

河 川 等を水源と し
, 昭和2 7 年度 ～ 昭和3 7 年度 に 国

営矢作川農業水利事業に お い て水源 で あ る羽布 ダ

ム を新設 し
,

つ づ い て 昭和3 8 年度
～

昭和53 年度に

国営矢作川第 二 農業水利事業 に より取水 口で あ る

細川頭首 工 及 び 矢作 川 沿 い の 幹線水路が 整備 さ

れ
,

あわせ て
, 昭和45 年度

～

昭和6 3 年度 に 国営矢

作川 総合農業水利事業に よ り地区南部 の 水路施設

等が 整備 され た と こ ろ で ある ｡ し か し, 近年 こ れ

ら水利施設の 老朽化 や水路周辺の 都市化 の 進展 に

伴う機能障害が 進行 し
, 安定取水, 安定通水 の 阻

害要因と な っ て い る｡ ま た
,

その 施設 の 維持管理

に多大な労力を費や して い る｡

こ の た め
, 本事業 で は

,
こ れ ら地域 の 基幹 と な

る 水利施設 の 更新整備を行 い
,

農業用水 の 安定供

給と 維持管理 の 軽減を図り , 営農の 合理 化 ･ 複合

化を促進 し
,

生 産性 の 向上 と 農業経常 の 安定を図

る と と もに
,

地区内 の 農業用水が 従来か ら有 して
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図 - 2 事業概要図

写真 - 1 営農状況

い る 地域用水磯能の 増進 に資す る 目的で
, 平成6

年度よ り事業が 進 め られ て い る ( 地域用水機能 の

増進に つ い て は
,

平成15 年度, 事業計画 の 変更 に

よ り取り込まれ た) ｡

本事業 は , 既設の 開水路を暗渠化す る 工事を主

に 行 っ て い る ｡ 暗渠化 さ れ た 水路 の 上 部 は
,

基本

的 に は 管理用道路 と して 利用す る計画 で あ るが .

従来 ,
用水路 と して 利用さ れ て い た 区域 は 新 た な

未利用空間 と し て 出現す る こ と と なり,
こ の 空間

の 有効活用が 課題 に な っ て い た｡ こ の こ と か ら .

本事業で は
,

こ の 未利用空間の 有効活用を目指し

た取り組み と して 住民参加型 に よ る 水路上 部の 利

用を進め て い る｡ 本報文 で 取り上 げる直営施工 は
,

こ の ような取り離み の 中 で
, 幹線水路上 番を利用

水 と土 第139 号 2〔氾4

し整備する 管理用道路兼用散策路 に お い て 実施 し

たもの で ある｡

3 . 住民参加で亜優 し た散策路 … ふ れあい の 道
”

｢ ふ れ あ い の 道+ は, 今 回 の 直営施工 に先駆け

て
, 平成12 年皮に 地域住民 の 参加 に よ る計画, 整

備が行 わ れ た もの で
,

本地区南部 に位置す る 西尾

市を流 れ る 六 ツ 美幹線水路の
一

部区間の 上 部を利

用 した散策路 で ある ｡
こ の 区間 は

, 平成8 ～ 9 年度

に パ イ プラ イ ン 化を実施した こ と に 伴 い
,

水路上

部 に 帽約7 m , 延長約1 .4 k 皿 の 土地が 生まれた｡ そ

の 後. 平成11 年 に
,

地域住民 より ｢水路上 部に で

き る管理 用道路を小学校 の 通学路 と し て利用 した

い+ と の 要望が 市を通 じて 寄せ られ
,

そ れを受け,

国営事業所 , 市,
土 地改良区及び 地元町内会等 と

幾度となく調整 し た結果 , 地域 に お い て 日常の 維

持管理を行う こ とを条件 に,

一

般 の 人も利用 で き

る散策路 と して 水路 上 部の 未利用空間の 利用を検

討す る こ と にな っ た
｡ 検討 に あたり

,
は じめ に周

辺 住民 へ の ア ン ケ ー トを実施 し, ｢ 計画作り に釣

5 剥が
, 維持管理 に約4 剖 が 参加 して もよ い+ と

の 回答を得 た こ と か ら
, 平成1 2 ～

1 3 年 に ワ
ー ク

シ ョ ッ プ形式 の 話し合 い を開催 し, 上 部利用の 計

画作り を行 っ た ｡ 管理 用道路とそ の 付帯施設に つ

い て は 国営事業所 で工 事を実施 し
,
管理用道路の

一 部 は 散策 に適 し た木 チ ッ プを利用 して い る ｡ ま

た, 花壇 や ベ ンチ に つ い て は
,

地域住民自 らが 道

ー

8 4
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具を持ち寄り作成 し た ｡ なお , 材料 に つ い て は
.

市 , 改良区等 の 支援 に よ っ た ｡ こ の 中 で
, 平成1 3

年3 月 に 地域住民自 らが 柾持管理 や散策路を利用

した イ ベ ン ト等を行う観払 ｢ ふ れ あ い の 道を育て

る 会+ が 設立され
, ｢ ふ れ あ い の 道+ の 整備 , 維

持管理
,

イ ベ ン トの 開催な どを行 っ て い る ｡ 会員

は年 々 増え
, 平成16 年度 の 会員数 は3 3 2 名,

ほか

に地元企業10 社 の 支援 を受け て い る ｡ ( 写真2 ふ

れあ い の 道) ( 図- 3 ｢ ふ れあ い の 道+ 標準断面)

こ う し た中で
, 平成16 年5 月, ｢ ふ れあ い の 道+ よ

り さ ら に
一

歩進 ん で
, 木チ ッ プを利用 し舗装す る

散策路 ( 管理用道路 の
一

部) に つ い て , 国営事業

所 が 材料を支給 し, ｢ ふ れ あ い の 道を育て る 会+

の 会員 で あ る地域住民 が 敷均 ･ 整備作業 の 労務を

提供して
, 直営施 工 と い う形 で 実施す る こ と と

な っ た｡

写真
-

2 ふ れ あい の 道

農ユ

璽

管理用 溺
J ≡如

7 スフ ナんト暮臣
; 邪

4 . 農 家 ･ 地域住民等参加型直営施エ の 実施手順

直営施工 方式 は . 農業農村整備事業等 で 計画 さ

れ る 施設 の うち, 身近な施設を対象に 比 戟的簡易

な工 事 に つ い て 農家
･

地域住民等が 自 らの 意思 に

基 づ き参加
･

実施す るも の で あり
, 住民参加 に よ

る 地域の 活性化 , 創意工 夫 に よ る工 事 コ ス ト の 縮

減と 地元負担 の 軽減, 整備 さ れ た 施設の 良好な維

持管理な どの 効果が期待 さ れる｡

実施 の 手順 は
,

以下 の と おりとな っ て い る｡

(彰説明会の 開催 : 事業実施主体 は
, 直営施工 の

取り離み が 考え ら れ る 作業内容を農家 ･ 地域

住民等 に 説明す る｡

②労務参加 の 申請 : 説明を受けた住民等は
, 直

営施 工 に団体 と して 参加を希望する 場合, 当

該団体 は
,
労務参加申請書 に当該団体の 規約

,

作業場所及 び作業内容等を記載 した 労務参加

計画書を付 して 事業実施主 体 に凍出す る｡

⑨労務参加計画 の 承認 : 事業実施主体は
,

提出

さ れ た 労務参加計画書等を審査し
,

その 内蓉

が 適切 で あ る場合 に は
, 労務参加を承諾す る

旨を当該団体 に通知す る
｡

④作業委託 : 事業実施主体は
, 労務参加計画書

等を基に 施工 計画 の 策定, 工事費積算 を行 い

当該団体と作業委託契約を交 わ すと と も に ,

必 要な資機材を詞達 し
, 現場に 支給する ｡

⑤作業開始 : 作業委託を受けた 団体 は
, 参加者

の 保険加入手続き
,

連絡 ･ 調整等を行う｡ 工

事 を 実施 して い く上 で 必 要な管理 ( マ ネ
ー ジ

メ ン ト) は
, 事業実施主体が 自 ら行う｡ なお

,

施工 管理 ･ 安全管理及び 検査等 に つ い て
, 必

要が あれ ば
, 外部機関の 技術者を活用する こ

とが で き る｡

8 0 0

図 - 3 ｢ ふ れあい の 道+ 標準断面
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⑥完了
･ 検査 : 団体 は 受託 した作業 が 完了 した

と き は, 事業実施 主 体 に完了報告を布 い
, 事

業実施主体 は確認検査を行う｡

ま た
, 直営施工 で 実施す る作業 は , 主 に未経験

者の 農家
･ 地域住民等の 参加 に よ る 工 事 で ある こ

と か ら
,

その 作業の 難易度及 び安全確保 の 点も考

慮 し て 事業実施主体が 選定す る こ と に な っ て い

る
｡

5 . 直営施 工 の 導入に あ た っ て

平成14 年度に 農業農村整備事業 に お け る直営施

工 が 制度化され て 以 来
,

本地区 にお い て も, 制度

の 導入に 向け て い ろ い ろ な観点か ら検討 を行 っ て

き た が , 本事業 で は
, 老朽化 し た既設水路を取り

壊 し, 直径2 ～ 3 m の パ イ プラ イ ン を埋 設す る工 事

が 主で あり, 農家や 地域住民が 参加 で き る適当 な

作業が 見当 た ら ず, 制度 を活用 で きず に い た｡ 制

度の 活用 が
,
直接,

工 事 コ ス ト の 縮減 に つ なが り
,

また
, 参加 し た 農家

･ 地域住民 が 造成 さ れ た各施

故に愛着を持 つ こ と で 維持管理面 で も プ ラ ス に な

るもの と考えて い た ｡

一 方 , ｢ ふ れ あ い の 道+ で は, 管理用道路 の
一

部を木 チ ッ プ 舗装と し た散策路 の 整備を行 っ て お

り,
こ の 作業の 中 で

,
木 チ ッ プを敷き均す作業で

あ れ ば
,

難 し い 技術も必要なく危険 な作業も伴わ

な い と の 判断か ら地域住民の 参加が 可能で ある と

考え ,
さ ら に

,
地域住民 の 組織 ｢ ふ れ あ い の 道を

育 て る 会+ によ り 日常 の 維持管理 活動 が 行わ れ て

い る こ と もあり
,
作業 へ の 参加者を集め る こ と も

ス ム ー ズ に 進む と考え ら れ た
｡

早速, 平成1 6 年1 月 の ｢ ふ れあ い の 道を育て る

会+ の 役員会を通 じ
,

会員 に対 し , 直営施工 制度

に つ い て 説明す る と と も に
,

上 記作業 に つ い て
,

国営事業所 が 材料を支給 し
, ｢ ふ れ あ い の 道を育

て る 会+ の 会員が 労務を提供する と い う方法を提

案 し
, 会員 の 了承が 得 ら れ た こ と か ら

, 地域住民

参加型 に よ る 直営施工 を取り入れ た 整備 に つ い て

本格的 に準備を進め る こ と と した ｡

6 . 直営施エ の 準備

役員会 で の 了承を経 て
, 国営事業所 で は 必 要 な

木チ ッ プ 量を算出す る と と も に
,

材料費及 び現場

内の 運搬費用
,

参加者 の 保険 な どか か る 経費を算

定 し
,

また
,

契約 に 必要な書類 の 整備 に も取り掛

か っ た｡

水 と 土 第1 39 号 20 0 4

必 要量14 1 m
3
の 木チ ッ プ を 山積 み に し た状態 で

は
,

ボ ラ ン テ ィ ア の 力 だ けで は作業が 終 わ ら な い

と 考え, その 準備作業 と し て
,
材料の 木チ ッ プ を

｢ ふ れ あ い の 道+ 数箇所 に 分割して 運 び 込む こ と

に し た｡ ( 写真 - 3 木 チ ッ プ搬入後) ( 写真
一

4

木チ ッ プ小 運 搬)

直営施 工 は
, 当事業所 で は 初め て の 取り組み で

ある た め
, 直営施 工 推進 マ ニ ュ ア ル や 他地区の 事

例等を参考 に し
,

ま た , 契約 に必要な書類 に つ い

て は
,

相手が
一

般住民組織と あ っ て 公的な書類整

備 に つ い て 不慣 れ で あ っ た た め, 何度も打合せ を

行 い 作成 した｡

｢ ふ れ あ い の 道を育て る 会+ で は
, 草刈 ,

植栽

の 手入 れ , イ ベ ン ト開催な ど 一

年を通 じ て さまぎ

まな活動を行 っ て い る が
,

今 回 の 直営施工 に つ い

て も平成16 年度 の 活動予定 に組み 入 れ る こ と に よ

写真 -

3 木 チ ッ プ搬入後

写真 - 4 木チ ッ プ小道激
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り
,
通常 の 活動 の

一

環と し て実施する こ と と した ｡

直営施工 で は提供され た 労務 に対価を支払う こ と

も可能で ある が
, 会の 活動 の 中で

, 労務費 の 支払

い に つ い て は辞退する 旨の 申 し出が あり
,

直営施

工 に か か っ た 費用 は
,

材料費
,

ボ ラ ン テ ィ ア 保険

の み となり, さら なる コ ス ト縮減が 図ら れ た｡

7 . 直営施エ の実施

直営施 工 が 実施された 5 月15 日 は 晴 天 に も恵ま

れ , ｢ ふ れ あ い の 道を育て る会+ か ら の 参加者約

6 0 名 に加え
,

地元 西 尾市,
土 地改良区,

国営事業

所 か ら の 参加者もあり
,

賑 や か に 始ま っ た ｡ ( 写

真 - 5 作業 の 説明)

会長 か ら本 日 の 作業 に つ い て 説明が あ っ た 後,

数名ず つ に班分けさ れた 参加者 は フ ォ
ー ク や レ

ー

キ を手 に
,

指示さ れ た エ リ ア の 作業 に 向か っ た ｡
.

写真 -

5 作業 の 説明

写真 -

7 清掃作業

(写真
-

6 木チ ッ プ敷き均 し作業) 今回 の 作業に

は女性も多く参加 して おり , 力の い る 仕事 は男性

に ま か せ
, 清掃作業 や 除草作業を行 っ て い た ｡

( 写真 - 7 清掃作業) 参加者の 力 によ り木 チ ッ プ

の 山 はみ る み る うち に
, 新 し い 散策路 へ と姿を変

え
, 朝8 時か ら始ま っ た作業 は昼前 に は終え る こ

と が で き た｡ ( 写真
- 8 完了写真) 作業後 に は

,

参加者が 歓談する場 が で き,
コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン

の 場 と な っ て い た｡

施工 管理 ･ 検査 は 事業実施主体 が 行 い
,

地域住

民 に よ る施 工
,
及び簡易的な施設 で あ る こ と か ら

,

施設 の 機能 に着目 した 施工 管理 ( 出来型管理 (舗

装高の 測定)) を行 っ た ｡

今 回 の 直営施工 は
,

す で に 地域住民 によ る維持

管理体制が 整 っ て い る 地域 で の 実施で あ っ た｡ そ

の た め
, 国営事業所, 市, 改良区及び 地域住民 と

写 真 -

6 木チ ッ プ敷 き均 し作業

ー 8 7
-

写真 -

8 完了写真
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の 間に つ な が りが あり
,

直営施 工 の 各段階で の 手

続きを 非常 にス ム ー ズ に 進め る こ と が で きた ｡ ま

た
, 参加者は 普段 か ら 除草等の 維持管理 作業 を実

施 して い る こ と か ら
, 直営施工 へ の 参加 を 受入 れ

や すか っ た の で は な い か と 思 う｡

8 . 成果 と反省

直営施工 の ね ら い の
一 つ で あ る コ ス ト縮減に つ

い て は
,

請負施工 で 実施 した 場合 に比 べ
,

人件費

及 び諸経費の 縮減 に な っ て い る ｡
こ れ は , 今回 の

作業 が ｢ ふ れ あ い の 道 を育て る 会+ の 活動の
一

環

と して 行わ れ
, 労務費の 支払 い を辞退 さ れ た こ と

が 大 き い
｡

また
, 今回 , 直営施 工 と い う国営事業 の 制度 を

利用 して 散策路 を整備 した こ と によ り ,
農林水産

省 の 事業や 施設が より 地 域 住民 に と っ て 身近な も

の に感 じら れ た の で は な い か と 思 う｡

9 . 今後の 展開

本地区で は
,

地 域 用水機能増進 の
一

環 と し て
,

暗渠化 さ れ た 幹線水路 の 上 部用 地 の
一

部に 支線水

路 と し て せ せ ら ぎ水路 (4 .4 k m ) を 整備す る こ と

と して い る が
, 今 回 の 成果 を踏ま え

, 今年度の せ

せ ら ぎ水路 に 関係す る 工 事の 中 で
,

地域住民の 参

水 と土 弟139 号 20 0 4

加が 可 能と 思 わ れ る工 種 に つ い て
, 直営施工 を実

施す る 方向 で 検討 し て い る ｡ ま た
,

地 区全体 の 幹

線水路上 部 の 未利 用 空間の 有効活用 に つ い て も
,

引 き続 き 直営施 工 の 制度を 活用 し て
, 地 域 住 民 が

散策路等の 整備 に 参加す る こ と が で き れ ば
,

そ れ

が 施設 へ の 愛着心 を育 む こ と に つ な が り
,

将来
,

住民 が維持管理 を担う体制が で き , 施設管理 者の

業務 の 軽減が 期待で きる ｡ 都市化 が 進ん だ地域 で
,

と かく問題と な る農業水利施設の 維持管理 に つ い

て
, 農家

･ 土 地 改良区だ け で は なく,
地 域住民の

力が 求め ら れ て い る 中で
,

直営施工 制度を そ の 体

制 づ くり に 役立 て て い ける の で は な い だ ろう か
｡

こ の た め に も , 本地 区で は
,

地 域 住民 が参加で

き る 作業に つ い て は
, 積極的 に直営施工 制度の 導

入 を行 い
,

本事業 に対す る 理 解 を得 る と と も に農

業水利施設と 地 域住民 の つ な が り を深 め て い きた

い と考え て い る｡

最後に
, 今 回の 直営施 工 の 実現 に 向けて ご助力

い た だ い た方 々 に お 礼申 し上 げま す｡

引用文献 :

農家
･ 地 域 住民等参加 型 の 直営施工 推進 マ ニ ュ

ア ル ( 素案) 農林水産省農村振興局 H 16 . 3
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【歴史的土 地改良施設】

尾鈴地区 ( 日本三大開拓地川南合衆国) の 土地改良事業

(Eir 血i ルIA E D A)
軒 轟 木 保 夫

年

前 田
(Y a su o T O D O R O EI)

目 次

は じめ に

川南原 国営 開墾事業 の 経緯

戦後の 川南原国営開墾事業

(農林省高鍋川南 閥務建設事業)

1 . は じ めに

宮崎県児湯都川 南町 は
,

宮崎市か ら延岡市 に至

る海岸線 の ほ ぼ 中央部 に位置 し
, 東 は 日 向灘 に面

し
,
西 は標高1

,
40 5 m の 尾鈴山系を望む こ と が 出来

,

こ の 尾鈴山系を源流 と する 名貫川と小丸川 に挟ま

れ て発達 し た洪積台地が ｢川南原+ と 呼ば れ 水 田

と畑が 混在す る農業地帯 とな っ て い ます｡

気候 は
, 年 平均 気温 1 6 . 3 ℃

, 年 間降 雨量

乙3 6 0 皿 m と 温暖多雨で あり, 沿岸地 帯 の た め 冬季

は温暖, 多照 と い う有利性を持 つ 反面 , 降雨が 梅

雨期 と台風時 に偏 っ て い る地域 で あります｡

こ の 地域 にお い て は
,

戦前か ら ｢ 川南原国営開

墾事業+ を始め と した 開拓事案が 取り組まれ , そ

位置 図

*

九州農政局 尾鈴農業水利事業建 設所 ( T e l . 09 8 3- 2 7- 7 4 11)

日本 三大 開拓地

育鹿 ダ ム の 沿革

高鍋川 南国営造成土 地改良施設整備事業 = ‥ ‥ ‥

9 3

国営尾鈴土地改 良事業 … = ･ ･ ･ ･

9 3

あとが き

日向灘よ り川南 原台地を 望む

の 後施設の 老朽化もあ っ て 国営造成施設 土 地改良

施設整備事業が なさ れ , 現在で は 国営尾鈴土 地改

良事業が 実施中 で あり ,
こ れ ま で に取り組まれ た

土地改良事業 の 経緯を紹介 します｡

2 . 川南原因営開墾事業の 経緯

古く は 明治1 4 年 ( 188 1 年) に
, 石井十次が 川南

の 唐瀬原閲我を計画 し
,
鍬入れ を しま した が 水 の

使用を名貫川 下 流 の 住民 に 反対さ れ 中止 さ れ ま し

た
｡

そ の 後 , 明治4 4 年 に
, 有音宮崎県知事 が 川南原

等大規模開 田地区の 水利施設 に つ き県営施行方針

を県議会 に諮問 して 可決さ れ た の に始まります｡

引き続き, 大正3 年 ( 19 1 4 年) に は あまりに も

そ の 規模 が 大きく県費 の み で は実現不可能で 有る

と考え
,

国営で 実施す る よう 上 申 し て い ます ｡ 大

一
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昭和14 年 に開始 され た事業内容

国営開墾事業

受益町村 川南村,
木城村

,
高鍋町 , 都農町

受益面積 関 田1
,
0 0 0 町歩 , 開畑 5 0 0 町歩

水源 (川原 ダム)
木城村大字石河内字浜 口地先に重力式 コ ン クリ ー トダム (洪水 ･ 電気 ･ 農水共用)

B
=

2 0 m L
=

1 9 5 m

水源規模 総貯水量 : 4 0 2. 5 万 m
3

､ 有効貯水量 : 2 0 0
.

2 万 m
3

発電との 共用水路 ダム 取水 口か ら川原発電所分水点まで 5
,
6 4 0 m

｡ 昭和 1 9 年までに完成

幹線水 路 川原発電所分水点か ら下流 9 , 4 2 5 m ｡ 昭和 1 9 年 まで に 2
,
4 9 0 m 完成

県営事業

支線水路
国営幹線水路の 終点 より名貫川に達す る竹浜支線水路 ･ 岩戸原 , 通山支線等8 支線

1 6 , 2 8 0 m

揚水機 場 分水 工 4 ケ所 に揚水機場 を設置

その 他 自作農創設 並び に移住計画

川南原耕地整理組 合事業

開墾
川 南原 国営開墾事業 中に地 区内道路

,
水路及び付帯構 造物 と開田1 , 0 0 0 町歩 , 開畑

5 0 0 町歩を行う

正4 年 に は 国営 で の 実施 を 上 申 した も の の
, 県 に

お い て も 一 応調査 だ けは行う こ と と し
, 県営川 南

原開田給水事業予定地の 調査が行 わ れ て い ます｡

大正 8 年 に も県営事業と して 大正 10 年か ら実施

する 旨を県会 に 諮問 し可決 さ れ た もの の
, 着工 に

は 至 っ て い ませ ん ｡ 漸く大正14 年農林省が 国営大

規模開墾事業 の 調査 を開始 した こ と か ら
, 川 南原

にお い て も農林省で 調査 を行う よ う申 し上 げて い

ま す｡ そ して 昭和2 年 (1 9 2 7 年) 川南原大規模開

墾 計画実施地区に 決定 さ れ た こ と か ら
,

宮崎県 は

農林省調査班 と協力 して 川 南原国営開墾 予 定地 の

調査 を開始 し昭和3 年調 査 を終 えて お りま す｡

当時の 川 南原地域 は
,

人 口 及び 耕地 面積も少 な

く松林の 点在 した 原 野 で あり
,

そ の 利用 程度 は極

め て 低く特 に水 田 は
, 昭和13 年時 に は僅 か9 0 0 h a

に過ぎず農家 の 開田 に寄せ る 意欲 は 並 々 な ら ぬ も

の が あ っ た と 言わ れ て い ます｡

明治の 末期 か ら 始ま っ た川 南原台地 の 開 田事業

推進運動も, 約3 0 年 の 永 い 歴 史 を経 て よ う やく ,

昭和 14 年か ら5 カ 年計画 で 川 南原 国 営開墾 事業 と

して 実施さ れ る こ と と な っ た の で あります｡

当時の 川南 原 開墾事業 は , 主 要幹線水路 を国営,

支線水路 を県営 , 地 区 内水路 を耕 地 整理 組合 に お

い て 実施す る 計画 で 有り ま し た ｡ し か しなが ら
,

木城村岩戸 原開田 は緊急食料増産対策と し て 水稲

植付期ま で に 完成する よう要請 さ れ
, 岩戸 原分水

地 点の 上 流60 0 m の 国営第4 号隊道 に つ い て は
,

上

流側 か ら 国営 で
,

下 流側か ら県営で の 突貫工 事 が

進め ら れ
,

そ の 結果下 流 か ら1 8 7 .4 7 m 地 点 で 国営

及 び県営事業は 無事貫通 に至 っ た と の こ と が 記 さ

れ て い ます｡

こ の よう に
, 待望 し て い た事業が 開始 さ れ た も

の の
, 昭和 19 年第2 次太平洋戦争の 激化 の た め 中

断さ れ ま した
｡

3 . 戦後の 川南原国営開墾事業 (農林省高鍋川南

開拓建設事業)

終戟後 の 食料難 によ る緊急開拓事業の 発足 に伴

い
,

昭和2 0 年10 月 に川 南 を中心 に広 が る, 空挺落

下 傘部隊 ･ 落下 傘降下 場 ･ 飛行場 ･ 軍馬補充部 な

ど に使 わ れ て い た 旧 軍用 地3 ,0 0 0 h a の 開発 を 目 ざ し

て
, 国営 に よ る高鍋川 南開拓建設事業が 再開さ れ

,

昭 和3 4 年3 月 ま で の 2 0 年間余り と言う永 い 歳月 と

約1 0 億円の 巨費を投 じて 水 田80 0 h a
,

開畑1 ,0 6 5 h a

の 開拓 が 行わ れ ま した｡

川 南原国営 開墾事業 の 事業 内容

用水路 幹線水路 3 路線L = 2 0 . 8 k m
, 支線水路 1 1 路線 L = 1 3 . 2 k m

排 水路 幹線排水路 9 路線 L = 1 3 . 6 k m

道 路 幹線道路 1 5 路線 L = 3 6 . 2 k m

揚水機 場 ポンプ場 3 ケ所

水 と土 第139 号 20 0 4 - 90 一



4 . 開拓地の 発展

広大な面積 を擁 しなが ら
,

台地の ほ と ん どを軍

用地 に 占有さ れ , 貧 し い 生 活を余儀なく さ れ て い

た川南原台地が 終戦 を契機 に 国営開墾事業が 再開

さ れ
,
全国各地 か ら新 天 地を求 め て 多くの 人 々 が

入植 して きま した ｡ 開布地 と して 地形等立 地条件

が 恵ま れ て い た こ と は 言うま で もありませ ん が
,

開拓建設工 事費の 3 分の 1 に当た る労賃 の 大部分が

入植者の 現金収入漉と なり,
こ れ が 生活 の 支えと

な っ た こ と は入植者の 営農基盤を 支え る大きな要

素と な っ た と 言わ れ て い ます ｡

こ の 開拓 に併 せ 水路や 開拓道路も建設 さ れ
,

昭

和2 0 年代後半か ら主要食料 の 自給 が可能 と な り,

か つ 農業所得 の 増加 に よ っ て 開拓地か ら の 離脱者

を最小限 にく い 止め る こ と が で き
,

道路 ら し い も

の が ひ と つ もなか っ た 開拓地 に は 幅6 m 内外 の 道

路が新設 さ れ
, 既設の 幹線道路と 結 ば れ ま した｡

現在 こ れ ら の 開拓道路 ほ 町道とな っ て 産業 ･ 交通

と 文化の 発展 に責献 して お ります｡

5 . 日本 三 大開拓地

昭和2 年国営 に よ る 大規模開墾計画が 立 て られ

50 0 町歩以 上 の 集団的開墾見込み 地17 地区 に つ い

て 実施計画が 行 わ れ
, 国営 で 施行す る こ と と なり

ま し た｡ しか し
, 実際 に工 事 に 着手 さ れ た 地 区は

5 地区で あり,
その 中 で も大規模な宮崎県川南町

を中心 とす る 川南原開拓 ( 昭和14 年着手) , 青森

県十和 田市 の 三 本木原開拓 ( 昭和1 2 年着手)
,

福

青鹿 ア
ー

ス ダ ム を望 む

国道1 0 号線 に立 て られ た 看板

島県央吹町の 矢吹開拓 (昭和15 年着手) の 3 開拓

事業が 他 の 地 区 と 区別 し て 実施され た と 言う説

と
, 川南町 (全国4 7 都道府県 か ら 入植) , 十和 田

市 , 矢吹町 は全国 で 開拓移住者 比 率 の 高 い 上 位3

市町で 有 る こ と か ら ｢ 巨l 本三 大開拓地+ と 呼 ば れ

る よう に な っ た と の 説が あります｡

6 . 青鹿ダム の 沿革

開畑1
,0 6 5 h a の 内, 旧唐瀬原落下 傘降下 場地区

(地区面積6 7 0b a) は終戦時の 混乱 に より過剰入植

と なり.
1 戸当 た りの 配分面積 が1 .211 a 程度で

,
か

つ 無色火 山 灰 よ りな る 高台地 で 干害を受けや す

-
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滴々 と 水を湛 える育 鹿ア
ー ス ダ ム
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青鹿 ア ー ス ダ ム 標準断面図

く ,
甚だ し い 年 は収穫 が 皆無 と な る な ど農業経営

が極 め て不安定 で あり ま した｡

こ の た め
,

昭和23 年 に は 唐瀬原 地 区の 4 0 0b a に

畑地 か ん が い を行 い
, 干害 を なく し増収 を計り農

業経営 を 安定 させ る た め
,

川 南町の ほ ぼ 中央 を貫

流す る 平 田 川上 流 の 青嵐 に 貯水量9 0 0
,
0 0 0 m

3
の

ア ー

ス ダ ム を 築造 し
,

頭首工 ･ 導水路及 び パ イ プ

ライ ン に よ る畑 地 か ん が い を行う構想が 持ち上 が

りま した が , 地 元 の 盛り上 がり に 欠け実現 ま で に

は至 りませ ん で した ｡

そ の 後
,

高鍋 川 南開拓建設事業 の 地 区内工 事 な

水と土 第139 号 20 0 4

√
一
∠ど

収 J ⊂沈

一七
〟 卜

どの 整備が 進 む に 連れ 畑地 か ん が い に対す る 地 元

民の 要望 も盛 ん と なり , 昭和2 6 年 に青鹿 ダ ム サイ

トの 測 量及 び右岸 ボ ー リ ン グ1 ケ所 が 行 わ れ て お

りま す｡

昭 和2 7 年 に は ダ ム 付近及び 土 取場の 地質調査 が

行 わ れ
, 実施設計 と 共 に配電線

,
事務所等 の 建設

が 行わ れ ま し た｡ 昭和2 8 年6 月5 日 には 起工 式が 挙

行 さ れ
,
本格的 な工 事 と して 仮排水路 ト ン ネル 工

事 に着手, 昭和2 9 年1 1 月 に は築堤 を 開始 ,
昭 和3 3

年4 月 に築堤 を終了 し昭和3 4 年3 月全工 事が 完了 し

ま した ｡
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戦前 の 軍用地時代 の 給水塔

7 . 高鍋川南国営造成土 地改良施設整備事業

戦前
･

戦後を通 じて 川 南原国営開墾事業 で 建設

さ れ た 施設 は 近年老朽化 が 進み 機能が 大きく低 下

し た こ と か ら
,

特 に損傷 , 老朽化 の 著 し い 水 田か

ん が い 施設 の 整備改修を, 昭和6 3 年度か ら 平成4

年度 に 国営造成土地改良施設整備事業 で実施して

い ます｡

そ の 内容 は
,

基幹施設 の うち十文字
,

下原, 岩戸

原 の 3 つ の 揚水機場 に つ い て は 全面改修｡ 幹支線

水路総延長3 4k m の うち7 .5 k m に つ い て 改修
･

補強

を行 っ て お り,
ト ン ネ ル は モ ル タ ル 吹付 に よ る補

弓軋 明菜部 は 現場打 コ ン ク リ ー ト ニ 次製品水路

によ る改修を行 っ て い ます｡

8 . 国営尾鈴土 地改良事業

現在
,

こ の 地域 に お い て 平成8 年皮か ら 国営尾

鈴土 地改良事業を実施 し て い ます｡ 尾鈴地区は
,

宮崎県 の 川 南町 を 中心 に 高鍋町 , 都農町の 畑地

1 .5 8 0 h a を受益地と する もの で あります｡

こ の 受益地 は川南原台地の ほ ぼ 全域 の 畑地 で あ

り , 国営 の 高鍋川南開拓建設事業 で実施 した 唐瀬

原地域40 0 h a を含 め 計画 さ れ て い ます｡ こ れ は ,

唐滴原の 畑 地 か ん が い 施設 に つ い て も老朽化が 進

み
, 特 に幹支線水路 に つ い て は 漏水及 び破損 が 頻

繁 に発生 して効率的 なか んが い が 出来 な い 状況 で

あ る こ と
, 補修等 に要す る 費用 が 土地改良区の 予

算 に大きな ウ エ イトを示 し
,
適正な管理運用 に 支

障を来して い る こ と に よ る もの で す ｡

主な工 事 は , 新設す る切原 ダム (重力式 コ ン ク

リ ー ト ダ ム Ⅱ = 6 1 .9 In
,

L = 2 1 2 m
,

有効貯水量

1
,
9 0 0 千 皿

3

) ,
切 原 ダ ム に導水する 宮 ケ 原頭首 工

( 固定堰 L = 1 0 m )
･ 導水路 ( L = 0

,
6 k m ) , 幹 線用

水路 ( L = 1 2 k m ) , 支 線用水路 ( L = 2 3 k m )
,

フ ァ
ー

ム ポ ン ド ( 5 ケ 所) 及 び 青鹿 ダ ム 取水 口 工

事 で す｡

配水組織等 は既設 の 青鹿 ダ ム と 新設 の 切原 ダ ム

を有効 に活用す る こ と に よ り, 揚水施設を設けな

い 計画 と して い ます｡

平成1 3 年度か らパ イ プ ライ ン 及 び フ ァ ー ム ポ ン

ド工 事 に着手 し
,

平成1 4 年度 か ら は水源施設で あ

る切原 ダム の 工 事用道路 にも着手 し ダ ム 本体着手

に 向け事業を推進 して い ると こ ろ で あります｡

本地区の 受益町は別表の ア グリ ラ ン キ ン グで も

お 分 か り の よ う に 農業 が 盛 ん な町 で ありますが
,

そ の 他 の こ と に つ い て も簡単 に紹介 い た します｡

｢ 川南町+ は藩政の 時代 か ら移住者 ･ 入植者を

受け入 れ て お り
,
全国津 々 浦 々 全 て の 県人 が い る

町 で す ｡ こ れ が ｢ 三大開拓地 ･ 川南合衆国+ と呼

ばれ て い る ゆえ ん で し ょ う｡

こ の よう な こ と か ら
,

フ ロ ン テ ィ ア
･ ス ピ リ ッ

ト ( 開播者精神) を後世 に受け終ぐ目的で
, 平成

1 4 年皮 か ら ｢ 日 本三 大開拓地交流促進事業+ を発

足 さ せ 7 月 か ら8 月 にか け て の キ ャ ン プ や 12 月 の

ホ
ー

ム ス テイ で 青少年を中心 に十和 田 市 ･ 矢吹町

の 三 市町で 交流が 行 わ れ て お ります｡

ま た
,
明治維新後, 政府 は富国強兵政策をと り,

軍隊の 兵糧 ･ 弾薬 の 輸送並 び に騎兵 の 奇襲作戦 に

軍馬の 重要性が 深く認識 さ れ た た め
,

明治4 1 年 に

は 軍馬補充部建設 工事 が 行 わ れ , 陸軍省用地 と し

て 畑 や 山林 原野 4 ,0 0 0 b a を買収 し て い ま す ｡

4
,
0 0 0 b a に も及 ぶ 買収 は

, その 後 の 川南 の 農業発展

の た め の 開発 や か ん が い 事業を遅 らせ る結果 と な

りま した｡

更 に
,

昭和16 年 に は 空挺落下傘部隊が 設置 さ れ

終戦を迎えま した が
,

そ の 時 の 給水塔 が 尾鈴農業

水利事業建設所 わ き に現在もそび え建 っ て い ま

す ｡

｢ 高鍋町+ は県内最小 の 面積 で すが, 5
～ 6 世紀

- 93
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ア グ リ ラ ン キ ン グ (平成14 年度)

町名

総面積 人 口 農業産 出額 生産農業所得 耕地 10 a 当た 農家1 戸 当たり 農 業専 従者 1

( k m
2

) ( 人) り所 得 所得 人 当たり所 得

8 1 4 . 1 0 . 1 B 16 . 6 . 1 九州 全国 九リ
l卜l 全 国 九州 全 国 九州 全 国 九州 全 国

順位 順位 順位 順位 順位 順位 順位 順 位 順位 順位

川南 9 0 . 2 7 17
,
4 13 6 23 10 7 6 52 3 10 8 1 83 2 3 2 7 5

高鍋 4 3 . 9 2 22
,
2 52 4 7 2 29 75 4 3 6 59 34 7 2 2 2 38 2 0 2 4 3

都農 10 2. 3 3 12
,
1 14 3 4 1 63 5 1 32 2 39 22 7 2 5 2 52 8 8 5 8 2

町名

豚 プ ロ

イ ラ

鶏卵 ト マ

ト 注 : 市町村数 全 国3
,
1 90

,
九州 5 1 7

九州順位 全国順位 九 州

順位

九 州

順 位

九 州

順位

川 南 2 2 10 5

高鍋

都農 6

の 古墳時代 か ら 栄え て お り大小8 5 基 の 古墳 が 点在

して い ます ｡ 持田 古墳 と称する こ の 古墳 か ら は 全

国的 に もま れ な石 棺や 銅鏡等が 発掘 さ れ て お りま

す｡ そ の 後 は 秋月高鍋藩 の 城下 町と し て 発展 した

町 で
, 第7 代藩 主 秋月種茂 は ｢世 の 中が 治ま る に

は 規律 を正 し優 れ た 人 材 を 育て る こ と が 第
一

で あ

る+ と 考え17 7 8 年藩校明倫堂 を創設 し て お りま す｡

そ の 明倫堂 で 石 井十 次 は学 び , 十 次が 掲げる ｢愛

と なさ け+ の 精神 は混乱 を続 け る 人 の 世 に い ま重

要 な倫理 の 復活を呼 び か け て い ま す｡ 平成1 6 年8

月 に ｢ 十 次 の お とう さ ん ありが とう+ の 映画 が封

切りに な り上 映さ れ て おり ま す是非鑑賞下 さ い ｡

｢都農町+ は まち づ くり の 主 役 は 町民
一

人 ひ と

り,
目 指す は郷 土 の 良 さ を もう

一

度見直 し
,

人 の

心 が 通 う町 民 と
一

体 と な っ て 行う ま ち づ くり の ス

ロ ー

ガ ンの 基 に 自然環境 に優 し い 農業と 農業 ネ ッ

ト ワ
ー ク の 形成 を 図 っ て お り, 先頃 N Ⅲ K の 2 1 世

紀 ビ ジネス 塾 で も放送さ れ て お り ま すが , ワ イ ン

工 場脇 に グリ ー

ン ガ イ ア な る生 ゴ ミ 処理 施設 を設

け土 づ くり
･

ぶ どう作り
･

ワ イ ン づ くり を行 っ て

成功 し て お り ます｡

特 に 第三 セ ク タ
ー が 経営す る都農 ワ イ ン は世界

水 と土 第139 号 20 0 4

的権威 の あ る ワ イ ン 百科 の ｢ W i n e R e p o rt 2 0 0 4+

で グ ロ ー バ ル レ ポ ー トと して 最も エ キサ イ テ ィ ン

グ な1 0 0 の ワ イ ン に都 農 ワ イ ン の キ ャ ン ベ ル ･

ア
ー リ ー が 選 ばれ て い ます｡

9 . あとが き

戦後 の
, 緊急食糧増産時代 こ の 地 に入 植 さ れ た

方が
,

国民 の 付託 を受け明日 の 食 べ 物 を如何 に 増

産す る か 汗 を流 し た 時代 か ら半世紀 以 上 が 過ぎ,

農業
･

農村 の 持 つ 多面的機能と 安定的食料供給基

地と し て
,
調和の と れ た農村 の 建設が 国民 か ら 求

め ら れ る 時代と な っ て お ります｡

今, 開拓者を思う時 日 向灘 の 輝く海, 緑豊 か な

尾鈴 山麓 に 囲ま れ た 歴 史ある 川南原台地 が
, 国営

尾鈴土 地 改良事業の 実施 ･ 完成 に よ り
,

本地 域 の

農業が 益 々 発展する こ と を願 っ て 事業推進 に邁進

して ま い り た い
｡

( 参考及 び 引用文献)

川 南町史 ( 昭和58 年11 月発行)

川南町開拓史 (平成13 年12 月発行)
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蘭 画
1 . 会員の 募集

水 と 土 の 発行 は皆様の 年会費に よ っ て ま か な わ れ て い ます ｡ 今後 と も事業地区の 技術情報の 交流 を 図

る た め には 会員 の 確保が 重要 と な っ て い ま す｡ 会員の 皆様 に は 職場 の 同僚 の 方 々 に農業 土 木技術研究会

の 成り立 ち や ｢水 と 土+ をP R して い た だ き, 会員 の 勧誘 を お願 い い た しま す｡ 平成1 6 年度 の 年会費は

2
,
3 0 0 円で す｡ な お

,
別紙の P R 版を作成 し ま し た の で会員の勧誘 に活用 い た だ け れば 幸 い で す｡

2 . 報文投稿 の 募集

｢水 と 土+ は会員の 皆様か ら の 報文投稿 に よ っ て 支え ら れ て い ます｡ 報文は 以 下 の よ う に 様 々 な テ
ー マ

が 考え られ ます の で ,
こ れ を参考 に皆様が 担当さ れ て い る事業地 区 の 状況を 報文 に ま と め て 投稿 い た だ

く よう お願 い い た します｡ 併せ て 巻末の 投稿規定も参照 し て 下 さ い ｡

① 事業地 区の 段階は
,

企 画
,

調査 , 計画, 設計 , 施工
, 管理 に分けら れ るの で

,
構造物の 施工 の

有無 に 関わ らず
,

コ ス ト縮減, 創意工 夫, 新技術導入
, 環境配慮 な どの 視点か ら取りま と め た報文

② ダム
,

ト ン ネ ル
, 橋梁

,
揚排水機場等 の 大規模 工 事や 長期 に わ た る 債務負担行為工 事等 に つ い

て
,
調査

,
計画

,
設計

,
施工 の 各段階で の 検討 や実額 を取り ま と め た報文

③ 農業工 学研究所 や県試験場 を ど へ の 依頼研究の 成果 に つ い て 取り ま と め た 報文 (研究依頼先と

の 連名 に よ る)

④ 土 地改良技術事務所 ,
調査管理 事務所が 対応 して い る 技術検討 や 現場支援業務 に つ い て 取りま

と め た報文 (当該機関と の 連名 に よ る)

⑤ 海外派遣か ら帰任 した 職員 の 派遣先 で の プ ロ ジ ェ ク ト等 に つ い て 技術的見地 か ら 取りま と め た

報文

⑥ 建設会社
,

コ ン サ ル タ ン ト等 の 会員 に つ い て
, 普及 性 の あ る 事例や 技術検討に つ い て 取り ま と

め た 報文

3 . ｢ 水と土+ 表紙写真の 募集

農業土 木技術研究会で は , 会誌 ｢水 と 土+ の 表紙 を飾る写真 を募集 して い ます｡

あな たが 撮 っ た ｢ 美 し い 農村や 農業 生 産の 風景+ , ｢ 地域 にと けこ ん だ 農地
,

農業施設+ , ｢ 水 ･ 土 の ふ

れ あ い+ な ど を表紙 に 使わ せ て い た だ き た い と思 い ま す｡ 以下 を参考に多数の 写真 を応募願 い ます｡

① 写真の 種類 : カ ラ
ー プリ ン トで サ ー ビス 版より大 き い サイ ズ で 提出 して 下 さ い ｡

② 枚数 : 応 募点数 には 制限 が あ りま せ ん が , 未発表の もの に 限 ります｡

⑨ 応 募先 : 研修会テ キ ス ト申 し込み 先 に同 じ

④ そ の 他

(1) 応募写真の 裏面 に タ イ トル
,

コ メ ン ト
,

住所
,

氏名
,

年齢, 職業 , 性別, 写真 テ
ー マ

, 撮影

場所, 撮影年月 日 を 記入 して 下 さ い
｡

(2) 原則と して 応募写真は 返却 しませ ん ｡

( 3) 採用 さ れ た 写真の 版権は
, 農業土 木研究会に 属 します｡

(4) 採否 は
, 編集委員会で 決定 しま す｡

( 5) 採用 され た場合 は薄謝 を進呈 い た します｡
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[コ 圏 園 圏 園 ⊂]

1 原稿 に は次 の 事項 を記 し た ｢投稿票+ を添えて 下 記 に送付する こ と

〒 105 - 0 0 0 4 東京都港区新橋5 - 3 4
-

4 農業土 木会館内, 農業土 木技術研究会

2 ｢ 投稿票+

① 表 題

② 本文枚数
, 図枚数, 表枚数, 写真枚数

⑨ 氏名, 勤務先, 職名

④ 連絡先 ( T E L)

⑤ 別刷希 望 数

⑥ 内容紹介 (2 00 字以 内)

3 1 回の 原稿 の 長 さ は 原則と し て 囲, 写真 , 表を含め 14
,
5 00 字程度 ( ワ

ー プ ロ で 作成の 場合
,

A 4 版1 0 枚

程度) ま で と する
｡

4 原稿 は な る べ く ワ
ー プ ロ で 作成 し

, 漢字は 当用 漢字 , 仮名 づ か い は現代仮名 づ か い を使用
,

術語 は 学

会編
, 農業土 木標準用語辞典 に準 じら れ た い

｡ 数字は ア ラ ビ ア 数字 (3 単位 ご と に
,
を入れ る) を使 用 の

こ と
｡

5 ワ
ー プ ロ で 作成 し た原稿 に つ い て は

,
プ リ ン ト ア ウ ト した 原 稿 と と も に文字 デ ー タ に つ い て は フ ロ ッ

ピ ー デ ィ ス ク で も提出する こ と
｡

6 手書きの 原稿 に つ い て は
,

当会規定の 原稿用 紙を用 い 作成す る こ と ( 原 稿用紙 は, 請求次第送付)

7 写真, 図表 は ヨ コ 7 c m X タ テ5 c m 大 を24 2 字分 と して 計算 し
,

そ れ ぞ れ 本文中の 挿入個所 を指定 し
, 写

真 , 図
,

表は 別 に添付す る ( 原 稿中に入 れ な い) ｡ 写真 , 図表が 画像 デ ー タ の 場合 は
, 画像 デ ー タ を 文字

デ
ー タ上 (

一 太郎 ,
ワ

ー ド等) に貼り付 けず に. 元 の 画像 デ ー

タ の ま ま と す る こ と ｡

8 原図の 大き さ は特 に制 限 は な い が , B 4 版ぐら い ま で が 好 ま し い
｡ ま た

, 原図を そ の ま ま 印刷 に使用す

る の で 極力鮮明なもの を提出す る こ と ｡

9 文字は 明確 に書き
, 特 に数字 や記号な どの うち , 大文字と 小文字

,
ロ ー マ 字と ギ リ シ ャ 文字, 下 ツ キ

,

上 ツ キ
, な どで 区別の ま ぎら わ し い も の は鉛筆 で 注記 し て お く こ と ｡

た と えば
,

C
,

K
,

0
,

P
,

S
,

U
,

Ⅴ
, W ,

0 ( オ ー

) と0 ( ゼ ロ)

r ( ア
ー

ル) と γ ( ガ ン マ)

打 ( ダ ブリ ュ
ー ) と ∽ ( オ メ ガ)

1 と ( イ チ) と1 ( エ ル)

E ( イ ー

) と E ( イ ブ シ ロ ン)

Ⅹ
,

Z の 大文字 と小文字

｡ ( エ
ー

) と α ( ア ル フ ァ)

左 ( ケ イ) と 〝 ( カ ッ パ)

ズ ( エ ッ ク ス) と ズ ( カ イ)

g ( ジ ー

) と q ( キ ュ
ー

)

｡ ( ブイ) と u ( ウ プ ロ シ ン)

な ど

10 分数式 は2 行 な い し3 行 にと り余裕 をもた せ て 書く こ と ｡

1 1 数表 と それ を グ ラ フ に し たもの と の 並 載は さ け
,

ど ちら か に する こ と ｡

1 2 本文中 に引用 し た 文献 は原典を そ の まま 揚げる場合 は引用 に 『 』 を付 し引用文献を本文中 に記

載す る ｡ 孫引きの 場合 は
, 番号 を付 し , 末尾 に 原 著者名 : 原著論文表題

, 雑誌名 ,
巻 ; 頁

～

頁 . 年号 ,

又 は
"

引用者氏名, 年 ･ 号よ り引 用
”

と 明示する こ と ｡

1 3 投稿の 採否,
掲載順 は編集委員会に 一

任する こ と ｡

1 4 掲載の 分は 稿料 を呈 す｡

1 5 別刷 は , 実費を著者 が負担する ｡

水と 土 第139 号 20 0 4
-

9 6 -



1 . 創立3 0 周年を迎 え た ｢農業土 木技術研究会+

本研究会は
,

全 国の 農業土木技術者の 自主的な研究会で す｡ そ の 歴 史は
, 昭和28 年の ｢ コ ン クリ ー ト

ダム 研究会+ にま で さ か の ぼり, 事業の 展開方向 に即 し て 変遷 して き ま した ｡ 現在 の ｢ 農業土 木技

術研究会+ と して も, 平成11 年度 に は設立3 0 周年を迎 え た歴 史あ る研究会 で す｡

〈農業土 木技術研究会の 変遷〉

昭和28 年 ｢ コ ン ク リ ー ト ダ ム 研究会+ の 発足 : 会誌 ｢ コ ンク リ ー ト ダ ム+ の 発刊

昭和31 年 フ ィ ル ダ ム を含 め て ｢ ダ ム 研 究会+ に拡大 : 会誌 ｢ 土 と コ ン ク リ ー ト+ に変更

昭和36 年 ｢ 水路研究会+ の 発足 : 会誌 ｢水路+ の 発刊

昭和45 年 両研究会の 合併

｢農業土木技術研究会+ の発足 : 会誌 ｢水 と土+ の 発刊

2 . 技術力向上 に 資す る ｢農業土木技術研究会+

本研究会 は
, 時代 の ニ

ー ズ を 反映 し た事業の 円 滑 な推進 に必要 な 技術力の 向上 の ため , 農業農村

整備事業の 計画 ･ 設計
･

施工 事例や 技術的検討内容 な どの 現場技術情報の 発信と交流を 一

貫 して 展

開 して い ま す｡

研究会 で は
, 現場 の 技術報文 を中心と した 会誌 ｢水 と土+ を年間4 回発行 し会員の 皆様 にお 届けし

て い ま す｡ ま た
, 時代 に即 した 技術的 な情報を提供する研修会も開催 して い ます｡

3 . 会員が 支え る ｢農業土 木技術研究会+

本研究会 の 活動 は
, 皆様の 年会費 によ っ て ま か なわ れ て い ま す｡

2 1 世紀 を迎 え農業 ･ 農村の 位置付けが ますます重要 に な っ て い る今日, 本研究会 に入 会 い ただ き
,

そ

の 振興 の 基礎 と な る ｢ 農業 土 木技術+ に 根 ざし た研究会の 活動 を 支えて 頂 け れ ば 幸 い で す｡ 会費 は

2
,
3 0 0 円 です (会費 は51 年度よ り 据置) ｡

入 会 の 手続き は
,

研究会 へ 直接又 は各職場の 連絡員 に会費 を添えて 申 し込ん で 下 さ い ｡

申 し込み様式 は以 下 を参考 に して 下 さ い
｡

入会申し込み

平成

私 は 農業 土木技術研究会 に 入会 します｡

氏名 :

職場
･

所属 :

職場住所 ( 会誌送付先) : 〒

電話番号 問 い 合わ せ 先 : 農業土 木技術研究会 事務連絡 大平

〒10 5 - 0 0 0 4 東京都港区新橋5 - 34 - 4

農業土 木会館内 T E L O 3( 3 4 3 6) 1 9 6 0

F A X O 3( 3 5 7 8) 7 1 7 6

- 9 7 - 水 と土 第139 号 20 0 4



◆ ■ ■ ◆ ■ ■ ■･◆ + ■■ ■ ◆ - ◆ + ■■■･ ◆ ■ ■ ■ ◆･
t ■ ◆ ･

く ■■ ■ ◆ ｢ 水と土+ 通信 ◆ 一 ■■ ■ ◆ + ■■ - ◆ イ ■ ■ ■ ◆ 一 ■ ■ ■ ◆ ･
■ ■ ◆ ■ ■ ◆ + ■■ - ◆ t ■■ ■ ◆

F A X 宛先 : 農業土 木技術研究会 大平 : 0 3 - 3 5 7 8
-

7 1 7 6

★ ｢ 水 と土+ を より充実 した もの とす る た め
,

下 記様式 であ な た の ご意見 をお 寄せ 頂 けれ ば幸 い で す｡

1 . 本号 (13 9 号) で興味をもた れ た報文 に つ い て記載下 さ い

(1) 報文 タイ ト ル :

(2) 興味 を持 たれ た具体的内容

2 . 本号 の 編集 に つ い て ご意見 をお 聞か せ 下 さ い

3 . と りあげて 欲 し い テ
ー

マ な ど本誌 に対する ご意見や ご要望 をお 書き下 さ い

所属 : 氏名

◆ 一 ■ - ◆ 一 ■■■ ◆ ■ ■■ ■ ◆ - ◆ → ■ - ◆ 一 ■ - ◆ → ■ ◆ → ■■← ◆･
→ ■■ - ◆ → ■■ ← ◆ 一 ■ - ◆ → - ■ - ◆ → 一 - ◆ 一 ■ - ◆ 一 ■ - ◆ → - ■ - ◆ → ■■- ◆ → ■ ■ ◆ ■ ■ - ◆ ･

→ ■ ◆ 一 ■ - ◆ t ■ ◆ 一 ■■ ◆

編 集 後 記

土 地改良事業計画設計基準 は
, 土 地 改良事業 を

適正 か つ 効率的 に実施す る た め に 農林水産省が 定

め る技術基準で あり
,

こ の う ち調査計画作成 に当

た っ て の 基本的事項 を 定め た 技術基準を計画基準

と し て い る
｡ 計画基準 は , 土 地 改良法第2 条第2 項

に規定さ れ て い る 事業工 種毎 に現在18 の 基準が 作

成 さ れ て お り, 各計画基準 に つ い て計画設計技術
の 知見 や 新た に 開発 さ れ た 調 査 手法 , 社会情勢 の

変化等 を 反 映さ せ る必 要 が 生 じ た場合 , 適宜改定

を進 め て い ると こ ろ で あ る｡

最近 の 計画基準の 改定 で は
,

199 9 年 に制定さ れ

た 食料 ･ 農業 ･ 農村基本法 に お い て
, 今後 の 食

料
･

農業 ･ 農村施策の 目指す基本 理 念 の 1 つ と し

て
,

農業 の 有す る多面的機能 個 土 の 保全 , 水源

か ん 養, 自然環境 の 保全 等) の 発揮 が 掲げら れ た

こ と や
,

20 0 1 年の 土 地 改良法改正 にお い て
, 土 地

改良事業 を実施する に 当 た っ て は 環境 と の 調和 に

配慮する こ と が事業実施の 原則 に位置 づ け ら れ た

こ と か ら
, 調査 ･ 計画の 各段階に お い て

, 環境 と

の 調和 へ の 配 慮 に 関する 基 本的事項 の 記載を順次

進め て い る
｡

ま た
, 昨年度 には 農 山漁村 地域 の 美 し い 自然景

観, 文化遺産
,

食文化, 祭等 の 伝統行事等 の 資源

を 活用 し
,

地 域 に根 ざし た魅力を 高め て い く こ と

の 必 要性が 提言 さ れ た こ と を 受け
,

個性 あ る魅力

的な 農 山漁村 づ くり に向 け て ｢水 と み どり の ｢ 美

の 里+ プ ラ ン21+ が作成さ れ た ｡ こ の プ ラ ンで は
,

｢ 活力 あ る 農林漁業の 維持発展+ , ｢ 農 山漁村の 地

域資源 の 活用+ , ｢ 地 域 住民 の 合意形成+ の3 つ の

基本的視点 に留意 し つ つ
, 今後実施す る農業農村

整備事業 にお い て は
,

原則と して 景観 に配慮 し た

事業計画 を作成す る こ と と さ れ て い る ｡ こ れ を受

け, 今後は 農村地域全体 の 景観 へ の 配 慮 に関す る

基 本的事項 に つ い て検討 を行う と と も に, 地区事

例の 紹介も含 め 計画基準 へ の 記載 を進 め て い きた

い と 考えて い る
｡

今後も, 計画基準が
一

層 の 効率的か つ 効果的な

事業実施 に資する もの と な れ ば と願 っ て い ます｡

( 資源課 百済)

水 と 土 第 1 3 9 号

発 行 所 〒105 - 0 0 0 4 東京都港 区新橋5 -

3 4 - 4

農業土 木会館 内

印 刷 所 〒161 - 8 5 5 8 東京都新宿 区下落合2 - 6 - 22

農 業 土 木 技 術 研 究 会

T E L O 3(34 3 6) 19 6 0 振 替口座 001 8 0 - 5 - 2 89 1
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